
巻
頭
言
囮
有
料
道
路
制
度
に
新
し
い
理
念
を

㈱
高
速
道
路
調
査
会
参
与
･
㈱
道
路
経
済
研
究
所
理
事

武
田

文
夫

1

絵
に
な
る
風
景

絵
に
な
る
道

ー
道
路
行
政
に
ひ
と
こ
と
-

N
H
K
リ
ポ
ー
タ
ー

青
山

佳
世

3

卿◎
特

集
/
過
積
載
対
策

過
積
載
防
止
対
策
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係

5

過
積
載
防
止
対
策
申
合
せ
に
つ
い
て

総
務
庁
長
官
官
房
交
通
安
全
対
策
室

掛
江
浩
一
郎

7

過
積
載
運
転
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

警
察
庁
交
通
局
交
通
指
導
課
課
長
補
佐

清
水

敏
夫

1 3

日
本
道
路
公
団
に
お
け
る
車
眼
令
違
反
車
両
取
締
り
の
現
状
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
交
通
管
理
課

数

過
積
載
車
両
対
策
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て

首
都
吉翼
道
路
公
団
交
通
管
制
部
交
通
管
理
課
調
査
役

法
師
人
高
霊
偏

"

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
過
積
載
対
策
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
交
通
管
理
課

斜

特
殊
車
両
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発

近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
交
通
対
策
課
特
殊
車
両
係
長

伊
勢

達
男

楯

道路行轍セミナ醐

平
成
四
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

佛

｢シ
リ
ー
ズ
/
ぁ
の
道

こ
の
並

歴
史
と
文
化
の
か
お
る
道

-
大
山
街
道
ー

川
崎
市
土
木
局
道
路
部
維
持
課
主
査

斉
藤

彰

邱

能
登
は
優
し
や

“道
“
ま
で
も

石
川
県
土
木
部
道
路
整
備
課
長

葛
葉

靖
次

餌

囮
時
･
時
･
時
!

7 0

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

一

が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

…

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

一

時
の
も
の
で
す
。



簗過積載対策対

過
積
載
防
塵
対
策
彊
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係

ミ"
~

　
　
　
　
　

　　　　　

　　　

　　
　
　
　　

な

くミさ"》
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セ行

へ

道

一
は
じ
め
に

昨
年
五
月
、
過
積
載
に
対
す
る
罰
則
と
そ
れ
を
助
長
す

る
荷
主
、
自
動
車
の
使
用
者
等
に
対
す
る
責
任
追
及
の
充

実
等
を
柱
と
す
る
道
路
交
通
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
本
年

五
月

一
〇
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
四
月
八
日
に
は
、
過
積
載
を
防
止
す
る
た

め
の
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
九
省
庁
に

よ
る
申
合
せ
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
各
種
の
対
策
が
積
極
的
に
講

じ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
過
積
載
の

も
た
ら
す
問
題
と
過
積
載
防
止
対
策
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

(申
合
せ
及
び
道
路
管
理
者
の
対
策
事
例
の
詳
細
等
に
つ

い
て
は
別
項
参
照
)

三

過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
が
も
を
ら
す

問
題

①

制
動
性
能

車
両
の
制
動
能
力
を
超
え
て
積
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
定
量
積
載
に
比
較
し
て
制
動
距
離
が
長
く
な
る

と
と
も
に
、
フ
ェ
ー
ド
現
象
や
ペ
ー
パ
ー
ロ
ッ
ク
現

象
の
発
生
の
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
制
動
能
力
の
低
下
は
大
事
故
に
直
結
す
る
危

険
性
が
あ
る
。

②

車
両
の
安
定
性

車
両
の
積
載
能
力
を
超
え
て
積
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
車
両
の
重
心
が
高
く
な
り
、
回
転
時
の
バ
ラ
ン

ス
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
と
な
り
、
車
両
の
横
転

等
の
事
故
の
危
険
性
が
増
加
す
る
。

③

道
路
構
造
へ
の
影
響

軸
重
増
に
よ
る
道
路
構
造
物
に
与
え
る
影
響
は
、

舗
装
に
つ
い
て
は
軸
重
の
四
乗
に
、
橋
梁
の
床
版
に

つ
い
て
は
軸
重
の
三

乗
に
比
例
す
る
と
の
知
見
も

あ
り
、
わ
だ
ち
掘
れ
や
橋
梁
の
耐
荷
力
の
減
少
等
、

舗
装
、
床
版
、
地
下
埋
設
物
等
に
大
き
な
損
傷
を
与

え
る
と
と
も
に
、
橋
梁
等
の
耐
用
年
数
が
大
幅
に
短

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

④

環
境
面
へ
の
影
響

走
行
性
能
を
超
え
る
重
量
を
積
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
エ
ン
ジ
ン
等
へ
の
過
大
な
負
荷
を
招
き
、
騒
音
、

振
動
及
び
排
気
ガ
ス
等
の
増
加
を
招
く
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
走
行
性
能
の
低
下
に
よ
る
渋
滞
等
の
発
生
な
ど

の
問
題
も
あ
り
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
の
防
止
対
策

は
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
o

べ
し



三

過
積
載
防
止
対
策
を
め
ぐ
る
状
況

大
型
貨
物
自
動
車
等
の
過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
の
防

止
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

｢過
積
載
に
よ
る
違
法

連
行
の
防
止
に
関
す
る
当
面
の
対
策
に
つ
い
て
｣
(昭
和

五
六
年
八
月
二
九
日
付
関
係
省
庁
申
合
せ
)
及
び

｢ダ
ン

プ
カ
ー
の
さ
し
枠
装
着
車
等
の
一
掃
に
関
す
る
対
策
に
つ

い
て
｣
(昭
和
六
一
年
三
月
一
九
日
付
関
係
省
庁
申
合
せ
)

等
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
に
お
い
て
各
般
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
は
依
然
と

し
て
跡
を
絶
た
ず
、
と
り
わ
け
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
土
砂

等
の
運
搬
に
関
し
て
は
、
さ
し
枠
を
装
着
す
る
等
物
品
積

載
装
置
を
不
正
に
改
造
し
て
公
然
と
過
積
載
に
よ
る
違
法

運
行
を
行
う
な
ど
悪
質
･
危
険
な
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ

る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
昨
年
五
月
に
は
、
過
積
載
運
転
に
対
す
る

罰
則
強
化
と
そ
れ
を
助
長
す
る
荷
主
、
自
動
車
の
使
用
者

等
に
対
す
る
責
任
追
及
の
充
実
等
を
柱
と
す
る
道
路
交
通

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
本
年
五
月
一
〇
日
か
ら
施
行
さ
れ

て

い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
関
係
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て

総
合
的
に
防
止
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本

年
四
月
八
日
、
関
係
九
省
庁

(総
務
庁
、
警
察
庁
、
厚
生

省
、
農
林
水
産
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
郵
政
省
、

労
働
省
、
建
設
省
)
に
お
い
て
、
｢過
積
載
に
よ
る
違
法

連
行
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
｣
の
申
合
せ
を
行
い
、
下
記

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①

関
係
事
業
者
に
対
す
る
指
導
、
監
督
の
徹
底

②

過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
に
対
す
る
取
締
り
の
強

化
等

③

公
共
工
事
発
注
に
お
け
る
過
積
載
防
止
措
置
等

④

関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
協
力
体
制
の
整
備

四

道
路
管
理
者
の
過
積
載
防
止
対
策

道
路
は
一
定
の
規
格
の
車
両
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
車
両
の
通
行
は
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
(道
路
法
第
四
七
条
第
二
項
)

こ
の
た
め
、
道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
諸
元
の
最
高
限

度
を
定
め
る
車
両
制
限
令
に
違
反
す
る
車
両
を
取
り
締
ま

る
た
め
、
軸
重
計
、
重
量
計
、
車
高
計
等
の
取
締
り
機
器

を
設
置
し
た
取
締
基
地
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

警
察
等
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
取
り
つ
つ
、
道
路
監

理
員
に
よ
る
指
導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
都
市
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
料
金
所
に
設
置
し

て
い
る
軸
重
計
に
よ
り
、
二
四
時
間
の
自
動
計
測
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
計
測
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
違
反
者
に
対

し
て
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
反
復
し
て
道
路
法
に
違
反

す
る
悪
質
者
に
対
し
、
関
係
機
関
に
対
し
て
も
指
導
等
を

要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
警
察
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い

た
重
量
違
反
者
の
摘
発
等
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。

な
お
、
一
般
道
路
の
取
締
り
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
道

路
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
か
ら
、
技
術
的
に
困
難
が
あ

る
が
、
走
行
中
の
車
両
の
諸
元
を
自
動
的
に
計
測
で
き
る

自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
を
促
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

今
後
、
過
積
載
の
違
法
連
行
を
防
止
す
る
た
め
の
各
種

の
対
策
が
、
関
係
省
庁
一
体
と
な
っ
て
講
じ
ら
れ
て
い
く

こ
と
と
な
る
が
、
道
路
管
理
者
と
し
て
も
、
道
路
の
構
造

の
保
全
及
び
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
積
極
的
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
今
回
の
申
合
せ
に
よ
り
、

都
道
府
県
に
設
け
ら
れ
て
い
る

｢過
積
載
防
止
対
策
連
絡

会
議
｣
に
、
新
た
に
道
路
管
理
者
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
進
め
、
デ
ー
タ
提
供
、
関
係
者
へ
の
指
導
、
複
数
の
関

係
機
関
に
よ
る
合
同
の
取
締
り
等
、
各
種
の
対
策
を
総
合

的
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

6 道行セ 94.5
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一

経

緯

簗過積載対策
大
型
貨
物
自
動
車
等
の
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防

止
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
昭
和
五
六
年
及
び
昭
和
六
一

年
の
二
度
に
わ
た
る
関
係
省
庁
申
合
せ
に
基
づ
き
、
政
府

と
し
て
各
般
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

し
か
し
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
は
依
然
と
し
て
跡

を
絶
た
ず
、
と
り
わ
け
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
土
砂
等
の
運

搬
に
関
し
て
は
、
さ
し
枠
を
装
着
す
る
等
物
品
積
載
装
置

を
不
正
に
改
造
し
て
公
然
と
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
を

行
う
な
ど
悪
質
･
危
険
な
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、

平
成
四
年
の
J
R
成
田
線
の
ダ
ン
プ
カ
ー
踏
切
事
故
等
重

大
事
故
も
発
生
し
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
注
目
を
集
め
た

(資

料
ー
参
照
)。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
に
、
過
積
載
の
取
締
規
定
の
整

備
及
び
罰
則
の
強
化
等
を
内
容
と
す
る
道
路
交
通
法
の
改

正
が
行
わ
れ
た
。

道
路
交
通
法
改
正
案
の
国
会
審
議
の
際
、
公
共
工
事
か

ら
過
積
載
車
両
を
排
除
す
る
こ
と
、
運
転
手
だ
け
で
な
く

使
用
者
、
荷
主
等
へ
の
指
導
と
責
任
の
追
及
を
強
化
す
る

こ
と
、
過
積
載
せ
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
発
注
単
価
を
改

善
す
る
こ
と
、
等
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
附
帯
決
議
に
お

い
て
も
、
①
運
送
事
業
者
、
使
用
者
、
荷
主
等
へ
の
指
導

と
責
任
の
明
確
化
、
②
重
量
測
定
機
器
の
整
備
と
自
重
計

の
義
務
化
、
③
公
共
工
事
で
の
過
積
載
防
止
措
置
、
④
過

積
載
防
止
対
策
連
絡
会
議
の
充
実
、
等
の
事
項
が
盛
り
込

ま
れ
た

(資
料
2
参
照
)。

過
積
載
問
題
は
構
造
的
な
背
景
を
有
す
る
た
め
、
問
題

の
解
決
の
た
め
に
は
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
く
警
察
の
取

締
り
の
み
な
ら
ず
、
国
会
の
附
帯
決
議
に
あ
る
よ
う
に
、

関
係
省
庁
が
協
力
し
、
政
府
全
体
と
し
て
総
合
的
な
対
策

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
を
一
月
後
に
控

え
た
平
成
六
年
四
月
八
日
に
、
改
め
て
関
係
省
庁
に
よ
る

申
合
せ
を
行
い
、
総
合
的
な
過
積
載
防
止
対
策
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

二

申
合
せ
の
概
要

(本
文
は
資
料
3
)

印

申
合
せ
省
庁

申
合
せ
に
は
九
省
庁
一
一
局
長
等
が
参
加
し
た
。
過

去
の
申
合
せ
に
比
べ
、
厚
生
省

(産
業
廃
棄
物
運
搬
車
対

策
)、
郵
政
省

(違
法
無
線
対
策
)、
労
働
省

(労
働
災
害

対
策
)
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。

②

申
合
せ
の
内
容

申
合
せ
は
、
①
関
係
事
業
者
に
対
す
る
指
導
、
監
督
の
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都道府県 事 件 名 発生期時 事 故 概 要 被 害

静 岡

い
ド
数

の
一
多

ラ
ェ
る
故

一
フ
よ
事

し
｢

に
通

ト
る
｣
交

型
ゆ
象
傷

大
わ
現
死

霧
年
お
時

3
月
6

成
5
前

平

午

材
フ
ェ
を

、号
突

銅

、フ
方
し
信
街

に
中
｢
前
走
で
に

)
行
る

、暴
揚
々

ン
走
ゆ
り
に
現
次

ト
を
わ
な
ら
3
に臟嚢

型
ト
ブ
現
中
熟
し
被

大
6
ト
ド
行
土
ち

、

鱒
ッ
一
走
約
待
し

名
名
名

R〕14
14

難
離

京 都
に
数脚彬藏

綱鰡臘
山
る
う

知
け
伴

福
お
を

閃
分

日
齢

年
25
時

3
月
8

成
6
前

平

午

“廉
ト
の
R
に
普

型
ン
J
内
の

大
ト

、切
成

6
中
踏
編

名
獸癆

308

粉
飲

鱒
即

傷

車
仏

軽

列
約

長 野 鍬嬬
一
多ル

絡轍
煙慮巍

閃
分

年
鰯

4
月
齢

成
3
後

平

午

鰊楡鰍蹴狄

勘驚繃繃裁

艷禰蝋梅玖

増跟拗峨彰

気纖鉤諭砂

“杉蹴れ歎

媛例増犠鰤島

コ
ブ
た
台
し

名
名
名

nリ
ーユ
Qu

者
傷
傷

死
重
軽

宮 崎 鬚‐聯
故

し
死
事

ト
る
通

型
よ
交

大
に
の 霧

年
30
時

4
月
7

成
3
前

平

午

糊約け粉

に
中
切
m

ン
走
が
約

蝋肘
袖
圦

廳
づ澱

頬蹴勧挾

撮
でめ
功
0

ラ乱鰯彬
鼠

ル癪卵が認

煙杉激烈家

視
且
に
民

名
名

り乙
リノム

者
傷

死
重

千 葉
に
数

切
多
故

襁騨
大
死
踏

練
る
う

田
け
伴

成
お
を

㈲
分

日
鱒

年
14
時

4
月
4

成
9
後

平

午

に
坂
載
当
台
車
踏
に
列

)
り
積

、2
側
該
内
通

ン
下
過
り
た
右
当
切
善

ト
で
で
な
い

、に
踏
の

巧
魚
近
と
て
め
先
ら
成

8
如
付
動
し
た
も
が
編

量
御
切
不
止
た
り
な
両

載
約
踏
動
停
っ
よ
し
4

積
速
管
制
り
な
車
速
た

夫
時
大
き
よ
に
列
加
き

最
て
線
つ
に
う
ま
て
て

(
し
国
が
動
そ
ま
し
し

一
載
成
い
鳴
し
の
と
行

力
横
R
勢
機
突
そ
う
進

o

プ
を
J
に
報
追

、よ

、た

ン
ン

、両
替
に
し
し
が
し

ダ
ト
中
車
で
車
避
過
た
突

型
幻
行
め
切
動
回
通
し
衝

大
砂
走
た
踏
目
に
を
入
と

山
を
の
該
の
線
切
進
車

木
轡

靴
膨

名
名
名

病
の

1
1
64

本
歩

靴
卸

者
傷
傷

車
与

死
重
軽

列
約

福 井 普通貨物自動車に
よる追突死亡事故

ろ

㈹
分
こ

日
鱒

年
25
時

5
月
2

成
3
後

平

午

)
て
御
で
で
と

ン
し
制
点
点
故隷鱗鳥

普
鉄
行
篭
号
止
っ

に
走
不
信
停
な

名
名

14
AU觴

死
重

東 京

国
お
の
亡

護
に
台
死

線
近
8
重

号
付
両
多

5
プ
車
る

高
ン

、す

都
ラ
る
係
故

首
寺
け
関
事

ろ

㈲
分
こ

日
鱒

年
9
時

5
月
7

賤
5
後

中

午

q捌宿沖
少綵輌

の翻棘幕忘痺檄

ト
(
"
作
い
上
転

磁繊轢
鰡

朧
大筋杉縮粉縦断槻

名
名

〆斐
川畦傷

死
重

警察庁資料に基づ

徹
底
、
②
過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
の
取
締
り
の
強
化
等
、

も
に
、
新
規
事
項
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

③
公
共
工
事
発
注
に
お
け
る
過
積
載
防
止
措
置
等
、
④
関

①

関
係
事
業
者
に
対
す
る
指
導
、
監
督
の
徹
底

係
機
関
、
関
係
団
体
の
協
力
体
制
の
整
備
、
⑤
そ
の
他
、

･
継
続
事
項
は
、
ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
、
土
砂
等

の
五
つ
の
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、
過
去
二
回
の
申
合
せ

の
荷
送
人

(砕
石
業
者
、
砂
利
採
取
業
者
、
建
設
業

に
含
ま
れ
て
い
た
事
項

(継
続
事
項
)
を
強
化
す
る
と
と

者
)、
荷
受
人

(生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
者
、
建

設
業
者
)
等
に
対
す
る
過
積
載
防
止
指
導
、
不
正
改

造
の
防
止
指
導
、
木
材
･
鋼
材
の
輸
送
･
保
冷
車
に

よ
る
輸
送
等
に
お
け
る
過
積
載
防
止
指
導
、
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
の
指
導
で
あ
る
。

.
新
規
事
項
は
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
対

す
る
産
廃
車
の
土
砂
等
運
搬
へ
の
流
用
防
止
指
導
、

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
等
に
よ
る
ボ
デ
ィ
ー

架
装
業
者
等
へ
の
不
正
改
造
防
止
指
導
、
過
積
載
に

関
与
し
た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
･
建
設
業
者
の

処
分
で
あ
る
o

･
今
回
の
申
合
せ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
者

に
対
す
る
指
導
が
形
式
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
実

効
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
単
に
指
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
指
導
の
徹
底
状
況
を
把
握
し
、
違

反
事
業
者
に
対
し
て
は
処
分
等
の
対
応
措
置
を
と
る

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
産
廃
車

対
策
や
架
装
業
者
対
策
等
最
近
の
課
題
へ
の
対
応
も

加
え
て
い
る
。

②

過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
に
対
す
る
取
締
り
の
強

化
等

･
継
続
事
項
は
、
悪
質
･
危
険
な
も
の
に
重
点
を
置

い
た
過
積
載
取
締
り
、
不
正
改
造
取
締
り
で
あ
る
。

･
新
規
事
項
は
、
改
正
道
路
交
通
法
の
新
設
規
定
を

活
用
し
た
使
用
者
、
荷
主
等
の
背
後
責
任
の
追
及
、

ダ
ン
プ
規
制
法
･
電
波
法
違
反
の
取
締
り
、
道
路
管

理
者
に
よ
る
取
締
り
と
刑
事
告
発
等
、
取
締
機
関
か
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ら
関
係
行
政
庁
へ
の
情
報
提
供
と
そ
れ
に
基
づ
く
行

政
処
分
･
行
政
指
導
で
あ
る
。

･
今
回
の
申
合
せ
の
特
徴
は
、
過
積
載
は
、
運
転
者

だ
け
で
な
く
、
使
用
者
、
荷
主
等
に
責
任
の
あ
る
場

合
も
多
い
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
正

道
路
交
通
法
に
よ
る
背
後
責
任
の
追
及
を
徹
底
す
る

こ
と
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
警
察
だ
け
で

な
く
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
取
締
り
も
強
化
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
取
締
機
関
と
関
係
行
政
機
関
の
連

携
を
深
め
、
違
反
事
業
者
に
対
し
て
は
取
締
機
関
の

み
な
ら
ず
関
係
行
政
機
関
に
お
い
て
も
然
る
べ
く
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

公
共
工
事
発
注
に
お
け
る
過
積
載
防
止
措
置
等

･
継
続
事
項
は
、
公
共
工
事
の
請
負
業
者
に
対
す
る

過
積
載
防
止
指
導
、
ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
加
入
者
の
優

先
使
用
で
あ
る
o

･
新
規
事
項
は
、
背
後
責
任
を
問
わ
れ
た
建
設
業
者

の
指
名
停
止
措
置
、
工
事
現
場
の
過
積
載
車
両
総
点

検
の
実
施
と
改
善
命
令
、
工
事
成
績
の
評
定
へ
の
反

映
、
建
設
発
生
土
の
受
入
地
の
指
定
等
定
量
積
載
を

促
進
す
る
た
め
の
発
注
の
工
夫
、
骨
材
等
の
取
引
価

格
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
の
予
定
価
格
の
積
算
へ
の

速
や
か
な
反
映
で
あ
る
。

･
今
回
の
申
合
せ
の
特
徴
は
、
過
積
載
の
防
止
に
率

先
し
て
努
め
る
べ
き
国
、
地
方
公
共
団
体
が
発
注
す

る
公
共
工
事
に
お
い
て
も
過
積
載
車
両
が
見
受
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
現
場
の
チ
ェ
ッ
ク
と
成
績
評

定
へ
の
反
映
、
制
裁
と
し
て
の
指
名
停
止
措
置
等
を

導
入
し
、
公
共
工
事
の
請
負
業
者
に
対
す
る
監
督
を

強
化
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
公

共
工
事
の
積
算
単
価
が
低
い
と
い
う
批
判
に
対
応
し
、

発
注
者
と
し
て
も
、
建
設
発
生
土
の
受
入
地
を
指
定

し
て
運
搬
コ
ス
ト
を
適
正
に
積
算
す
る
、
定
量
積
載

が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
骨
材
価
格
が
上
昇
し
た

場
合
に
は
予
定
価
格
の
積
算
に
速
や
か
に
反
映
さ
せ

る
な
ど
、
過
積
載
防
止
の
た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

④

関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
協
力
体
制
の
整
備

･
継
続
事
項
は
、
関
係
行
政
機
関
の
連
絡
協
調
体
制

の
整
備
、
関
係
団
体
の
自
主
的
規
制
で
あ
る
。

･
追
加
事
項
は
、
都
道
府
県
に
お
け
る
過
積
載
防
止

対
策
連
絡
会
議
へ
の
道
路
管
理
者
等
の
参
加
で
あ
る
。

⑤

そ
の
他

･
新
規
事
項
と
し
て
、
過
積
載
防
止
対
策
連
絡
会
議

の
場
で
申
合
せ
事
項
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
申
合
せ
事
項
は
、
実

際
に
実
施
し
、
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

の
で
、
実
施
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
状
況
に
応
じ
て

逐
次
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

今
後
の
予
定

申
合
せ
事
項
に
つ
い
て
は
、
申
合
せ
参
加
省
庁
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
地
方
支
分
部
局
、
関
係
団
体
等
に
通
達
し
、
具
体

的
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

平
成
六
年
五
月
一
〇
日
の
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

よ
り
、
各
地
で
自
主
規
制
が
進
め
ら
れ
、
成
果
を
上
げ
つ

つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
定
量
積
載
の
機
運
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
、
定
着
さ
せ
る
た
め
に
も
、
関
係
者
の
方
々
に
は
今

回
の
申
合
せ
の
内
容
の
徹
底
の
た
め
の
一
層
の
御
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
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資
料
2道

路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る

附
帯
決
議

(抜
粋
)

平
成
五
年
四
月
一
日

衆
議
院
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

九

過
積
載
を
防
止
す
る
た
め
、
運
送
事
業
者
、
自
動
車
の
使
用
者

及
び
荷
主
等
に
対
す
る
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任

の
所
在
の
明
確
化
に
努
め
る
な
ど
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、

重
量
測
定
機
器
の
整
備
等
の
拡
充
、
自
重
計
の
早
期
開
発
と
そ
の

装
着
義
務
化
に
努
め
る
こ
と
。

十

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
発
注
す
る
工
事
及
び
輸
送
に
お
け
る

過
積
載
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
関
係
省
庁
に
よ
る
過
積
載
防
止
連
絡
会
議
の
充
実
等
連
携
の

強
化
を
図
る
こ
と
o

平
成
五
年
四
月
二
十
七
日

参
議
院
地
方
行
政
委
員
会

十

過
積
載
を
防
止
す
る
た
め
、
運
送
事
業
者
、
自
動
車
の
使
用
者



及
び
荷
主

･
荷
受
人
等
に
対
す
る
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
--、
"

づ
き
、
各
般
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
責
任
の
所
在
の
明
確
化
に
努
め
る
な
ど
適
切
な
措
置
を
講
ず

し
}

し
は
ぎ
ら
･
過
圭貝
"
)-

…

一丁
よ

･

る
ほ
か
、
重
量
測
定
機
器
等
の
整
備
の
拡
充
、
自
重
計
の
早
期
開

発
と
そ
の
装
着
義
務
化
に
努
め
る
こ
と
。

十
一
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
工
事
及
び
輸
送
に
お
け

る
過
積
載
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
、
定
量
積
載
を
踏
ま
え
た
実

例
価
格
等
で
発
注
す
る
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

関
係
省
庁
に
よ
る
各
都
道
府
県
に
お
け
る
過
積
載
防
止
対
策
連
絡

会
議
の
充
実
･
活
性
化
等
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

資
料
3過

積
載
に
よ
る
違
法
運
行
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

平
成
六
年
四
月
八
日

総
務
庁
長
官
官
房
交
通
安
全
対
策
室
長

警
察
庁
交
通
局
長

厚
生
省
生
活
衛
生
局
長

農
林
水
産
省
食
品
流
通
局
長

通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
長

運
輸
省
運
輸
政
策
局
長

運
輸
省
自
動
車
交
通
局
長

郵
政
省
電
気
通
信
局
長

労
働
省
労
働
基
準
局
長

建
設
省
建
設
経
済
局
長

建
設
省
道
路
局
長

大
型
貨
物
自
動
車
等
の
過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
の
防
止
に
つ
い

て
は
、
｢過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防
止
に
関
す
る
当
面
の
対
策

に
つ
い
て
｣
(昭
和
五
六
年
八
月
二
九
日
付
関
係
省
庁
申
合
せ
)
及

び

｢ダ
ン
プ
カ
ー
の
さ
し
枠
装
着
車
等
の
一
掃
に
関
す
る
対
策
に
つ

い
て
｣
(昭
和
六
一
年
三
月
一
九
日
付
関
係
省
庁
申
合
せ
)
等
に
基

し
か
し
な
が
ら
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
は
依
然
と
し
て
跡
を

絶
た
ず
、
と
り
わ
け
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
土
砂
等
の
運
搬
に
関
し
て

は
、
さ
し
枠
を
装
着
す
る
等
物
品
積
載
装
置
を
不
正
に
改
造
し
て
公

然
と
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
を
行
う
な
ど
悪
質
･
危
険
な
事
例
が

数
多
く
見
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
最
近
に

お
い
て
も
、
過
積
載
車
両
に
よ
る
重
大
事
故
が
少
な
か
ら
ず
発
生
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
に
は
、
過
積
載
の
取
締
規
定
の
整
備
及
び

罰
則
の
強
化
等
を
内
容
と
す
る
道
路
交
通
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平

成
六
年
五
月

一
〇
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防
止
は
、
自
動
車
の
運

転
者
及
び
使
用
者
、
更
に
は
荷
主
等
の
関
係
者
に
お
け
る
法
令
遵
守

に
つ
い
て
の
強
い
自
覚
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
実
践
に
よ
り
そ
の
達
成

を
図
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
が
、
最
近
に
お
け
る
事
態
の
重
大
性
、

緊
急
性
と
、
構
造
的
な
背
景
を
有
す
る
と
い
う
こ
の
種
の
違
反
の
特

異
性
と
に
か
ん
が
み
、
政
府
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
過
積
載
に
よ
る

違
法
連
行
を
防
止
し
、
交
通
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
関
係
省
庁

の
緊
密
な
連
絡
の
下
に
、
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
次

の
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一

関
係
事
業
者
に
対
す
る
指
導
、
監
督
の
徹
底

1

ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
土
砂
等
の
運
搬
に
お
い
て
、
特
に
悪
質
･

危
険
な
過
積
載
連
行
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、

次
の
措
置
を
講
ず
る
。

○

ダ
ン
プ
カ
ー
を
使
用
し
て
土
砂
等
を
運
搬
す
る
事
業
者

(以
下

｢ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
｣
と
い
う
。)
に
対
し
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
強
力
に
指
導
す
る
。

ア

過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ィ

さ
し
枠
の
装
着
等
過
積
載
を
目
的
と
す
る
ダ
ン
プ
カ
ー

の
物
品
積
載
装
置
の
不
正
改
造
を
し
な
い
こ
と
。

ウ

土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の

防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
(以
下
｢ダ
ン
プ
規
制
法
｣

と
い
う
。)
の
使
用
の
届
出
義
務
及
び
表
示
番
号
等
の
表

示
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
。

②

砕
石
業
者
、
砂
利
採
取
業
者
、
建
設
業
者
等
、
ダ
ン
プ
カ
ー

事
業
者
に
対
し
て
土
砂
等
の
引
き
渡
し
を
行
う
事
業
者
に
対

し
、
次
の
事
項
を
強
力
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
徹
底

状
況
に
つ
い
て
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
対
応
を
図
る
。

ァ

積
載
重
量
制
限
を
超
え
て
土
砂
等
を
積
み
込
ま
ず
、
ま

た
積
み
込
ま
せ
な
い
こ
と
。

ィ

さ
し
枠
装
着
車
、
ダ
ン
プ
規
制
法
の
表
示
番
号
等
の
不

表
示
車

(以
下

｢不
表
示
車
｣
と
い
う
。)
等
に
土
砂
等

を
積
み
込
ま
ず
、
ま
た
積
み
込
ま
せ
な
い
こ
と
。

ウ

取
引
関
係
の
あ
る
ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
が
過
積
載
を
行

い
、
又
は
さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
を
土
砂
等
運
搬

に
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
早
急
に
不
正
状
態
を
解
消
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
o

エ

取
引
に
当
た
っ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
の
利
益
を
不
当

に
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

オ

従
業
員
等
に
対
し
、
過
積
載
防
止
の
た
め
の
教
育
を
徹

底
す
る
こ
と
o

③

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
者
、
建
設
業
者
等
、
ダ
ン
プ
カ
ー

事
業
者
か
ら
土
砂
等
の
引
き
渡
し
を
受
け
る
事
業
者
に
対
し
、

次
の
事
項
を
強
力
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
徹
底
状
況

に
つ
い
て
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
対
応
を
図
る
。

ア

過
積
載
車
両
、
さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
か
ら
土

砂
等
の
引
き
渡
し
を
受
け
る
等
、
過
積
載
を
助
長
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

イ

取
引
関
係
の
あ
る
ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
が
過
積
載
を
行

い
、
又
は
さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
を
土
砂
等
運
搬

に
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
早
急
に
不
正
状
態
を
解
消
す
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る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
o

ウ

骨
材
の
購
入
等
に
当
た
っ
て
骨
材
納
入
業
者
の
利
益
を

不
当
に
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

エ

従
業
員
等
に
対
し
、
過
積
載
防
止
の
た
め
の
教
育
を
徹

底
す
る
こ
と
o

燭

過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
に
関
し
、
建
設
業
者
の
背
後
責

任
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
は
、
建
設
業
法
に
基
づ
き
指
導
、

監
督
処
分
を
行
う
。

③

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
対
し
、
産
業
廃
棄
物
運
搬

用
の
ダ
ン
プ
カ
ー
を
ダ
ン
プ
規
制
法
に
違
反
し
て
土
砂
等
の

運
搬
に
流
用
し
、
過
積
載
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
指
導

す
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
の
許
可
に
係

る
講
習
に
お
い
て
、
過
積
載
の
防
止
に
つ
い
て
の
教
育
を
充

実
す
る
。

さ
ら
に
、
土
砂
等
以
外
の
物
品
を
専
用
に
運
搬
す
る
ダ
ン

プ
カ
ー
に
つ
い
て
道
路
運
送
法
上
の
使
用
届
を
受
理
す
る
際

は
、
ダ
ン
プ
規
制
法
に
違
反
し
て
土
砂
等
を
積
ん
で
は
な
ら

な
い
旨
指
導
す
る
。

◎

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
の
実
施
等
に
よ
り
、
ボ

デ
ィ
ー
架
装
業
者
、
自
動
車
販
売
事
業
者
等
に
対
し
、
さ

し
枠
の
装
着
等
物
品
積
載
装
置
の
不
正
改
造
を
行
わ
ず
、

ま
た
不
正
改
造
し
た
車
両
等
の
販
売
を
行
わ
な
い
よ
う
強

力
に
指
導
す
る
o

2

そ
の
他
木
材
、
鋼
材
等
の
輸
送
及
び
冷
凍
車
又
は
保
冷
車
に

よ
る
輸
送
等
、
積
載
重
量
制
限
違
反
の
多
い
輸
送
に
関
し
て
も
、

荷
主
又
は
自
家
用
車
の
使
用
者
と
し
て
の
関
係
業
界
に
対
し
、

過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防
止
に
つ
い
て
強
力
に
指
導
す
る
。

3

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連

行
の
防
止
及
び
届
出
運
賃
の
遵
守
に
つ
い
て
強
力
に
指
導
す
る

と
と
も
に
、
違
反
事
業
者
に
対
し
て
は
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
に
基
づ
き
厳
正
な
処
分
を
行
う
。

第
二

過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
等

1

過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
に
対
す
る
取
締
り
に
つ
い
て
は
、

自
動
車
重
量
計
の
計
画
的
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
超
過
重

量
の
多
い
も
の
、
さ
し
枠
装
着
車
又
は
不
表
示
車
を
土
砂
等
運

搬
に
使
用
す
る
も
の
、
第
一
に
よ
る
指
導
に
従
わ
な
い
も
の
等

悪
質
･
危
険
な
も
の
に
重
点
を
置
き
、
効
果
的
な
取
締
り
を
強

力
に
推
進
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
新
設
さ

れ
た
、
過
積
載
車
両
に
係
る
指
示
及
び
使
用
制
限
命
令
並
び
に

過
積
載
車
両
の
運
転
の
要
求
等
の
再
発
防
止
命
令
を
厳
正
に
行

う
と
と
も
に
、
自
動
車
の
使
用
者
、
荷
主
、
荷
送
人
、
荷
受
人
、

物
品
積
載
装
置
の
不
正
改
造
に
関
与
し
た
者
等
の
背
後
責
任
に

つ
い
て
、
右
命
令
違
反
又
は
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
下
命
･

容
認
若
し
く
は
教
唆
･
幇
助
と
し
て
徹
底
し
て
追
及
す
る
。

ま
た
、
土
砂
等
以
外
の
物
品
を
専
用
に
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
カ
ー

を
用
い
た
土
砂
等
の
過
積
載
に
対
処
す
る
た
め
、
積
載
重
量
制

限
違
反
で
取
り
締
ま
る
ほ
か
、
ダ
ン
プ
規
制
法
違
反
で
の
取
締

り
も
強
化
す
る
o

さ
ら
に
、
効
果
的
な
過
積
載
の
取
締
り
の
た
め
、
電
波
法
に

違
反
す
る
無
線
局
に
対
す
る
取
締
り
も
強
化
す
る
。

2

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に
違
反
す
る
さ
し
枠
装
着
車
等

に
対
す
る
取
締
り
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
街
頭

検
査
に
お
い
て
こ
れ
ら
違
反
車
両
に
対
す
る
整
備
命
令
を
徹
底

す
る
。

3

車
両
制
限
令
の
重
量
制
限
違
反
車
両
に
対
し
、
指
導
取
締
用

施
設
及
び
体
制
の
整
備
を
進
め
、
警
察
等
関
係
機
関
と
密
接
な

連
携
を
取
り
つ
つ
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
取
締
り
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
悪
質
な
違
反
者
に
対
し
て
は
刑
事
告
発
を
含
め
厳

正
に
対
処
す
る
。

4

取
締
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
関
係
行
政
庁
に
提
供
す

る
こ
と
と
し
、
各
行
政
庁
は
こ
れ
に
基
づ
き
行
政
処
分
又
は
行

政
指
導
を
積
極
的
に
行
う
。

第
三

公
共
工
事
発
注
に
お
け
る
過
積
載
防
止
措
置
等

1

公
共
工
事
の
請
負
業
者
等
に
対
し
、
設
計
図
書
へ
の
記
載
、

現
場
説
明
等
を
通
じ
、
ま
た
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
せ
る
こ
と

等
を
通
じ
て
以
下
の
こ
と
を
指
導
す
る
。

の

積
載
重
量
制
限
を
超
え
て
土
砂
等
を
積
み
込
ま
ず
、
ま
た

積
み
込
ま
せ
な
い
こ
と
o

②

さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
に
土
砂
等
を
積
み
込
ま
ず
、

ま
た
積
み
込
ま
せ
な
い
こ
と
。

③

過
積
載
車
両
、
さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
か
ら
土
砂

等
の
引
き
渡
し
を
受
け
る
等
、
過
積
載
を
助
長
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

④

取
引
関
係
の
あ
る
ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
が
過
積
載
を
行
い
、

又
は
さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
を
土
砂
等
運
搬
に
使
用

し
て
い
る
場
合
は
、
早
急
に
不
正
状
態
を
解
消
す
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
o

⑬

建
設
発
生
土
の
処
理
及
び
骨
材
の
購
入
等
に
当
た
っ
て
、

下
請
事
業
者
及
び
骨
材
納
入
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

@

以
上
の
こ
と
に
つ
き
、
元
請
建
設
業
者
は
下
請
建
設
業
者

を
十
分
指
導
す
る
こ
と
o

2

過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
に
つ
い
て
背
後
責
任
が
あ
る
と
し

て
、
建
設
業
者
が
逮
捕
又
は
起
訴
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合

に
は
、
当
該
建
設
業
者
に
つ
い
て
指
名
停
止
措
置
を
講
ず
る
。

3

公
共
工
事
の
発
注
者
に
よ
る
工
事
現
場
の
総
点
検
を
随
時
実

施
し
、
過
積
載
車
両
、
さ
し
枠
装
着
車
、
不
表
示
車
等
を
発
見

し
た
と
き
は
、
請
負
業
者
に
改
善
措
置
を
命
ず
る
と
と
も
に
、

改
善
結
果
の
報
告
を
求
め
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

工
事
成
績
の
評
定
に
反
映
さ
せ
る
。

4

定
量
積
載
を
促
進
す
る
た
め
、
建
設
発
生
土
の
処
理
に
つ
い



て
は
受
入
地
を
指
定
す
る
等
の
条
件
明
示
及
び
適
正
積
算
を
積

極
的
に
行
う
。
ま
た
、
大
量
に
骨
材
を
使
用
す
る
工
事
に
お
い

て
、
可
能
な
場
合
に
は
、
骨
材
の
産
地
指
定
に
よ
る
条
件
明
示

を
行
う
。

5

上
記
諸
対
策
に
よ
り
、
公
共
工
事
の
現
場
に
お
い
て
定
量
積

載
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
、
骨
材
等
の
取
引
価

格
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
以
後
発
注
す
る
工
事
の
予
定

価
格
の
積
算
に
速
や
か
に
反
映
さ
せ
る
。

6

ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
の
設
立
、
加
入
等
の
状
況
に
応
じ
て
、
ダ

ン
プ
カ
ー
協
会
に
加
入
し
て
い
る
ダ
ン
プ
カ
ー
事
業
者
に
つ
い

て
優
先
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
元
請
事
業
者
に
対
し
て

趣
旨
を
徹
底
す
る
。

第
五

そ
の
他

本
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
で
構
成
す
る
過
積
載
防
止
対
策

連
絡
会
議
等
に
お
い
て
、
関
係
省
庁
が
定
期
的
に
そ
の
実
施
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
逐
次
見
直
し
を
行
う
。

第
四

関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
協
力
体
制
の
整
備

1

地
方
公
共
団
体
、
都
道
府
県
警
察
、
陸
運
支
局
、
道
路
管
理

者
等
の
関
係
機
関
は
、
本
対
策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

相
互
の
連
絡
協
調
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
協
力
し
て
関

係
者
に
対
す
る
指
導
、
取
締
り
等
を
実
施
す
る
。

特
に
、
都
道
府
県
に
お
け
る
過
積
載
防
止
対
策
連
絡
会
議
に
、

都
道
府
県
交
通
安
全
対
策
主
管
部
局
、
都
道
府
県
警
察
、
陸
運

支
局
に
加
え
、
道
路
管
理
者
も
参
加
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に

必
要
に
応
じ
他
の
関
係
行
政
機
関
、
関
係
団
体
の
参
加
も
得
る

等
、
過
積
載
防
止
の
た
め
の
組
織
体
制
を
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
整
備
す
る
。

2

ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
団
体
、
砕
石

業
者
団
体
、
砂
利
採
取
業
者
団
体
、
建
設
業
者
団
体
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
造
業
者
団
体
等
関
係
団
体
に
対
し
、
各
団
体
の
都

道
府
県
支
部
が
、
広
報
活
動
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防
止
に
つ
い
て

の
地
域
に
お
け
る
自
主
的
規
制
を
推
進
す
る
よ
う
指
導
す
る
。



簗過積載対策

過
積
載
運
転
の
環
状
と
対
策
に
つ
い
て

警
察
庁
交
通
局
交
通
指
導
課
課
長
補
佐

清
水

敏
夫

は
じ
め
に

過
積
載
問
題
は
最
近
に
な
っ
て
世
の
注
目
を
集
め
て
い

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
四
〇
年
代
に
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
従
来
に
も
増
し

て
過
積
載
車
両
の
跳
梁
蕨
層
が
み
ら
れ
、
様
々
な
問
題
を

投
げ
か
け
て
い
る
。

平
成
五
年
五
月
、
警
視
庁
管
内
の
首
都
高
速
道
路
五
号

線
で
発
生
し
た
過
積
載
に
よ
る
ロ
ー
ル
紙
転
落
事
故
は
、

死
者
四
名
、
重
軽
傷
者
四
名
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
が
、

｢
ロ
ー
ル
紙
が
ゴ
ム
マ
リ
の
よ
う
に
弾
み
な
が
ら
ぶ
つ
か
っ

て
き
た
｣
と
か
ろ
う
じ
て
命
を
取
り
留
め
た
事
故
関
係
者

は
語
っ
て
い
る
。
こ
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、

一
個
五
九

五
鱈
の
ロ
ー
ル
紙
が
四
六
個
積
載

(超
過
率
約
一
一
割
)

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

(写
真
参
照
)
。

こ
う
し
た
過
積
載
連
行
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
、

過
積
載
対
策
の
強
化
を
柱
の
一
つ
と
し
た
改
正
道
路
交
通

法
が
、
平
成
六
年
五
月
一
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
な
ぜ
今
ま
た
過
積
載
対
策

が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
、
交
通
警
察
の
立
場
か
ら
述
べ

て
み
た
い
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で

あ
る
。

第
一

過
積
載
運
転
の
現
状

1

過
積
載
車
両
の
走
行
実
態

過
積
載
車
両
の
走
行
実
態
を
全
国
一
斉
に
調
査
し
た
も

の
が
見
当
ら
な
い
の
で
、
部
分
的
な
調
査
結
果
か
ら
そ
の

実
態
を
窺
う
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
過
積
載
の
重
量
超
過
割
合
調
査
結
果

全
国
警
察
が
平
成
三
年
一
一
月
か
ら
平
成
四
年
四
月



ま
で
の
六
か
月
間
に
取
り
締
ま
っ
た
過
積
載
違
反
三
四
、

九
五
一
件
に
つ
い
て
そ
の
超
過
割
合
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
五
割
未
満
が
一
○
、
五
三
〇
件
、
三
0
･
一
%
、

五
割
以
上
一
〇
割
未
満
が
一
四
、
0
三
四
件
、
四
0
･

一
%
、
一
〇
割
以
上
が
一
○
、
三
八
七
件
、
二
九
･
八

%
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
最
大
積
載
量
の
三
倍
積
み
で

あ
る
二
○
割
以
上
は
二
、
三
二
二
件
、
六
･
八
%
で
あ

り
、
四
倍
積
み
の
三
〇
割
以
上
も
八
二
〇
件
、
二
･
五

%
あ
っ
た

(表
1
参
照
)。

ま
た
、
年
間
の
取
締
り
結
果
を
み
て
も
、
後
述
す
る

よ
う
に
一
〇
割
以
上
超
過
の
件
数
及
び
そ
の
取
締
り
件

数
に
占
め
る
割
合
と
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

○
運
転
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
i
ト
調
査
結
果

中
部
管
区
警
察
局
は
、
平
成
五
年
三

月
に
一
か
月

間
過
積
載
一
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
力
に
展
開
し
た
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
富
山
県
警
察
が
貨
物
自
動
車
の
運

転
者
等
一
〇
〇
人
に
対
し
、
過
積
載
違
反
の
理
由
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
を
み
る
と
、
過
積
載
の
危
険
を
認
識
し
、

又
は
、
そ
れ
に
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
る
と
回
答
し
た
者

が
そ
れ
ぞ
れ
六
五
%
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た

び
た
び
過
積
載
を
し
て
い
る
と
回
答
し
た
者
が
六
一
%

も
い
た
。
ま
た
、
違
反
し
た
理
由
で
荷
主
等
か
ら
の
要

請
等
を
挙
げ
た
者
が
五
一
%
も
い
た
。

以
上
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
過
積
載
運
転
が
恒
常
的

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
過
積
載
の
程
度
が
年
々
悪
化
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
積
載
に
関
す
る
遵
法
意
識
が

極
め
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
浮
び
上
が
っ
て

く
る
の
で
あ
る
o

2

過
積
載
運
転
に
よ
る
重
大
交
通
事
故
発
生
状
況

過
積
載
運
転
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
発
生
時
の
被
害

が
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
り
や
す
い
た
め
、
従
来
か
ら

次
の
よ
う
な
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

･
過
積
載
走
行
は
、
一
般
に
重
心
が
高
く
な
る
た
め
に
遠

心
力
の
影
響
に
よ
り
車
体
が
傾
き
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

や
す
く
な
り
、
通
常
の
走
行
で
あ
れ
ば
何
の
問
題
も
な

い
カ
ー
ブ
で
も
、
曲
が
り
き
れ
ず
に
衝
突
し
た
り
、
ス

ピ
ン
や
横
転
を
し
て
し
ま
う
こ
と
o

･
過
積
載
走
行
は
、
ブ
レ
ー
キ
温
度
の
上
昇
が
な
い
場
合

で
も
定
量
積
載
走
行
の
ほ
ぼ
二
倍
に
制
動
距
離
が
伸
び

る
が
、
ブ
レ
ー
キ
温
度
の
上
昇
を
伴
う
場
合
に
は
、
制

動
距
離
の
伸
び
は
非
常
に
大
き
く
な
り
、
時
に
は
ブ
レ
ー

キ
が
効
か
な
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
こ
と
。
:
:
:
‐

フ
ェ
ー
ド
現
象
、
ベ
ー
バ
ロ
ッ
ク
現
象

(平
成
四
年
三

月

｢大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
連
行
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
｣
(財
団
法
人
交
通
管
理
技
術
協
会
))

(注
)
｢
フ
ェ
ー
ド
現
象
｣

一
般
に
摩
擦
材
は
、
温
度
の
上
昇
に
よ
り
摩
擦
係
数

が
低
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
過
積
載
の
状
態
で
長
坂

路
等
の
降
坂
で
の
制
動
の
繰
り
返
し
や
高
速
か
ら
の
制

動
等
に
よ
っ
て
は
摩
擦
材
の
温
度
が
上
昇
す
る
と
ブ
レ
ー

キ
の
効
き
が
悪
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
｢フ
ェ
ー

ド
現
象
｣
と
言
い
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
ブ
レ
ー
キ
が
全

く
効
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
数
年
過
積
載
が
原
因
と
な
っ
た
重
大
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
例
は
表
2
の
と
お
り
で
あ

ス
↓o

ノイ 道行セ 94.5

表 1 過積載の重量超過割合調査結果
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3

過
積
載
車
両
の
取
締
り
状
況
,

0

過
積
載
取
締
り
の
推
移

昭
和
四
九
年
か
ら
二
〇
年
間
の
過
積
載
取
締
り
に
つ
い

て
は
、
表
3
に
示
す
と
お
り
、
道
路
交
通
法
違
反
取
締
り

件
数
の
ピ
ー
ク
が
五
九
年
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

過
積
載
取
締
り
の
ピ
ー
ク
は
五
二
年
前
後
と
六
〇
年
前
後

の
二
回
あ
る
。
五
四
年
に
取
締
り
件
数
が
激
減
し
た
の
は
、

の 過 牛 て 3 表 2 過積載による重大交通事故発生概要
二 数 は 昭 (1)

五
三
年
の
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
過
積
載
運
転
の
下
命
･

容
認
行
為
に
係
る
自
動
車
の
使
用
制
限
命
令
規
定
が
創
設

さ
れ
た
た
め
過
積
載
運
転
そ
の
も
の
が
減
少
し
た
た
め
で

あ
る
。
道
路
交
通
法
違
反
取
締
り
件
数
の
割
合
ぃ
は
一
%

前
後
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

平
成
五
年
に
は
、
過
積
載
に
係
る
法
改
正
の
国
会
審
議

等
の
動
き
と
相
ま
っ
て
過
積
載
運
転
を

｢新
交
通
三
悪
｣

斡 府 県 事件名 発生日時 事故概要 備考

1 静 岡

大型トレーラーの
いわゆる ｢フエー
ド現象｣による多
数死傷交通事故

昭和63年
8月 1日 (月)

午後 3時05分

大型トレーラー (最大積載量31 5杉)に鋼
材45,5杉を積載して長い下り坂を走行中、
フットブレーキを多用したため、いわゆる
｢フェード現象｣が発生して制動不能とな

り、前方に信号停止中の普通乗用車への追
突を避けるため自ら横転したが、積荷の鋼
材が普通乗用車上に落下直撃した。

･死者 3名
･重傷 2名

2 静 岡

大型トレーラのい
わゆる ｢フェード
現象｣による多数
死傷交通事故

平成3年
6月15日 (土)

午前 6時20分

大型トレーラー (最大積載量24ル)に鋼材
40,6ルを積載して長い下り坂を走行中、フ
ットブレーキを多用したためいわゆる ｢フ
ェード現象｣が発生し制動不能となり、前
方を走行中の普通乗用車に追突、さらに暴
走し約1,9團離れた第2現場及び第3現場
で信号待ちしていた普通乗用自動車等5台
に次々 に衝突し、被害車両を炎上させた。

･死者 8名
･重傷 1名
･軽傷 l名

3 京 都
福知山線岡踏切に
おける負傷者多数
を伴う踏切事故

平成3年
6月25日 (火)

午前 8時16分

大型トラック (最大積載量8.75杉)に19.6
杉の建設機械 (ユンポ)を積載して走行中、
J R西日本福知山線岡踏切を通過する際、
踏切内に立ち往生となり、進行して来た3
両編成の普通列車と衝突した。

･軽傷 308名
･列車40本運休
･約4,500人が
影響

4 長 野
大型トレーラの暴
走による多数死傷
交通事故

平成4年
3月17日 (火)

午後10時40分

大型トレーラー (最大積載量36ル)に鋼板
コイル48杉を積載して長い下り坂を走行中、
ブレーキ故障に気付きながら運転を継続し
たため暴走し、走行中の対向 ･順行車両10
台に衝突してガソリンスタンドに突入
した。

･死者 3名
･重傷 1名
･軽傷 3名

5 千 葉
成田線大菅踏切に
おける死傷者多数
を伴う踏切事故

平成4年
9月14日 (月)

午後 4時06分

大型ダンプカー (最大積載量8.75杉)に山
砂37杉を積載して時速約40ky hで下り坂を
走行中、 J R成田線大菅踏切付近で過積載
のため車両に勢いがつき制動不能となり、
当該踏切で警報機鳴動により停止していた
2台の自動車に追突しそうになったため、
右側車線に回避し、そのまま列車よりも先
に当該踏切を通過しようとして加速しなが
ら踏切内に進入したが、進行してきた4両
編成の普通列車と衝突した。

･死者 l名
･重傷 1名
･軽傷 64名
･列車32本運休
･約5,300人が
影響

6 東 京

首都高5号線護国
寺ランプ付近にお
ける、車両8台の
関係する多重死亡
事故

平成5年
5月9日 (日)
午後 7時40分

ころ

大型トレーラー(最大積載量12.7杉)に1個
595初のロール紙を46個積載(計約27.4杉･
超過率約11割)して時速約90やで首都高速
道路を走行中、ハンドル操作を誤り中央分
離帯に接触、荷台に積載していたロール紙
を全て路上に落下させ、折から上り車線を
進行中の車両7台に衝突させ、運転者は車
両を現場に放置して逃走したもの。

･死者 4名
･重軽傷 4名

の

超
過
割
合
別
取
締
り
件
数
の
推
移

過
積
載
の
超
過
割
合
別
に
み
る
と
、
表
4
の
と
お
り
、

こ
の
一
〇
年
間
で
み
る
と
、
超
過
割
合
一
〇
割
以
上
の
検

挙
が
件
数
、
比
率
と
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
過
積
載
違
反

実
態
の
悪
質
化
が
伺
わ
れ
る
。

③

自
家
用
車
･
営
業
車
等
の
比
較

過
積
載
の
違
反
車
両
の
自
家
用
･
営
業
用
の
比
較
に
つ

い
て
は
、
表
5
の
と
お
り
、
平
成
五
年
で
は
自
家
用
が
五

八
･
六
%
、
営
業
用
が
四
一
･
0
%
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
傾
向
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。

大
型
車
と
普
通
車
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
大
型
車
が
四

四
.
二
%
、
普
通
車
が
五
五
･
四
%
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
傾
向
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。

嚼

車
種
別
･
用
途
別
の
比
較

平
成
五
年
に
取
り
締
ま
っ
た
過
積
載
車
両
の
車
種
別
･

用
途
別
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
表
6
の
と
お
り
、
ダ
ン
プ

カ
ー
が
二
七
･
四
%
、
木
材
運
搬
車
が
九
･
六
%
、
冷
凍
･

保
冷
車
が
八
･
二
%
、
鋼
材
運
搬
車
が
八
･
○
%
の
順
に

の
一
違
反
形
態
と
し
て
捉
え
、
取
締
り
を
強
化
し
た
結
果
、

前
年
を
一
七
･
八
%
上
回
る
九
一
、
六
一
三
件
を
検
挙
し

7

な 保 力 用 の 四 の 八 い 実 挙 こ た 前 の
っ 冷 1 途 平 “) 傾 ･ 大 傾 ･ て 過 倦) 態 が の 過 の o 年 一

　　て 車 が 別 成 ふ 向 二 型 向 六 は 積 - の 件 一 積 ･ぃ が 二 の 五 里 に % 車 は % 、 載 旦 悪 数 ○ 載 超
櫨 っ 、 と 、 の 家 癌 ミ T … 過 裟る 八 七



表 3 過積載違反取締り件数の推移

区

別年

道交法違反
取締り件数

過 積 載

計

構成率 対前年比構成率 対前年比

昭49 8,833,472 120,306 14＼昭50 10江58,709 1152 72 l･1 ‐4.2

昭51 11,836,250 l26-853 1･1 10･0

昭52 12,470,100 130,394 1･0 2.8

昭53 12-119-233 118,805 1･0 -& 9

昭54 10,910,767 68,040 0.6 ‐42.7

昭55 11,642,059 90,621 0.8 33,2

昭56 11,687-758 90,356 0.8 -03

昭57 12,307,752 97,228 0.8 7.6

昭58 13,154,814 96,863 0･7 ‐04

昭59 13,73抗091 103,233 0.8 6.6

昭60 13,684-1l2 106,756 0.8 3.4

昭61 13,188,225 101,576 0.8 ‐4.9

昭62 12,725,577 99,512 0.8 ‐2.O

昭63 10,954-897 97,199 0.9 ‐2.3

平元 8,474,055 89,368 1･1 -8.1

平2 9,040,369 83-192 0.9 ‐6.9

平3 9,264,940 77,453 0.8 ‐6.9

平4 8,846,233 77,793 09 0.4

平5 8-600,922 91-613 1･1 17.8

表 4 超過割合比較

□ 10割以上

鬮 5割以上10割未満

圏 5割未満

　

100

　　　　　　　　　　　　　　　　
　
8
　

70

60

比率 50-

40

30

20

10

昭59 昭60 昭61 昭62 昭63 平元 平 2 平 3 平 4 平 5 年

表 5 自家用 ･営業用車比較

区分

年別

大 型 普 通 計

自家用 営業用 計 自家用 営業用 計 自家用 営業用 その他 合計

I構成率

24,653 22,567 47,220 35,339 l9,918 55,257 59,992 42,485 756 103,233

23.9 21,9 45.7 34.2 19.3 53.5 58.l 4上2 0･7 100
60

-モ繊率

24,385 23,774 48,159 35,872 21-982 57,854 60-257 45,756 743 l06,756

22.8 22.3 454 33.6 20.6 54.2 564 42.9 0･7 100

I構成事

20,675 23,468 44,133 34,644 22,055 56,699 55,319 45,513 744 101-576

20.4 231 434 34江 21.7 55.8 54.5 44 8 0･7 100

l繖率
19-552 23,526 43,078 32,824 22,916 55,740 52,376 46,442 694 99,512

l9.6 23.6 43.3 33.O 23.O 56.O 52.6 46.7 0･7 100
63

I構成撃

19,172 22,034 41,206 32,465 22,981 55,446 51,637 45,015 547 97,199

19.7 22,7 42.4 33.4 23.6 57.O 53.l 463 0.6 loo

-讃皸率

19-084 20,173 39,257 30,448 19,222 49,670 49,532 39-395 441 89,368

21.4 22.6 43.9 34.1 21.5 55.6 55.4 44江 0,5 100

I構成率

17,586 19,957 37-543 27,487 17-821 45,308 45-073 37,778 341 83,192

21.1 24.0 45.1 33.O 21.4 54.5 54.2 45.4 04 100
3

l緘率
17,156 17,1l5 34,271 26,058 16,801 42,859 43,2l4 33-916 323 77,453

222 22.l 44.2 33.6 21.7 55.3 55.8 43.8 0,4 100

l繖率
18,527 15-444 33,971 27,396 16,125 43,521 45,923 31,569 301 77,793

23.8 19,9 43.7 35.2 20.7 55.9 59.O 40.6 0.4 loo

-構成率

21,989 18,488 40-477 31,659 19,053 50,712 53,648 37,541 424 9l-613

24.O 202 44.2 34.6 20.8 55.4 58.6 41.O 0,5 100

76 達宝斧千セ 94 5



4

事
件
捜
査
か
ら
み
た
過
積
載
の
現
状

交
通
警
察
で
は
、
過
積
載
車
両
の
取
締
り
の
ほ
か
、
過

積
載
車
両
の
人
身
事
故
あ
る
い
は
横
転
等
の
物
損
事
故
等

を
契
機
に
自
動
車
の
使
用
者
、
荷
主
等
に
よ
る
過
積
載
運

転
の
下
命
･
容
認
等
背
後
責
任
の
追
及
を
厳
し
く
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
捜
査
を
通
じ
て
の
過
積
載

の
現
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
事
件
事
例
は
平
成
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の

主
な
も
の
で
あ
る
。

の

荷
主
と
運
送
会
社
の
共
謀
に
よ
る
過
積
載
下
命
事
件

(広
島
県
)

ポ
ー
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
が
鋼
材
を
積
載
し
横
転
し
た
交
通

事
故
を
端
緒
に
し
て
掘
り
下
げ
捜
査
を
実
施
し
、
荷
主
三

業
者
と
運
送
会
社
の
共
謀
に
よ
る
一
〇
〇
件
に
及
ぶ
過
積

載
下
命
事
件
と
六
件
の
道
路
法
違
反

(特
殊
認
可
車
両
無

許
可
通
行
)
事
件
を
検
挙
し
た
。

現
行
道
路
交
通
法
に
は
、
荷
主
等
に
対
す
る
罰
則
規
定

が
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
で
初
め
て
刑
法
の
共
謀
共
同
正

犯
を
適
用
し
て
荷
主
の
責
任
を
追
及
し
た
事
件
で
あ
る
。

②

最
大
大
手
運
送
会
社
に
係
る
過
積
載
下
命
･
容
認
事

件

會
田山
県
)

過
積
載
の
大
型
貨
物
自
動
車
に
よ
る
人
身
交
通
事
故
を

端
緒
に
し
て
の
過
積
載
下
命
･
容
認
事
件
の
捜
査
の
過
程

で
、
当
該
運
送
会
社
に
運
送
を
依
頼
し
た
荷
主
会
社
、
荷

受
会
社
を
捜
索
し
た
と
こ
ろ
、
荷
受
会
社
の
押
収
資
料
か

ら
最
大
大
手
運
輸
会
社
○
支
店
に
係
る
組
織
的
な
過
積
載

下
命
･
容
認
事
件
が
判
明
し
、
五
法
人
、
四
六
人
を
検
挙

し
た
。

③

現
職
市
議
に
係
る
過
積
載
下
命
･
幇
助
事
件
(栃
木
県
)

骨
材
の
販
売
会
社
を
営
む
現
職
市
議
が
、
営
業
実
績
向

上
の
た
め
、
ダ
ン
プ
カ
ー
持
ち
込
み
に
よ
る
代
車
運
転
車

に
対
し
、
ダ
ン
プ
カ
ー
荷
台
に
さ
し
枠

(
一
･
三
m
)
を

取
り
付
け
さ
せ
、
更
に
歩
合
給
制
を
設
け
て
過
積
載
を
煽

り
、
一
台
当
た
り
の
運
送
量
を
定
量
の
三
-
四
倍
と
す
る

極
め
て
悪
質
な
過
積
載
を
命
じ
、
他
県
の
生
コ
ン
業
者
に

納
入
さ
せ
て
暴
利
を
貪
っ
て
い
た
事
案
で
、
同
市
議
等
一

七
人
を
検
挙
し
た
。

@

大
手
運
輸
会
社
の
特
殊
認
可
車
両

(大
型
ク
レ
ー
ン

車
等
)
に
係
る
道
路
法
等
違
反
事
件

(兵
庫
県
)

車
両
総
重
量
約
一
〇
〇
ト
ン
の
大
型
ク
レ
ー
ン
車
に
よ

る
死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
の
捜
査
の
過
程
に
お
い
て
、
0
市

内
に
お
い
て
、
特
殊
認
可
車
両
の
無
許
可
運
行
や
許
可
条

件
不
遵
守
の
道
路
法
違
反
行
為
が
業
界
ぐ
る
み
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
ご
で
、
特
殊
認
可
車
両
の
無
許
可
連
行
や
許
可
条
件

違
反
等
に
よ
り
、
道
路
法
違
反
三
八
法
人
、
一
四
三
人
、

道
路
交
通
法
違
反
三
一法
人
、
七
一
人
を
検
挙
し
、
更
に

特
殊
認
可
車
両
の
登
録
に
関
し
車
庫
と
ば
し
を
行
っ
て
い

た
大
手
デ
ィ
ー
ラ
ー
四
法
人
、
一
〇
人
を
検
挙
し
た
。

痺
車

一

一

車

し

ミ

ノ

カ

ナ

也

車

車

濯

プ

チ

　
　

　

　

　

録
熟

ン

さ

C

　　
　　　
　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

圏

圓

園

□

圃

匡

圀

團

表 6 車種別 ･用途別比較

4 ,70 %

1.04%



第
三

過
積
載
対
策
の
推
進

1

こ
れ
ま
で
の
過
積
載
対
策
の
経
緯

交
通
警
察
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
な
過
積
載

対
策
を
講
じ
て
き
た
。

○
今
日
の
過
積
載
問
題
は
、
昭
和
四
〇
年
代
当
初
に
頻
発

し
た
ダ
ン
プ
カ
ー
等
の
大
型
貨
物
自
動
車
に
よ
る
重
大

交
通
事
故
問
題
に
遡
る
と
言
え
る
。
こ
の
状
況
に
対
処

す
る
た
め
、
政
府
の
交
通
対
策
本
部
が
、
昭
和
四
一
年

三

月
に

｢大
型
貨
物
自
動
車
に
よ
る
事
故
防
止
等
に

関
す
る
特
別
措
置
に
つ
い
て
｣
を
決
定
し
た
の
で
、
交

通
警
察
と
し
て
は
、
過
積
載
運
転
等
危
険
な
交
通
違
反

の
重
点
的
な
交
通
取
締
り
等
の
対
策
を
実
施
し
た
。

○
昭
和
五
三
年
五
月
に
は
、
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
動
車
の
使
用
者
等
が
過
積
載
運
転
等
の
違
反
行
為
を

下
命
又
は
容
認
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
運
転
者
が
違
反
行

為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公
安
委
員
会
は
違
反
行
為

の
種
別
等
に
応
じ
て
三
月
以
内
の
範
囲
内
で
期
間
を
定

め
て
そ
の
違
反
に
係
る
自
動
車
の
使
用
の
制
限
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
(施

行
は
同
年
一
二
月
)

こ
れ
に
よ
り
関
係
各
業
界
に
お
い
て
水
平
積
み
の
励

行
等
過
積
載
の
自
主
規
制
が
行
わ
れ
た
結
果
、
昭
和
五

四
年
の
過
積
載
取
締
り
の
件
数
は
そ
れ
ま
で
の
間
の
最

低
と
な
っ
た
。

○
昭
和
五
四
年
一
月
に
は
、
過
積
載
防
止
対
策
関
係
省
庁

連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
関
係
構
成
省
庁
は
、
総
理

府

(総
務
庁
)、
警
察
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
通
商

産
業
省
、
農
林
水
産
省
の
六
省
庁
で
あ
る
。
(現
在
は

厚
生
省
、
労
働
省
、
郵
政
省
を
加
え
九
省
庁
)

○
昭
和
五
六
年
八
月
の

｢過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防

止
に
関
す
る
当
面
の
対
策
に
つ
い
て
｣
の
関
係
省
庁
申

合
せ
に
よ
り
、
過
積
載
に
よ
る
違
法
連
行
の
防
止
に
関

す
る
指
導
の
徹
底
、
さ
し
枠
装
着
等
物
品
積
載
装
置
の

不
正
改
造
の
防
止
に
関
す
る
指
導
の
徹
底
、
過
積
載
に

よ
る
違
法
運
行
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
を
図
っ
た
。

○
昭
和
五
九
年
二
月
に
は
、
昭
和
五
八
年
四
月
の
参
議
院

運
輸
委
員
会
で

｢貨
物
自
動
車
に
係
る
道
路
運
送
秩
序

の
確
立
に
関
す
る
決
議
｣
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

過
積
載
防
止
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
各
都

道
府
県
単
位
で

｢過
積
載
防
止
対
策
連
絡
会
議
｣
を
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
各
都
道
府
県
警
察
も
そ

の
構
成
員
と
な
っ
た
。

○
昭
和
六
一
年
三
月
の

｢ダ
ン
プ
カ
ー
の
さ
し
枠
装
着
車

等
の
一
掃
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て
｣
の
関
係
省
庁
申

合
せ
に
よ
り
、
関
係
事
業
者
等
に
対
す
る
指
導
の
徹
底
、

さ
し
枠
装
着
車
等
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
を
図
っ
た
。

○
本
年
四
月
八
日
に
は
、
過
積
載
対
策
に
係
る
改
正
道
路

交
通
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て

｢過
積
載
に
よ
る
違
法
連

行
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
｣
の
関
係
省
庁
申
合
せ
が
行

な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

過
積
載
対
策
と
し
て
の
道
路
交
通
法
の
改
正

前
記
過
積
載
の
現
状
で
述
べ
た
と
お
り
、
過
積
載
車
両

の
連
行
実
態
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
の
推
進
に
も
か
か
わ

ら
ず
悪
化
の
情
勢
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
過
積
載
車
両

に
よ
る
大
規
模
な
交
通
事
故
も
こ
こ
数
年
多
発
し
、
事
故

の
発
生
に
よ
る
被
害
も
甚
大
化
の
様
相
を
呈
し
て
き
て
い

る
･0そ

の
た
め
、
今
こ
こ
で
警
察
と
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
取

り
得
る
過
積
載
防
止
対
策
を
行
う
こ
と
が
緊
急
に
必
要
と

な
り
、
道
路
交
通
法
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
過
積
載
運
転
を
助
長
し
て
い
る
自

動
車
の
使
用
者
や
荷
主
等
に
対
す
る
規
制
を
強
化
し
て
い

る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

法
改
正
に
よ
る
過
積
載
対
策
の
仕
組
み
は
図
1
の
と
お

り
で
あ
る
。

の

使
用
者
に
対
す
る
も
の

○
過
積
載
が
行
わ
れ
た
場
合
、
公
安
委
員
会
は
自
動
車
の

運
行
管
理
の
改
善
を
図
ら
せ
る
た
め
、
自
動
車
の
使
用

者
に
対
し
て
過
積
載
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を

と
る
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(改
正
法
第
五
八
条
の
四
関
係
)

○
公
安
委
員
会
の
指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
自

動
車
の
連
行
管
理
の
改
善
を
し
な
い
た
め
、
そ
の
後
に

お
い
て
も
過
積
載
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
公
安
委
員

会
は
自
動
車
の
使
用
制
限
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
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図 l 法改正による過積載対策の仕組み

こ
と
と
な
っ
た
。
(改
正
法
第
七
五
条
の
二
第
二
項
関
係
)

○
過
積
載
運
転
の
下
命
･
容
認
行
為
に
係
る
罰
則
を
強
化

し
た
。

②

使
用
者
以
外
の
者

(荷
主
等
)
に
対
す
る
も
の

○
荷
主
等
に
よ
る
過
積
載
要
求
等
行
為

(要
求
、
過
積
載

に
な
る
と
の
情
を
知
っ
て
の
売
渡
し
･
引
渡
し
)
が
禁

止
行
為
と
さ
れ
た
。
(改
正
法
第
五
八
場
条
の
五
第
一

項
関
係
)

○
警
察
署
長
が
要
求
等
行
為
を
行
っ
た
者
が
反
復
し
て
当

該
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
行
為
を
し
た
者
に
対
し
、
再
発
防
止
命
令
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
こ
の
命
令
に
違
反
し
た
場

合
に
は
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
。
(同
法
第
二
項
関
係
)

③

運
転
者
に
対
す
る
も
の

○
過
積
載
運
転
に
係
る
罰
則
を
強
化
し
、
大
型
車
に
よ
る

一
〇
割
以
上
超
過
の
違
反
行
為
を
非
反
則
行
為
と
し
、

ま
た
、
反
則
金
額
を
引
き
上
げ
た
。

○
違
反
行
為
に
付
す
る
行
政
処
分
の
基
礎
点
数
を
大
型
車

に
よ
る
一
〇
割
以
上
超
過
違
反
を
六
点
と
す
る
な
ど
見

直
し
た
。

燭

警
察
官
の
権
限
及
び
措
置

○
こ
れ
ま
で
過
積
載
取
締
り
に
従
事
す
る
警
察
官
が
違
反

車
両
の
運
転
者
の
任
意
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
た
車

両
の
停
止
、
自
動
車
検
査
証
等
の
提
示
要
求
、
重
量
測

定
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
行
う
権
限
を
明
確
に
規
定
し
た
。

(改
正
法
第
五
八
条
の
二
関
係
)
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○
こ
れ
ま
で
取
締
り
に
よ
っ
て
過
積
載
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
に
お
け
る
超
過
積
載
分
の
積
載
物
に
関
す

る
措
置
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
か
っ
た
が
、
過
積
載
の

状
態
を
早
期
に
解
消
さ
せ
る
た
め
、
警
察
官
が
過
積
載

車
両
の
超
過
分
の
積
載
物
を
違
反
現
場
等
で
取
り
下
ろ

す
な
ど
必
要
な
応
急
の
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。
(改
正
法
第
五
八
条
の
三
第
一
項
関
係
)

○
前
記
の
応
急
の
措
置
に
よ
っ
て
は
過
積
載
の
状
態
が
解

消
で
き
な
い
場
合
、
警
察
官
が
運
転
者
に
対
し
安
全
を

図
る
た
め
必
要
な
指
示
を
行
い
、
通
行
の
区
間
と
経
路

を
指
定
し
、
超
過
分
の
積
載
物
を
応
急
的
に
取
り
下
ろ

す
こ
と
が
で
き
る
場
所
ま
で
必
要
最
小
限
の
距
離
を
運

転
さ
せ
、
そ
の
後
積
載
物
を
取
り
下
ろ
し
さ
せ
過
積
載

の
状
態
を
解
消
さ
せ
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
(改
正
法
第
五
八
条
の

三
第
二
項
関
係
)

3

過
積
載
違
反
の
取
締
り
の
強
化

こ
れ
ま
で
過
積
載
取
締
り
は
、
取
締
り
に
従
事
す
る
警

察
官
に
過
積
載
容
疑
車
両
を
停
止
さ
せ
、
重
量
を
測
定
す

る
な
ど
の
明
確
な
権
限
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
、
特
に
測

定
に
応
じ
な
い
者
へ
の
対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
重

量
測
定
機
の
使
用
方
法
や
取
締
り
場
所
の
確
保
に
困
難
な

場
所
が
あ
っ
た
こ
と
、
違
反
運
転
者
同
士
の
違
法
無
線
の

連
絡
に
よ
り
非
常
に
取
締
り
効
率
が
悪
か
っ
た
こ
と
等
の

様
々
な
障
害
も
あ
り
、
必
ず
し
も
充
分
な
成
果
が
上
が
り

き
れ
て
い
な
い
面
も
あ
っ
た
。

改
正
道
路
交
通
法
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
全
て
解
決
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
過

積
載
取
締
り
に
お
け
る
警
察
官
の
権
限
を
明
確
に
し
、
取

締
り
現
場
に
お
い
て
と
り
得
る
措
置
を
規
定
し
、
及
び
自

動
車
の
使
用
者
及
び
荷
主
等
に
対
す
る
行
政
命
令
措
置
を

規
定
す
る
な
ど
新
し
い
一
連
の
シ
ス
テ
ム
が
設
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
効
果
的
に
運
用

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
過
積
載
防
止
の
た
め
の
成
果
を

上
げ
る
努
力
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
締
り
手
法
に
改
善
を

加
え
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
取
締
り
手
法
を
開

発
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
有
効
に
活
用
す
る
取
締
り
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

○
悪
質
事
業
者
、
運
転
者
等
の
実
態
把
握

違
法
な
過
積
載
運
転
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
か
ら

は
、
ま
ず
超
過
割
合
の
高
い
過
積
載
運
転
を
恒
常
的
に

行
っ
て
い
る
悪
質
な
事
業
者
等
に
取
締
り
の
重
点
を
置

き
、
悪
質
な
違
反
態
様
か
ら
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

○
通
行
指
示
制
度
を
活
用
し
た
取
締
り

前
記
の
と
お
り
、
通
行
指
示
制
度
は
過
積
載
通
行
を

容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
過
積
載
状
態
の
解
消
を
違

反
現
場
で
直
ち
に
取
れ
な
い
場
合
に
必
要
最
小
限
の
距

離
を
通
行
さ
せ
て
早
期
に
違
法
状
態
を
解
消
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

過
積
載
は
、
積
載
物
を
積
む
場
所
と
下
ろ
す
場
所
が

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
場
所
の
近
辺
道
路
に

お
い
て
取
締
り
を
実
施
し
、
通
行
指
示
を
す
べ
き
通
行

の
区
間
と
経
路
を
積
ん
だ
場
所
ま
で
の
引
返
し
又
は
応

急
的
な
下
ろ
し
場
所
ま
で
の
通
行
と
し
て
指
示
す
る
と

い
う
運
用
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
取
締
り
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
中
間
点
の

高
速
道
路
や
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
取
締
り
を
行
う

ば
か
り
で
は
な
く
、
積
載
物
の
出
発
地
又
は
目
的
地
を

十
分
考
慮
し
た
場
所
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

○
車
両
の
使
用
者
に
対
す
る
指
示
及
び
指
示
に
係
る
自
動

車
の
使
用
制
限
命
令
等
の
規
定
を
積
極
的
に
適
用
す
る

取
締
り

使
用
制
限
命
令
は
、
道
路
交
通
法
施
行
令
第
二
六
条

の
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
示
に
係
る
自
動
車
ご
と
に

指
示
後
の
過
積
載
違
反
行
為
に
点
数
付
し
て
そ
れ
を
合

計
し
、
所
定
の
点
数
に
達
し
た
場
合
に
発
動
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
過
積
載
取
締
り
管
理
を
効
果
的
に
行
っ
て
、

悪
質
事
業
所
等
に
対
す
る
重
点
的
な
取
締
り
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
背
後
責
任
の
追
及
を
強
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
o

o
荷
主
等
に
対
す
る
警
察
署
長
の
再
発
防
止
命
令
及
び
そ

の
違
反
に
対
す
る
検
挙
措
置
の
規
定
を
積
極
的
に
適
用

す
る
取
締
り

2 0 道行セ 94.5



荷
主
等
に
対
す
る
責
任
追
及
規
定
は
改
正
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
過
積
載
防
止
対
策
を
推
進
す

る
う
え
で
根
源
対
策
と
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
運
用
の

行
方
は
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

取
締
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
荷
主
等
の
要
求
等
行
為

の
情
報
管
理
を
行
っ
て
、
警
察
署
長
の
再
発
防
止
命
令

を
迅
速
･
機
動
的
に
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
命
令
違

反
に
対
し
て
は
的
確
に
検
挙
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
%

○
取
締
り
方
式
の
見
直
し

広
域
に
わ
た
っ
て
違
反
が
行
わ
れ
る
過
積
載
は
、
取

締
り
側
の
体
制
も
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
交
通
警
察
の
過
積
載
取
締
り
も
隣
接
府
県

警
察
相
互
間
や
隣
接
警
察
署
と
の
広
域
合
同
取
締
り
、

管
区
警
察
局
一
斉
広
域
取
締
り
等
の
一
層
の
推
進
が
必

要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
締
り
方
式
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
よ
り
操
作
の
簡
便
な
可
搬
式
重
量
測
定
機
を
積

極
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
関
係
機
関
と
の
合
同
取
締
り

過
積
載
防
止
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
関

係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

合
同
の
取
締
り
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
法
令
を
同
時
に
多

角
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
と
も
、
道
路
管
理
者
、
陸
運
支
局
、
電
気
通
信

監
理
局
等
と
の
合
同
取
締
り
を
一
層
積
極
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

4

総
合
的
な
過
積
載
対
策
の
推
進

過
積
載
は
道
路
交
通
秩
序
を
乱
す
行
為
で
は
あ
る
が
、

単
に
道
路
交
通
の
場
に
招
か
れ
ざ
る
客
と
し
て
存
在
し
て

い
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
社
会
経
済

構
造
の
歪
み
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
過
積
載

を
防
止
す
る
こ
と
は
、
独
り
警
察
だ
け
の
努
力
で
達
成
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
関
係
す
る
機
関
･
団
体
が
過
積
載

防
止
と
い
う
目
的
の
下
に
結
集
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限

と
責
任
に
基
づ
く
措
置
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
、
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

過
積
載
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
八
日
付
け
の
関
係
省

庁
申
合
せ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
根
源
的
な
も
の
と
し
て
の

運
送
単
価
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
不
正
改
造
等
車
両
構

造
等
の
問
題
、
深
ダ
イ
プ
カ
ー
問
題
、
砕
石
･
砂
利
、
生

コ
ン
業
者
問
題
、
建
設
業
者
問
題
、
公
共
工
事
問
題
等
様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

今
後
、
交
通
警
察
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い

て
、
取
締
り
の
立
場
か
ら
各
関
係
機
関
の
過
積
載
防
止
の

取
組
み
に
積
極
的
に
協
力
、
支
援
し
て
そ
の
対
応
を
促
し

つ
つ
、
関
係
機
関
･
団
体
と
連
携
し
て
過
積
載
追
放
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
過
積
載

の
取
締
り
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
種
々
の
デ
ー
タ
や
情
報
を

適
時
･
適
切
に
関
係
機
関
･
団
体
に
通
報
提
供
し
て
、
所

要
の
措
置
を
要
請
す
る
な
ど
過
積
載
防
止
対
策
を
粘
り
強

く
行

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
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岡
本
道
路
公
団
に
蘂
捗
る
藁
膿
令
違
反
藁
両

取
締
り
の
環
状
及
び
今
後
⑭
課
題
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
交
通
管
理
課

!

QV

ー
を

舛
ノ
ノ

ノ
ノ

.

･

ノー.

･

･ ‘拝均舘丹

･･ ･l
l::
にu

脳
!
540

“
-
“/′

/
ろ

/

/

l
鱗
l

る
5

饅9

:i

シノ
‘/
′乙
偽切

ノ字
･

'/
拗
サ ｣

吋
“

ノ多
ノノ

〆

…山ジ
ノ
ヅ
ン

M
′/ 営

業
延
長

度年

一
は
じ
め
に

日
本
道
路
公
団
に
お
け
る
高
速
自
動
車
国
道
の
営
業
延

長
は
五
、
五
六
八
蝿

(平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
)
で
あ

り
、
一
日
当
た
り
の
平
均
交
通
量
は
約
三
一
六
万
台

(平

成
四
年
度
値
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
営
業
延
長
及
び

交
通
量
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
図
1
の
と
お
り
で
あ
り
、

車
種
区
分
別
の
日
平
均
交
通
量
は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ

る
。
な
お
大
型
車
及
び
特
大
車
の
全
交
通
量
に
占
め
る
比

率
は
一
○

･
二
%
と
な

っ
て
い
る
。

年
々
増
加
す
る
営
業
延
長
、
大
型
車
･
特
大
車
の
交
通

量
に
対
応
し
て
、
道
路
構
造
の
保
全
及
び
交
通
安
全
の
確

保
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
公
団
に
お
い
て
も
車
両
制
限
令

簗過積載対策
(車
眼
令
)
違
反
車
両
の
取
締
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

1　　

で
あ
り
、
違
反
車
両
に
対
し
て
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て

(

　

　

　

日
平
均
交
通
量

1 営業延長及び 1日平均交通量の推移

表 1 車種区分別日平均交通量 (平成 4年度)

軽自動車 普通車 中型車 大型車 特大車 合 計

輯蕎 鰺紳鱗獨 蘂鱒比
)

成
%

構
姥 鵺 m 範 M ◎
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必
要
な
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
。

と
も
に
、
警
告
音
に
よ
り
注
意
を
喚
起
し
、
料
金
収
受
員

在

以
下
に
お
い
て
、
取
締
り
の
現
況
、
問
題
点
等
に
つ
き

現

が
、
U
タ
ー
ン
等
の
措
置
を
指
導
し
て
い
る
。

説
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

十
ま
、

泉
斗
"升

、

ヱ

i

ェ

月表 2 車重計 ･軸重計設置状況

種 別 車 重 計 軸 重

I C 数 車重計数(比率) レーン数 軸重計数(比率)

道
路
計鞠繃

蟻 臨
戦
630

%
%
%

3

4

4

3

"

32

′･‘t、
′■-、
ノー、.

AV
RU
4

1

2

20

瓣
廓

%
%
%

8

6

0

5

第

沁

′"電、
′‐-、
′■-、

リム
ーニ
QU

69

8

77

二

取
締
り
体
制
の
現
状

1

取
締
り
施
設
の
整
備
状
況

公
団
に
お
け
る
車
眼
令
違
反
車
両
の
取
締
り
施
設
と
し

て
は
、
軸
重
計
、
車
高
計
、
車
重
計
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

軸
重
計
及
び
車
高
計
は
高
速
道
路
等
の
料
金
所
入
ロ
に
設

置
し
て
お
り
、
計
測
さ
れ
た
軸
重
値
が
基
準
を
超
え
る
と
、

運
転
手
に
対
し
て
違
反
で
あ
る
旨
の
電
光
表
示
を
行
う
と

≦
濕

皺

る
王

}

よ

八
に
道

.

,

′

計
央

　
　　

　
　
　

砂嚢
讓

重
中

　　
　
　

　
　

総重量のチェック
子本線バリア)

が
、
U
タ
ー
ン
等
の
措
置
を
指
導
し
て
い
る
。

車
重
計
は
、
本
線
料
金
所
や
主
要
な
イ
ン
タ
i
チ
ェ
ン

ジ
に
設
置
し
て
お
り
、
主
と
し
て
、
車
両
制
限
令
違
反
車

両
取
締
り
の
専
属
部
隊

(車
眼
隊
)
が
、
大
型
車
両
の
総

重
量

(フ
ル
ス
ケ
ー
ル
五
0
i
六
〇
ト
ン
)
を
計
測
す
る

た
め
に
使
用
し
て
い
る
o

車
重
計
及
び
軸
重
計
の
設
置
状
況
は
、
表
2
の
と
お
り

で
あ
り
、
設
置
率
は
、
車
重
計
が
全
イ
ン
タ
ー
の
約
三
割
、

軸
重
計
は
、
全
入
ロ
レ
ー
ン
数
の
約
五
割
と
な
っ
て
い
る

(平
成
五
年
四
月
一
日
現
在
)。

こ
れ
ら
の
取
締
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
車
眼
隊
の

設
置
さ
れ
て
い
る
路
線
を
重
点
的
に
整
備
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

2

取
締
り
体
制

車
眼
令
違
反
車
両
の
指
導
取
締
り

(ロ
頭
に
よ
る
指
導

を
含
む
)
は
、
主
と
し
て
料
金
収
受
員
、
交
通
管
理
隊

(道
路
巡
回
、
路
上
障
害
物
の
排
除
処
理
作
業
等
を
担
当
)

及
び
車
眼
隊
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

料
金
収
受
員
に
よ
る
指
導
取
締
り
は
、
料
金
所
入
口
に

お
い
て
、
軸
重
計
や
車
高
計
に
よ
り
車
両
諸
元
違
反
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
取
締
場
所
の
道
路
構
造
、

交
通
量
に
応
じ
て
、
U
タ
ー
ン
や
流
出
イ
ン
タ
ー
指
定

(通
行
券
に
流
出
イ
ン
タ
ー
名
を
ゴ
ム
印
で
押
印
)
等
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
o

年

ま
た
、
交
通
管
理
隊
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
道
路

巡
回
の
中
で
、
一
回
あ
た
り
三
〇
分
程
度
の
取
締
り
を
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
入
口
等
で
行
っ
て
お
り
可
能
な
限
り
、

U
タ
ー
ン
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

料
金
収
受
員
及
び
交
通
管
理
隊
員
は
、
そ
の
大
半
が
委

託
会
社
の
職
員
で
あ
る
た
め
、
口
頭
に
よ
る
指
導
の
み
を

行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
道
路
監
理
員
で
あ
る
公
団

職
員
が
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

車
眼
隊
に
よ
る
取
締
り
に
関
し
て
は
以
下
に
お
い
て
詳

し
く
説
明
す
る
。



三

車
眼
隊
に
よ
る
取
締
り

ー

配
置
状
況

車
眼
隊
は
、
交
通
量
、
特
に
大
型
車
の
交
通
量
を
考
慮

し
て
、
主
と
し
て
本
線
料
金
所

(本
線
バ
リ
ア
)
付
近
の

管
理
事
務
所
に
基
地
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平

成
六
年
四
月
現
在
で
、
全
国
九
箇
所

(仙
台
･
加
須
･
千

葉
･
横
浜
･
八
王
子
･
豊
橋
･
栗
東
･
吹
田
･
高
丸
)
あ

り
、
道
路
管
理
員
で
あ
る
公
団
職
員
と
取
締
補
助
員
で
あ

る
委
託
職
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
取
締
実
施
場
所
の
車
線

(
レ
ー
ン
)
数
に
応
じ
た
人
員
を
配
置
し
て
い
る
。

2

取
締
り
の
方
法

取
締
り
日
時
及
び
場
所
等
に
関
す
る
計
画
は
、
車
眼
隊

の
配
置
さ
れ
た
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
高
速
道
路
交
通

警
察
隊

(高
速
隊
)
等
関
係
期
間
と
調
整
し
て
決
定
し
、

主
と
し
て
本
線
バ
リ
ア
や
主
要
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

お
い
て
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
い
て
毎
日
取
締
り
を
行
っ

て
い
る

(夜
間
取
締
り
は
週
一
回
程
度
)。

料
金
所
入
ロ
や
本
線
バ
リ
ア
に
設
置
さ
れ
た
軸
重
計
の

計
測
デ
ー
タ
に
よ
り
、
総
重
量
違
反
の
疑
い
の
あ
る
車
両

を
説
得
し
て
取
締
リ
ヤ
ー
ド
に
設
置
さ
れ
た
車
重
計
に
誘

導
し
て
総
重
量
を
計
測
す
る
ほ
か
、
寸
法
の
計
測

(高
さ
･

幅
･
長
さ
)、
特
殊
車
両
通
行
許
可
証
、
車
検
証
等
必
要

な
書
類
の
呈
示
を
求
め
違
反
事
実
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

車
眼
隊
の
取
締
り
時
に
は
、
同
時
に
警
察
官
に
よ
る
過

積
載
車
両
の
取
締
り
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
後

述
の
と
お
り
警
察
と
の
合
同
取
締
り
を
今
後
よ
り
一
層
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

取締りヤードヘの誘導
(東関東道湾岸習志野本線バリア)

3

取
締
り
の
状
況

平
成
四
年
度
に
車
眼
隊
が
取
り
締
ま
っ
た
違
反
車
両
台

数
の
総
計
は
、
約
四
万
一
、
五
〇
〇
台
で
あ
り
、
こ
の
う

ち
、
約
八
割
は
車
眼
令
に
定
め
る
制
限
値
を
オ
ー
バ
ー
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
総
重
量
違
反
が
顕
著
と
な
っ

て
い
る
。
違
反
の
内
訳
に
つ
い
て
は
表
3
参
照
。

4

措
置
内
容

計
測
の
結
果
、
車
眼
令
違
反
車
両
で
あ
る
こ
と
が
判
明

街

す
る
と
、
違
反
の
程
度
に
応
じ
て
、
警
告
や
道
路
法
に
基

セ

づ
ー
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
の
命
令

(措
置
命
令
)
を
行
っ

断

表 3 車眼隊による取締り状況 (平成 4年度)

数
計

台輌
合

反達
総

車眼令諸元違反台数 当
数繃騙

横
車

反
数

鑓
台
詞

祿
両
蹠

許
車計

率
総
比

違反の内訳*

幅 高 さ さ
~

長 量重総 重軸

鰔 能
“ 螂 猟 断纖 鋼 54

%
忍
ゆ征

90

%
“
鱒

なお、 車眼令諸元違反台数の内訳は、 重複している車両があるため、 車限令諸元違反台数の総計
と一致していない

て
い
る
。

イ

具
体
の
措
置
命
令
の
内
容
と
し
て
は
、
代
車
を
手
配
さ



せ
て
の
積
荷
の
分
割
が
実
態
上
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

取
締
場
所
の
道
路
構
造
、
交
通
量
等
の
要
員
を
考
慮
し
て
、

U
タ
ー
ン
、
強
制
退
出
、
流
出
イ
ン
タ
ー
の
指
定
等
を
行
っ

て
い
る
。

表 4 最近の合同取締り実施例

道路名 時口日
取締りの場 実施機関 取締りの対象 取締りの結果(公団分)

神名
【

H 6
.
1
.
2

10:00 ~ 12

時同
C

C
C
I

I
I
南

田
城
都

吹
茨
京

局

等

戰
局

隊
隊
都

理

局
速
速
京

局
監

理
高
高

･
支
信

管

･
･
局
運
通

阪
警
警
輪
陸
気

大
府
府
運
阪
電

H
都
阪
畿
大
畿

J
京
大
近

･
近

輌反両
機

達
車
線

令
載
無

眼
横
法

車
過
違

措置命令書発行 5 件

東
葉

関東
京

関
00
00

8
瑳
郎

2

~
~

･
ハU
nU

6
ゆ
ゆ

H
n
13

時

ア
C
ア
同

バ
葉
バ

野
千
木

志
岸

野

習
湾
宮 局

課

等

支
物
課

運
棄
導

局

陸
廉
指

理
隊
葉
業
物

管
速
千
産
棄

二
高

･
部
廃

第

･
局
境
業

京
警
輸
環
産

東
県
運
県
市

H
葉
東
葉
葉

J
千
関
千
千

訓

達

車

法

反
両

理

達
車
処

令
載
物
両

眼
横
棄
車

車
過
廃
反

能行発善
行

令
発

命
書

置
告

措
警

東関東 ユ
齢

4

~

6
加

H
M

C

時

I
ア
C

同

野
リ
I

志

バ
葉

習
野
千

岸
志
岸

湾
習
湾 局

等
支運

局

陸

理
隊
葉

管
速
千

二
高

･

第

･
局

京
警
輸

東
県
連

H
葉
東

J
千
関

輌反両違
車

令
載

限
積

車
過

琳
許

行発書
行

令
発

命
書

置
告

措
警

5

事
例
紹
介

公
団
で
は
、
管
区
警
察
局
･
高
速
隊
等
の
協
力
を
得
て
、

車
眼
令
違
反
車
両
取
締
り
の
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

合
同
取
締
り
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
隣
接
す
る
複
数
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
お
い
て
同
時
に
取
締
り
を
行
う
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
取
締
り
を
目
指

し
て
い
る
。

合
同
取
締
り
に
お
い
て
は
、
車
眼
令
違
反
車
両
の
ほ
か
、

警
察
･
電
気
通
信
監
理
局
等
に
お
い
て
、
過
積
載
や
違
法

無
線
等
も
取
締
り
が
行
わ
れ
、
違
反
者

(車
両
)
に
対
し

て
必
要
な
措
置
、
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
合
同
取
締
り
の
実
施
例
は
、
表
4
の
と
お
り
で

あ
る
。四

広
報
に
つ
い
て

ー

過
積
載
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

過
積
載
車
両
の
通
行
が
特
に
多
い
地
区
に
お
い
て
は
、

高
速
道
路
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

(サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
!
キ
ン
グ
エ
リ
ア
)
を
と
お
し

て
、
過
積
載
車
両
の
防
止
運
動
を
展
開
し
、
併
せ
て
車
眼

令
違
反
車
両
取
締
り
業
務
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
る
べ
く
、

過
積
載
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
警
察
等
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
に
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
過
積
載
防

?

止
啓
蒙
用
の
ビ
デ
オ
の
放
映
、
啓
蒙
用
の
チ
ラ
シ
類
の
配

ハ

布
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
過
積
載
の
現
況
写
真
展

ャ

示
等
に
よ
る
広
報
を
実
施
し
て
、
お
客
様
の
理
解
を
深
め

酪

て
頂
い
て
い
る
o

2

車
眼
令
関
連
広
報

平
成
五
年
一
一
月
に
車
眼
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
公
団
に
お
い
て
も
、
特
に
車
両
総
重
量
の
最
高
限
度

値
の
一
部
引
き
上
げ
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
け
る
連
結

車
両
の
特
例
、
公
団
管
理
に
係
る
指
定
道
路
に
焦
点
を
あ

て
た
小
冊
子
を
作
成
し
、
ト
ラ
ッ
ク
関
連
団
体
、
料
金
別

納
制
度
を
ご
利
用
の
お
客
様
等
を
中
心
に
配
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
車
眼
令
改
正
関
連
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
て
お
り
、

全
国
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
お
い

て
掲
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

今
後
の
取
締
り
の
強
化

1

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
取
締
り

昨
今
の

｢過
積
載
取
締
り
強
化
｣
情
勢
の
な
か
に
あ
っ

て
、
現
行
の
取
締
り
体
制
の
枠
組
み
の
中
で
、
い
か
に
効

果
的
な
取
締
り
を
行
う
か
が
公
団
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
現
在
公
団
に
お
い
て
は
、
こ
の
課
題
に
対
す



る
取
り
組
み
と
し
て
、
無
線
通
信
等
に
よ
り
取
締
り
か
ら

逃
れ
よ
う
と
す
る
違
反
者
を
で
き
る
限
り
捕
捉
す
る
た
め
、

複
数
イ
ン
タ
ー
で
の
同
時
取
締
り
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る

取
締
り
を
試
行
し
て
い
る
ほ
か
、
現
行
の
車
眼
隊
に
よ
る

取
締
り
が
、
や
や
も
す
る
と
画
一
的

(取
締
場
所
･
取
締

時
間
帯
等
)
で
あ
る
と
の
反
省
に
た
っ
て
、
今
後
は
、
車

眼
隊
を
機
動
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
昼
夜
連

続
の
取
締
り
や
、
各
管
理
局
の
協
力
の
も
と
に
、
高
速
道

路
間
の
代
替
路
線

(東
名
･
中
央
道
等
)
で
の
一
斉
取
締

り
等
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
取
締
り
を
制
度
化
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点

を
検
討
し
た
う
え
で
、
六
年
度
中
に
も
本
格
的
に
展
開
す

る
予
定
で
あ
る
。

2

違
反
デ
ー
タ
の
活
用

電
算
管
理
さ
れ
た
車
眼
隊
の
取
締
り
デ
ー
タ
か
ら
反
復

違
反
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
定
期
的
に
講
習
会
を
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
開
催
し
、
車
眼
令
や
道
路
交
通
法

な
ど
の
関
係
法
令
の
解
説
･
指
導
を
行
う
ほ
か
、
講
習
会

に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
個
別
指
導
時
に
、
違
反
の
防
止
に

向
け
た
改
善
措
置
の
実
施
に
向
け
て
指
導
す
る
予
定
で
あ

る

(平
成
六
年
度
か
ら
)。

ま
た
、
特
に
悪
質
な
反
復
違
反
者
に
対
し
て
は
、
違
反

デ
ー
タ

(過
積
載
分
)
を
運
輸
局
に
定
期
的
に
通
報
し
て

行
政
処
分
を
要
請
し
て
い
く
こ
と
や
、
警
察
に
対
し
て
違

反
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
捜
査
の
端
緒

に
活
用
し
て
も
ら
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
公
団
か

ら
の
告
発
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
等
と
の

調
査
を
含
め
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
反
復
違
反
者
が
通
行
料
金
の
別
納
割
引
制
度
を

利
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
別
納
割
引
の
停
止
等
の
措
置

が
適
用
で
き
な
い
か
鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る
。

3

合
同
取
締
り
の
強
化

平
成
六
年
五
月
に
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
警
察

官
の
過
積
載
取
締
り
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
公
団
に
お
い

て
は
、
現
行
の
車
眼
令
違
反
車
両
取
締
り
に
お
い
て
も
、

高
速
隊
と
の
合
同
取
締
り
を
行
っ
て
取
締
り
の
実
効
性
を

上
げ
る
べ
く
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
交
法
改
正
後
は
、
過
積
載
車
両
が
、
車
眼
令
に
も
違

反
し
て
い
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
は
措
置
命
令

書
が
、
警
察
官
か
ら
は
通
行
指
示
書
が
発
行
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
で
て
く
る
が
、
そ
の
際
の
措
置
命
令
の
内
容
及
び
指

示
内
容
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
取
締
場
所
に
お

け
る
道
路
構
造
、
交
通
量
等
と
い
っ
た
個
々
具
体
の
要
因

を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
に
つ
き
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

過
積
載
が

｢新
交
通
三
悪
｣
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
取
締

り
強
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
情
勢
を
踏
ま
え
て
公
団
に
お

い
て
も
、
警
察
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
積
極
的
に
合
同

取
締
り
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

4

入
口
自
動
化
に
向
け
て

現
在
公
団
に
お
い
て
は
、
経
費
節
減
を
目
的
と
し
て
、

高
速
道
路
等
の
入
ロ
料
金
所
で
の
通
行
券
発
行
を
収
受
員

に
替
え
て
機
械
に
よ
り
処
理
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
入
ロ
自
動
化
は
、
平
成
八
年
度
に
は
全
国
の
高

速
道
路
に
お
い
て
導
入
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
料
金
収
受
員
に
よ
る
通
行
券
発
行
を
行
っ
て
い
る

入
口
料
金
所
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
車
眼
令
違

反
車
両
に
つ
い
て
、
U
タ
ー
ン
、
次
イ
ン
タ
ー
流
出
等
を

口
頭
に
よ
り
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
入
ロ
が

完
全
に
自
動
化
さ
れ
た
後
は
、
こ
の
よ
う
な
指
導
す
ら
行

え
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し
,ま
>フ
。

こ
の
課
題
に
対
す
る
一
つ
の
有
効
な
対
策
案
と
し
て
は
、

現
在
首
都
高
速
道
路
公
団
等
で
活
用
さ
れ
て
い
る

｢軸
重

計
と
連
動
し
た
自
動
カ
メ
ラ
｣
に
よ
る
取
締
り
が
挙
げ
ら

れ
る
。
自
動
カ
メ
ラ
に
よ
る
取
締
り
デ
ー
タ
が
、
犯
罪
捜

査
の
有
力
な
端
緒
と
な
る
た
め
、
こ
の
カ
メ
ラ
の
存
在
自

体
か
ら
過
積
載
や
車
眼
令
違
反
の
抑
止
効
果
も
期
待
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
道
路
公
団
で
は
、
車
重
計
に
よ

る
車
両
総
重
量
の
チ
ェ
ッ
ク
を
主
体
的
に
指
導
取
締
り
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
軸
重
計
や
こ
れ
に
連
動
し
た
自
動
カ

メ
ラ
等
に
よ
る
有
効
な
取
締
り
に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効

果
、
車
眼
隊
に
よ
る
取
締
り
と
の
連
動
等
に
つ
い
て
、
十

分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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纂過積載対策

過
積
載
車
両
対
策
へ
の

　　

　

　

漱ぎ
“

;

者

取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て

“

き

＼ゞ

〆

首
都
高
速
道
路
公
団
交
通
管
制
部
交
通
管
理
課
調
査
役

法
師
人
富
治

は
じ
め
に

首
都
高
速
道
路
は
、
平
成
六
年
三
月
三
一
日
現
在
、
二

三
一
･
四
如
を
供
用
し
て
お
り
、
そ
の
交
通
量
は
平
成
五

年
度
四
億
六
六
一
万
台
、
一
日
平
均
一
一
一
万
四
、0
0
0

台
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
大
型
車
の
交
通
量
は
三
、
四
六
〇
万
台
、

一
日
平
均
九
万
四
、
八
〇
〇
台
、
そ
の
混
入
率
は
八
･
五

%
に
な
り
、
首
都
圏
交
通
の
基
幹
道
路
と
し
て
、
都
市
の

物
流
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
近
年
、
過
積
載
が
原
因
と

さ
れ
る
重
大
な
事
故
、
故
障
の
発
生
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
、

舗
装
の
わ
だ
ち
掘
れ
、
沿
道
住
民
へ
の
騒
音
、
振
動
、
排

気
ガ
ス
等
様
々
な
影
響
が
社
会
的
な
関
心
を
よ
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
首
都
高
速
道
路
公
団
で
は
過
積
載
車
両
の
通

行
を
防
止
し
、
道
路
構
造
物
の
保
全
、
交
通
の
危
険
防
止
、

交
通
騒
音
等
の
環
境
対
策
に
努
め
、
良
好
な
交
通
環
境
を

確
保
･
維
持
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

各
料
金
所
に
軸
重
計
を
設
置

(設
置
率
七
七
･
六
%
)

し
、
通
行
車
両
の
重
量
の
計
測
を
行
う
と
と
も
に
重
量
違

反
車
両
に
は
指
導
警
告
書
を
交
付
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
定
の
重
量
を
超
え
た
悪
質
な
違
反
者
に
つ

い
て
は
、
軸
重
計
に
連
動
し
た
カ
メ
ラ
で
違
反
車
両
の
前

面
を
写
真
撮
影
し
、
違
反
実
態
の
デ
ー
タ
化
を
図
り
、
こ

れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
過
積
載
車
両
の
通
行
防
止
対
策

を
構
築
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
違
反
車
両
に
対

す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
o

一

過
積
載
車
両
の
通
行
実
態

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
過
去
一
〇
年
間
の
大
型
車
両

の
通
行
実
態
を
見
る
と
、
総
交
通
量
の
順
調
な
伸
び
に
あ

わ
せ
て
大
型
車
両
の
交
通
量
も
、
平
成
三
年
度
ま
で
は
漸

増
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
四
年
度
か
ら
は
若
干
減
少
傾
向
を

示
し
て
い
る

(図
1
参
照
)。

ま
た
、
重
量
違
反
車
両
の
総
違
反
件
数
は
、
平
成
二
年

度
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
、
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
四
年
度
の
軸
重
二
〇
ト
ン
を
超

え
る
悪
質
な
違
反
車
両
の
割
合
は
、
全
違
反
件
数
が
減
少

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
増
加
し
て
い
る

(図
2
、
図
3

参
照
)。

さ
ら
に
、
違
反
車
両
を
事
業
用
･
自
家
用
別
、
通
行
時

間
帯
及
び
積
載
荷
物
別
で
見
て
み
る
と
、
事
業
用
･
自
家

用
別
で
は
圧
倒
的
に
自
家
用
車
の
違
反
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
通
行
時
間
帯
別
で
は
七
時
-
三

時
の
間
が
最
も
多



昭和59年度 60 61 62 63 平成元年度 2

図 1 交通量等経年変化グラフ(昭和59年度~ 平成 5年度)
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図 3 軸重トン数別違反状況割合(平成 4年度)
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図 5 過積載車両の時間帯別通行状況表 事業用 自家用

(平成 4年度)
図 4 軸重計カメラ違反状況 ･経年変化(自家用, 事業用割合)

平成元

く
な
っ
て
い
る
が
、
比
較
的
交
通
量
が
少
な
い
早
朝
の
三

時
-
七
時
の
時
間
帯
に
多
い
こ
と
は
、
特
に
注
目
す
べ
き

点
で
あ
る

(図
4
、
図
5
参
照
)。

ま
た
、積
載
荷
物
別
比
較
で
は
、
圧
倒
的
に
砂
、石
及
び

セ
メ
ン
ト
の
違
反
車
両
が
多
く
な
っ
て
い
る
(図
6
参
照
)。

　　
←“ 総違反件数
栩 15トン未満
口 15トン~ 20トン未満
回 20トン以上
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軸
重
計
･
カ
メ
ラ
の
シ
ス
テ
ム

ー

軸
重
計

軸
重
計
は
、
料
金
所
手
前
路
面
に
埋
め
込
ま
れ
た
検
出

装
置

(載
荷
板
)
の
上
を
車
両
が
通
行
す
る
と
車
軸
の
重

量
を
電
気
信
号
に
変
換
し
、
計
測
部
が
そ
の
重
量
を
算
出

し
て
い
る
。

そ
の
値
が
一
定
の
重
量
を
超
え
た
場
合
、
警
報
ブ
ザ
ー

が
鳴
る
と
と
も
に
警
告
標
識
板
に

｢軸
重
超
過
｣
と
表
示

さ
れ
、
料
金
所
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
装
置
か
ら
指
導
警
告
書 図 6 違反車両の積載荷物別状況表 (平成 4年度)

を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
当
該
料
金
所
の
違
反
車
両
の
通

行
台
数
等
を
カ
ウ
ン
ト
し
記
録
･
保
存
し
て
い
る
。

写真 1 軸重計カメラにより撮影された写真
軸重18.4トン、 平成 5年 9月 3日、 8時33分

フィルムコマ数109番、 千鳥町料金所第 1レーン

2

カ
メ
ラ

カ
メ
ラ
は
、
軸
重
検
出
装
置
に
連
動
し
て
お
り
、
一
定

の
重
量
を
超
え
た
車
両
が
通
行
す
る
と
当
該
装
置
か
ら
軸

重
超
過
信
号
が
送
ら
れ
る
と
同
時
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
切
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
に
は
、
当
該
違
反
車
両
の
前
面
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
、
運
転
者
の
顔
、
軸
重
ト
ン
数
、
通
過
年
月
日

時
分
、
通
過
場
所
等
が
自
動
的
に
撮
影
記
録
さ
れ
る

(写

真
1
及
び
図
7
参
照
)。

ン
装

リ
一

ブ
タ
置

7 m
l

u m I
　 　　　

検出装置 )

　

　
　

　
　

　
　

　

重
目

計

軸
(

踵　　図 軸童計 ･カメラの機器概要

(自動車の進行左側に設置 )

(注)取締りにおいて、措置命令書の交付を行った
車両について調査したものである。
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三

過
積
載
車
両
の
通
行
防
止
対
策

ー

取
締
基
地
で
の
過
積
載
車
両
の
通
行
防
止
措
置

道
路
法
第
四
七
条
の
三
(車
両
の
通
行
に
関
す
る
措
置
)

第
一
項
に
基
づ
き
、
毎
月
、
重
量
違
反
車
両
の
取
締
り
を

行

っ
て
い
る
o

こ
の
取
締
り
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
･
調
整
を
経
て

｢取
締
り
計
画
書
｣
を
作
成
し
、
効
率
的
な
違
反
車
両
の

取
締
り
を
行

っ
て
い
る
。

○

単
独
取
締
り

公
団
で
組
織
し
た
取
締
り
専
従
班
が
単
独
で
重
量
等
の

取
締
り
を
行
う
方
法
で
、
料
金
所
を
通
行
す
る
車
両
の
う

ち
、
軸
重
計
で

｢重
量
超
過
｣
と
表
示
さ
れ
た
車
両
を
、

料
金
所
付
近
に
設
け
て
あ
る
重
量
等
取
締
基
地
に
誘
導
し
、

道
路
法
第
四
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
措
置
命

令
書
を
交
付
し
、
違
反
防
止
の
指
導
と
首
都
高
速
道
路
か

ら
違
反
車
両
の
排
除
を
行
っ
て
い
る
。

の

合
同
取
締
り

公
団
の
取
締
り
専
従
班
と
関
係
高
速
道
路
交
通
警
察
隊

と
相
互
に
協
力
し
、
合
同
で
取
締
り
を
行
う
方
法
で
、

イ

公
団
の
取
締
り
方
法
は
、
0
と
同
じ
で
あ
る
。

口

高
速
道
路
交
通
警
察
隊
の
取
締
り
は
、
総
重
量
違

反
と
思
わ
れ
る
車
両
を
重
量
等
取
締
基
地
に
誘
導
し
、

マ
ッ
ト
ス
ケ
ー
ル
等
で
総
重
量
を
計
測
し
、
当
該
車

両
の
諸
元
と
マ
ッ
ト
ス
ケ
i
ル
等
の
計
測
値
を
比
較

し
、
積
載
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
違
反
防
止
の

指
導
及
び
違
反
ト
ン
数
に
応
じ
て
道
路
交
通
法
上
の

行
政
処
分

(自
動
車
運
転
免
許
証
の
点
数
減
点
、
反

則
金
の
徴
収
)
を
行

っ
て
い
る
。

2

軸
重
･
カ
メ
ラ
資
料
に
基
づ
く
過
積
載
車
両
の
通
行

防
止
対
策

○

経
緯

イ

前
述
の
と
お
り
、
首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
重
量

違
反
車
両
の
総
通
行
量
は
、
平
成
二
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
軸
重
二
〇
ト

ン
を
超
え
る
悪
質
な
違
反
車
両
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

こ
れ
ら
の
違
反
車
両
が
一
度
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

場
合
、
平
成
五
年
五
月
の
五
号
池
袋
線
に
お
い
て
発

生
し
た
紙
ロ
ー
ル
落
下
事
故
(総
重
量
四
一
･
一
ト
ン
、

死
傷
者
八
名
、本
線
通
行
止
最
大
七
時
間
三
八
分
)
の

よ
う
な
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
原
因
を
内
包
し
て
い

る
%

口

一
方
、
関
係
機
関
に
お
い
て
も
、
最
近
に
お
け
る

事
態
の
重
大
性
、
緊
急
性
と
に
鑑
み
、
過
積
載
に
よ

る
違
法
通
行
を
防
止
し
、
交
通
の
安
全
確
保
と
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
各
種
対
策
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

(こ
の
こ
と
か
ら
、
公
団
で
は
軸
重
計

･
カ
メ
ラ
の

資
料
を
も
と
に
違
法
通
行
車
両
の
摘
発
が
で
き
な
い

か
、
警
察
に
対
し
公
団
が
記
録
保
存
し
て
い
る
資
料

の
内
容
や
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
を
説
明
し
、
協
力
依
頼

を
行

っ
て
き
た
。)

ハ

警
察
に
お
い
て
は
、
過
積
載
の
取
締
規
定
の
整
備
、

罰
則
の
強
化
等
を
内
容
と
す
る
道
路
交
通
法
の
改
正

を
平
成
五
年
に
行
い
、
平
成
六
年
五
月
一
〇
日
に
施

行
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
従
来
よ
り
実
施
し
て
き
た
現
場
取
締
り

中
心
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
よ
り
効
果
的
な
防

止
対
策
を
検
討
中
で
あ
っ
た
。

②

対
策
の
検
討

過
積
載
車
両
の
通
行
防
止
策
と
し
て
、
最
も
効
果
が
期

待
で
き
る
の
は
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、
道
路
法
第

四
七
条

(通
行
の
禁
止
又
は
制
限
)
第
二
項
違
反
に
よ
る

第
一
〇
二
条
第
一
号
及
び
第
一
〇
五
条

(罰
則
)
の
適
用

が
、
警
察
に
お
い
て
は
、
道
路
交
通
法
第
五
七
条
第
一
項

(乗
車
又
は
積
載
の
制
限
等
)
及
び
同
法
第
七
五
条
第
一

項
第
六
号

(自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
)
の
適
用
が
考

え
ら
れ
、
法
令
違
反
車
両
の
摘
発
に
向
け
て
、
警
察
は
、

公
団
の
軸
重
計
･
カ
メ
ラ
に
よ
る
記
録
を
捜
査
資
料
に
活

用
し

｢悪
質
な
反
復
違
反
車
両
の
摘
発
が
可
能
か
｣
を
検

討
し
、
公
団
も
課
題
の
整
理
を
行
い
積
極
的
に
摘
発
協
力

体
制
を
採
っ
た
。

*
現
在
、
警
察
に
お
い
て
摘
発
･
書
類
送
検
中
で
あ
り
、

詳
述
は
控
え
る
o

③

摘
発
･
家
宅
捜
索

平
成
四
年
度
の
悪
質
な
過
積
載
車
両
に
よ
る
違
反
件
数

は
、
五
二
万
件
強

(対
象
会
社
等
数
二
、
一三
ハ
八
社
)
と

な
っ
て
い
る
。
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明
眸図 8 過積載車両の年度別 ･月別違反状況表 (平成 2年 4月~平成 6年 1月)
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Û

Û
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平
成
五
年
度
に
入
り
警
察
と
公
団
の
協
力
の
も
と
、
こ

れ
ら
違
反
車
両
の
積
極
的
な
摘
発
に
向
け
て
具
体
の
準
備

を
進
め
、
同
年
一
二
月
か
ら
順
次
、
違
反
車
両
の
摘
発
に

至

っ
て
い
る
。

一
方
、
摘
発
･
家
宅
捜
索
さ
れ
た
会
社
の
反
復
違
反
件

数
は

(最
近
家
宅
捜
索
さ
れ
た
二
社
は
除
く
。)、

A
社

五
、
五
九
四
件

B
社

二
、
八
五
三
件

C
社

二
、
0
八
八
件

D
社

一
、
六
二
五
件

E
社

一
、
三
三
四
件

F
社

一
、
一
五
九
件

と
な
り
、
六
社
合
計
で
一
四
、
六
五
三
件
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
悪
質
違
反
会
社
数
の
比
率
で
は
○
･
二
五
%

に
過
ぎ
な
い
が
、
首
都
高
速
道
路
を
通
行
す
る
悪
質
違
反

車
両
件
数
の
二
･
八
%
を
占
め
て
お
り
、
六
社
の
違
反
件

数
の
多
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

摘
発
･
家
宅
捜
索
の
効
果

1

過
積
載
車
両
全
体
の
違
反
状
況

摘
発
･
家
宅
捜
索
後
の
首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
違
反

車
両
の
通
行
状
況
は
、
時
間
的
な
経
過
が
短
く
、
必
ず
し

も
十
分
な
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
平
成

二
年
四
月
か
ら
平
成
六
年
一
月
ま
で
の
月
別
軸
重
違
反
件

数
は
図
8
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
六
年
一
月
の
違
反
件
数
は
、
か
な
り
の
減
少
が
確
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明
細9 過積載車両 (摘発 ･家宅捜索 6社) の月別違反状況表 (平成 4年 9月~平成 6年 1月)
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認
で
き
る
。

こ
れ
は
、
例
年
の
傾
向
と
し
て
一
月
は
特
異
月
と
い
う

事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
し

て
も
、
平
成
六
年
一
月
の
違
反
車
両
の
落
ち
込
み
は
大
き

く
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
摘
発
･
家
宅
捜
索
報
道
で
過
積
載
が

防
止
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
月
以
降
の
デ
ー

タ
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

摘
発
･
家
宅
捜
索
後
六
社
の
違
反
状
況

摘
発
･
家
宅
捜
索
さ
れ
た
六
社
の
そ
の
後
の
月
別
違
反

状
況
は
図
9
の
と
お
り
で
あ
り
、
二
社
が
平
成
六
年
一
月

の
違
反
回
数
が
o
と
な
り
、
そ
の
他
の
違
反
者
も
減
少
し

て
お
り
、
相
当
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
後
と
も
継
続
的
に
摘
発
等
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
他
の
過
積
載
車
両
に
与
え
る
影
響
は
多
大
な
も

の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

摘
発
･
家
宅
捜
索
後
の
違
反
車
両
使
用
者
の
対
応
実

態
過
積
載
車
両
の
摘
発
･
家
宅
捜
索
後
、
家
宅
捜
索
を

受
け
た
数
社
が
公
団
に
来
社
し
、
違
反
通
行
を
深
く
反
省

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
違
反
防
止
措
置
の
説
明
を
公
団

に
行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
し
て
お
り
、

①

原
状
回
復
済
車
両
の
写
真
、
車
体
検
査
証
を
持
参
し

て
、
不
正
改
造
車
を
原
状
に
回
復
し
た
こ
と
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②

嵩
上
げ
車
両
の
原
状
回
復
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
成

い
る
。

し
、
順
次
、
不
正
改
造
車
の
原
状
回
復
を
図
る
こ
と

③

首

③

運
転
手
に
対
し
違
反
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

等
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
連
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
と
と
も
に
過
積
載
車
両

に
対
す
る
社
会
的
な
批
判
が
強
ま
り
、
違
反
通
行
を
し
て

い
る
会
社
に
対
し
て
、
発
注
企
業
は
業
務
を
差
し
控
え
る

傾
向
も
あ
り
、
業
務
量
の
落
ち
込
み
の
厳
し
さ
を
訴
え
る

会
社
も
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
事
後
検
証
を
し
て
み
る
と
、
現
在
、
様
々
な
過

積
載
防
止
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
摘
発
行
為
と
そ
れ

に
伴
う
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
き
わ
め
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

③

首
都
高
速
道
路
公
団
の
各
管
理
部

(東
京
第
一
管

理
部
、
東
京
第
二
管
理
部
、
神
奈
川
管
理
部
)
に
お

い
て
、
違
反
の
多
い
車
両
に
対
し
、
毎
月
、
違
反
防

止
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
o

④

公
団
の
工
事
関
係
現
場
に
、
過
積
載
車
両
の
出
入

り
禁
止
の
広
報
と
そ
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

⑤

過
積
載
防
止
に
関
す
る
各
種
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
作
成
し
適
宜
広
報
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

(各
ダ
ン
プ
協
会
等
)
等
を
訪
問
し
、
違
反
防
止
の

協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
る

(写
真
2
)。

お
わ
り
に
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過
積
載
車
両
の
通
行
を
根
絶
す
る
こ
と
は
、
社
会
的
な

5

理
解
、
幾
多
の
困
難
な
作
業
が
と
も
な
う
が
、
取
締
り
手

セ

法
の
検
討
、
取
締
り
体
制
の
強
化
、
違
反
通
行
防
止
の
啓

廚

蒙
等
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
そ
の
防
止
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
の
協
力
体
制
を
堅
持
し
、
最
善
の
努
力
を
傾
注
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
首
都
高
速
道
路
を
利
用
す
る
お
客
様
の
ご
理
解
･

ご
協
力
を
賜
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
お
い
て
も
、

一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
%

五

そ
の
他
の
過
積
載
車
両
に
対
す
る
措
置

及
び
対
策
等

の

軸
重
違
反
車
両
の
資
料
を
も
と
に
、
所
轄
陸
運
支

局
に
ナ
ン
バ
ー
紹
介
を
行
い
、
車
両
の
使
用
者
に
対

し
違
反
事
実
を
記
載
し
た
警
告
書
を
送
付
す
る
と
も

も
に
、
事
後
措
置
に
つ
い
て
-回
答
を
求
め
て
い
る
。

②

営
業
車
両
に
つ
い
て
は
、
運
輸
省
等
関
係
機
関
に

対
し
軸
重
違
反
車
両
の
資
料
を
送
付
し
て
行
政
指
導

を
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
各
陸
運
支
局
に
お
い
て
は
、
公

団
の
送
付
し
た
資
料
を
も
と
に
、
違
反
車
両
の
使
用

者
に
対
し
当
該
車
両
の
使
用
停
止
処
分
等
を
行
っ
て

　

　
　

　

　

÷
を

、さ

る
断

　

　
　

写真 2 首都高速板橋足立線の工事現場における
過積載防止横断幕



獲過積載対簾　

　

対

蹠
神
高
速
週
騰
鑑
蘂
艀
る
週
積
翻
嫡
賞

へ
◎
廉
り
組
み
⑭
讓
駅
と
課
題

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
交
通
管
理
課

一

は
じ
め
に

阪
神
高
速
道
路
は
本
年
四
月
末
で
供
用
延
長
が
丁
度
二

〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
四
月
二
日
に
関
西
国
際

空
港
へ
の
主
要
な
ア
ク
セ
ス
と
な
る
湾
岸
線
の
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
北
か
ら
中
島
ま
で
の
一
五
如
区
間
と
、
泉
大
津
か

ら
り
ん
く
う
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
一
六

･
一
如
区
間

が
完
成
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
湾
岸
線
は
、
全
体
計
画
総
延
長
八
〇
皿
の
う
ち
五

五
･
八
如
約
七
0
%
が
開
通
し
た
こ
と
に
な
り
、
大
阪
湾

岸
の
一
二
市
町
を
結
ん
で
、
今
後
、
阪
神
地
区
の
大
動
脈

と
し
て
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
の
先
導
的
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
都
心
部
の
交
通
集
中
渋
滞
や
交
通
事
故
等

の
逓
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
大
型
貨
物
自

動
車
等
の
重
交
通
の
流
れ
を
変
化
さ
せ
、
国
道
四
三
号
及

び
阪
神
高
速
神
戸
線
に
代
表
さ
れ
る
環
境
問
題
や
、
本
年

六
月
に
供
用
開
始
か
ら
三
〇
年
を
経
過
す
る
都
心
環
状
線

に
代
表
さ
れ
る
道
路
構
造
物
へ
の
耐
荷
影
響
に
も
大
い
に

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
供
用
後
の
四

月
の
交
通
量
は
一
日
平
均
九
三
万
五
、○
○
0
台

(前
年

同
月
比
一
一
0
･
八
)、
う
ち
大
型
車
は
六
万
六
、0
0
0

台
、
そ
の
混
入
率
は
七

･
0
%
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
長
年
に
わ
た
っ
て
車
両
制
限
令

に
基
づ
く
取
締
り
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
減
る

こ
と
の
な
か
っ
た
過
積
載
問
題
に
対
し
、
こ
の
五
月
一
〇

日
か
ら
過
積
載
の
取
締
り
規
定
の
整
備
及
び
罰
則
の
強
化

等
が
施
行
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
政
府
に
よ
る
防
止

対
策
の
推
進
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
公
団

に
と
っ
て
重
ね
て
の
朗
報
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
益
々

効
果
的
な
対
策
の
追
求
に
向
け
想
い
を
新
た
に
す
る
次
第

で
あ
る
。

二

阪
神
高
速
に
お
け
る
過
積
載
車
の

取
締
り
等
の
経
緯

阪
神
高
速
で
の
過
積
載
車
対
策
は
、
昭
和
四
六
年
三
一

月
の
道
路
法
と
車
両
制
限
令
の
改
正

(施
行
は
翌
年
四
月

か
ら
)
で
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
に
罰
則
が
直
ち
に
適

用
さ
れ
る
と
い
う
現
在
の
仕
組
み
が
で
き
、
全
国
的
に
管

理
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
時
か
ら
で
あ
り
、

当
公
団
で
は
昭
和
四
八
年
度
か
ら
入
ロ
料
金
所
に
軸
重
計

の
設
置
が
始
ま
り
、
同
時
に
大
阪
管
理
部
に
交
通
管
理
所

菊

を
置
き
車
両
制
限
令
違
反
車
及
び
積
載
不
適
当
の
取
締
り

セ

な
ど
を
担
当
す
る
専
従
班
体
制
を
設
け
た
が
･

こ
ぁ
れ
を
更

漸

に
効
果
的
に
す
る
た
め
大
阪
地
区
で
は
五
○
年
度
か
ら
、
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兵
庫
地
区
は
五
一
年
度
か
ら
一
部
民
間
会
社
に
委
託
を
開



始
し
、
交
通
量
の
増
加
、
新
規
供
用
と
相
僕
っ
て
体
制
の

強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
初
の
時
点
で
は
、
阪
神
高
速
は
供
用
延
長
が
約
八
〇

畑
。
大
阪
地
区
は
環
状
線
と
放
射
線
が
池
田
線
、
守
ロ
線
、

境
線
等
か
ら
な
る
五
四
畑
。
兵
庫
地
区
は
神
戸
線
が
月
見

山
-
西
宮
I
C
二
六
如
が
供
用
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
段
階
か
ら
当
公
団
は
過
積
載
車
防
止
対
策
の
充
実
と

取
締
り
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
当
時
の
沿
道

環
境
問
題
へ
の
対
応
と
い
う
側
面
が
特
に
強
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
大
阪
万
国
博
開
催
に
向
け
急
速
に
整
備
さ
れ
た

道
路
は
ま
だ
道
路
脇
ま
で
民
家
が
迫
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
く
、
こ
の
た
め
各
地
沿
線
で
公
害
反
対
運
動
が

吹
き
荒
れ
た
中
、
大
型
貨
物
車
等
の
重
量
車
監
視
、
取
締

り
が
振
動
･
騒
音
対
策
、
事
故
防
止
対
策
と
し
て
も
、
ま

た
道
路
管
理
者
の
姿
勢
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
比
較
的
狭
い
地
域
に
人
□
、
産

業
が
密
集
す
る
阪
神
地
域
で
は
、
地
域
の
実
状
か
ら
全
国

的
に
も
早
く
か
ら
過
積
載
車
問
題
へ
の
関
心
が
高
く
、
ま

た
対
策
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

｢大
阪
府
過
積
載

防
止
対
策
懇
談
会
｣
は
昭
和
五
〇
年
一
一
月
に
発
足
し
、

地
方
公
共
団
体
、
警
察
等
の
官
公
庁
や
運
輸
業
界
、
労
働

界
が
過
積
載
運
行
防
止
の
取
り
組
み
に
関
し
て
年
一
-
二

回
情
報
交
換
、
協
議
を
行
い
、
合
わ
せ
て
要
望
･
P
R
活

動
等
を
行
っ
て
き
て
お
り

(全
国
的
に
は
昭
和
五
九
年
二

月
に
都
道
府
県
単
位
で
の
当
該
協
議
会
の
設
置
が
総
務
庁

通
達
に
よ
り
促
さ
れ
た
。)、
こ
う
し
た
状
況
で
は
運
輸
局

に
よ
る
行
政
指
導
や
警
察
に
お
け
る
取
締
り
な
ど
実
行
力

を
持
っ
た
関
係
機
関
に
先
駆
的
か
つ
積
極
的
な
姿
勢
が
あ

り
、
当
公
団
と
し
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。三

固
定
式
軸
重
計
等
の
取
締
り
用
施
設
の

設
置
と
そ
の
運
用
方
法

車
両
制
限
令
に
違
反
し
て
阪
神
高
速
を
通
行
す
る
車
両

の
取
締
り
は
、
公
団
の
専
従
班
に
よ
る
取
締
り
と
入
路
、

料
金
所
に
設
置
さ
れ
た
固
定
式
軸
重
計
に
よ
る
検
知
と
の

二
つ
の
方
法
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
ま
ず
、
料
金
所
等

に
設
置
し
て
い
る
固
定
式
軸
重
計
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
四
月
の
湾
岸
線
供
用
に
よ
っ
て
阪
神
高
速
で
の
設
置

数
は
八
五
箇
所
、
約
二
〇
〇
基
に
な
っ
て
い
る
。
取
締
基

地
や
料
金
所
に
至
る
入
路
に
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
の
で
料
金
所
数
に
対
す
る
設
置
数
は
約
六
割
強
、
大
型

車
の
交
通
量
に
対
す
る
捕
捉
率
は
約
七
割
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
違
反
車
両
用
の
排
出
路
は
、
軸
重
計
に
連
動
し

直
ち
に
排
出
が
可
能
に
な
る
た
め
、
近
年
の
新
規
路
線
に

お
い
て
は
線
形
等
に
支
障
が
な
い
限
り
入
路
の
料
金
所
に

併
設
を
す
す
め
て
い
る
も
の
で
、
新
設
に
か
か
る
湾
岸
線

の
排
出
路
は
同
線
の
取
締
り
に
特
に
威
力
を
発
揮
す
る
も

の
で
あ
る
。

軸
重
計
の
計
測
の
シ
ス
テ
ム
は
、
軸
重
が
あ
る
設
定
値

を
超
過
す
る
と
警
報
が
な
り
、
表
示
板
に

｢軸
重
超
過
｣

と
表
示
し
、
料
金
所
で
は
収
受
員
に
運
転
者
に
指
導
警
告

書
を
交
付
。
さ
ら
に
そ
の
上
の
設
定
値
を
超
過
す
る
と
車

両
前
面
を
写
真
撮
影
す
る
。
こ
の
撮
影
を
も
と
に
車
籍
照

会
を
経
て
通
行
日
時
、
車
両
登
録
番
号
、
違
反
軸
重
等
の

デ
ー
タ
を
累
積
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
の
常
習
違
反

者
の
記
録
は
、
現
在
、
定
期
的
に
次
の
よ
う
な
措
置
を
取
っ

て
い
る
。

①
違
反
車
両
所
有
者
へ
の
文
書
警
告

(違
反
回
数
が
六

ヶ
月
間
で
三
回
以
上
)

②
運
輸
局
へ
の
行
政
処
分
等
依
頼

(違
反
回
数
が
月
間

三
回
以
上
)

③
大
阪
府
警
、
兵
庫
県
警
へ
の
資
料
送
付

(違
反
回
数

が
各
四
半
期
に
三
回
以
上
)

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
状
態
で
の
計
測
精
度
の
信
頼
性
に
つ

い
て
問
題
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
長
年
精
度
向
上
に
む

け
て
の
検
討
と
改
善
に
努
め
て
お
り
、
ま
た
、
軸
重
を
大

表 1 固定式軸重計等の設置状況

平成4年度末 平成6年4月末

鰊鬘
鴬

所

所舳
箋
弩

所

所

所

箇

箇

基

箇

道行セ 94.5 35



き
く
超
過
し
て
い
る
状
態
で
の
記
録
は
違
反
事
実
を
充
分

に
裏
付
け
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
既
に
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
に
よ
り
運
輸
局
が
行
う
行
政
処
分
等
は
、
上
記

依
頼
デ
ー
タ
を
点
数
化
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
今
後
は
、
後
述
す
る
兵
庫
県
警
の
捜
査
例
の
よ
う
に
道

路
交
通
法
違
反
の
捜
査
や
道
路
管
理
者
の
行
う
特
殊
車
両

通
行
許
可
の
審
査
、
処
分
に
欠
か
せ
な
い
証
拠
デ
ー
タ
と

を
いろ
>フ
。

四

週
積
載
車
通
行
の
実
態

自
動
計
測
さ
れ
る
軸
重
違
反
件
数
の
年
度
推
移
は
図
1

の
と
お
り
で
あ
り
、
近
年
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、

平
成
五
年
度
は
、
二
月
末
累
計
の
対
前
年
比
は
九
九
･
六

%
で
横
ば
い
の
状
況
に
な

っ
て
い
る
o

次
に
四
、
五
年
度
の
月
別
の
推
移
を
図
2
及
び
図
3
に

示
す
。
違
反
件
数
全
数
で
は
月
別
の
対
前
年
の
推
移
と
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
一
五
ト
ン
以
上
で
は
昨
年

後
期
か
ら
の
違
反
件
数
の
減
少
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
道
路
交
通
法
改
正
や
兵
庫
県
警
、
警
視
庁
等
の
過

積
載
取
締
り
の
P
R
効
果
に
加
え
、
景
気
低
迷
に
よ
る
影

響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
出
来
れ
ば
今
後
も
こ
の
傾
向

が
継
続
す
る
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

四
年
度
の
軸
重
別
の
分
布
状
況
は
図
4
の
と
お
り
で
あ

り
、
こ
の
状
況
は
数
年
来
余
り
変
化
は
な
か
っ
た
が
、五
年

度
は
前
述
の
通
り
一
五
ト
ン
以
上
の
率
が
激
減
し
て
い
る
。

違
反
件
数
の
多
い
路
線
分
布
は
図
5
の
と
お
り
、
大
型

車
が
多
い
神
戸
線
が
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
が
、

こ
の
率
が
今
後
湾
岸
線
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

時
間
帯
別
の
傾
向
と
し
て
は
、
路
線
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
が
多
い
神
戸
線
の
下
り
の
五
-
六

時
台
が
飛
び
抜
け
て
違
反
車
両
が
多
く
、
他
の
路
線
も
同

様
。
次
い
で
通
勤
時
の
後
の
午
前
九
-
一
二
時
台
が
多
い

状
況
と
な

っ
て
い
る
。

違
反
の
実
態
と
し
て
ど
の
よ
う
な
積
載
物
や
車
両
が
多

い
の
か
、
図
6
は
取
締
り
専
従
班
の
取
締
り
時
の
違
反
車

両
の
内
訳
で
あ
る
。
関
東
地
区
に
お
い
て
は
ダ
ン
プ
に
よ

件
数
･単
位
と
万
件

就

加

m

m

節

鋤

m

m

即

箱

幻

図 1 10年間の軸重計の違反検知件数の推移
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し る
、 土
関 砂
西 や
で 産
は 業
鋼 廃
製 棄
品 物

る
土
砂
や
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
が
圧
倒
的

r
重12t未満

は
き第℃矧 げ

15t以上
5 L 2%

淺蝨讓趣き上ル
図 4 軸重別の分布状況 (平成 4年度) コ

神戸線(大阪) (2.1%)
多 的
く に
、 多

夕い い
ン の
フo に
に 対

図 5 路線別の違反通行状況(平成 4年度)

　　　　 　　　　　　　　　　　　　
積載物別 海“鰹讓薙髪彪蕊ミ婁濃濃賞美蓑臘藁

　　　　　　　　　　　　　　　23.4%

ノ 木材2.8% 機械製品 1.8%

よ
る
土
砂
等
は
｢そ
の
他
｣
の
約
半
分

(全
数
の
一
0
%
)

躯
　　
る は

　　
る

! コックリ十製品 1,2% 石油製品0.6%
--- 電気製品0.3%

車両

　　　　　　　　　　　　　

用途別 l
営 業 用

;自家用--!7 1,7% 二 ず28訝3% - -

※車眼令違反車両対象 3,362台の内訳

図 6 違反車両の積載別内訳 (平成 4年度)

現
在
、
大
阪
、
神
戸
、
湾
岸
の
三
箇
所
の
管
理
部
の
交

通
課
に
お
い
て
、
軸
重
計
の
違
反
デ
ー
タ
の
活
用
を
図
り

つ
つ
過
積
載
の
取
締
り
、
違
反
者
の
指
導
、
広
報
等
を
担

当
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
過
積
載
取
締
り
の
専
従
班
は
、

路
、
料
金
所
及
び
取
締
基
地
に
お
い
て
、
可
搬
式
あ
る

は
固
定
式
軸
重
計
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
軸
重
、
長
さ
、

は 路 と 今 当 つ 通
、 大 回 し つ 課
料 き の て 過 に

金 く 湾 い 積 お
由 所 増 岸 る 載 い

強 ,く
o の て

表 2 取締り実績 (平成 5年度)

金 く 湾
所 増 岸
及 強 線
び し 開
取 た 通
締 o に

基 班 よ
地 ご つ
に と て
お に 五
い 、 班
て 概 編
、 ね 成
可 毎 か
搬 自 ら
式 二 八
あ 回 班
る 、 編
い 入 成

取締り回数 道路法による指導取締り件数

単 独 合 同 計 指導警告 措置命令 計

大阪地区

兵庫地区

上392

371

150

39

L 542

410

1,973

700

413

17

2,386

717

計 1,763 189 1,952 2,673 430 3,103

※単独は公団単独の道路法適用の取締り、 合同は警察の道交法適用

との共同取締り。

五

週
積
載
車
取
締
り
隊
に
よ
る
取
締
り
状
況

と
警
察
等
関
係
機
関
と
の
協
力
関
係

1道“〒セ 94.5 .;7



幅
等
の
車
両
制
限
令
違
反
車
両
に
対
し
指
導
警
告
、
措
置

命
令
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
五
年
度
の
実
績
は
表
2
の

と
お
り
で
あ
る
。
今
後
は
取
締
り
回
数
が
多
く
な
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
警
察
と
の
大
規
模
な
合
同
取
締
り
、
夜
間
に

お
け
る
取
締
り
の
強
化
、
軸
重
違
反
記
録
デ
ー
タ
の
活
用

に
よ
る
対
策
な
ど
に
対
応
が
可
能
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

料
金
所
で
収
受
員
が
警
告
書
を
発
行
す
る
の
と
違
い
、

表 3 車限令達反の告発を行った事故等の概要

事故年月日 h 3
.

8
.

2 9 ( 5 : 35) h 5
,

5
.

1 9 (lo : 55)

発生場所 環状線 (丼東)

(大阪市中央区船場中央)
池田線梅田入路付近
(大阪市北区堂島 2 T 目)

被害状況 物損
路面貫通 2

、
路面陥没 6 等

物損
路面陥没 6等

違反内容 総重量52 3 t (言竿可28
,
4 t )

通行経路違反
総重量61

,
9 t (許可34

.
5 t )

通行経路違反

事故の概要 鯲
浚
鋒
氏
発
た

旗
の
ル
蜆
搬
轢

-蔚
勒
磯
羅
滋

活
気
欄
の
脚
線

ラ
篇
談
鉤
鉤
獨

ル
荷
盪
小
墹
鮮

ミ

て
け

エ
の
り

セ

い
か
ウ
他
破

に

一
板

点

ヤ
鉄

地
イ
材

ブ

ワ
鋼

二

鷲
鞠

ラ
た

れ
坤

一

っ
切
輔

し
か
が
胸

ト

か
プ
を

ミ
し

一
枚

セ
さ

口
3

告発の概要

纖鱗
発

告

分
運
略

告

被
処

で

M

手
6
転

5
墹

伍

及

の

繕
銚
滋

燬
溌
旙

人
容

子

先
発
内

猶

発
告

分

訴

告

被
処

起

分
他
処
要

の
政
概

そ
行

の

の
効

露
同

告

･

･
到
警
9

3

崩
書

･
消

h

視
文

3

取

(
(

び

h
可

局

問
及

(
許

輸

日
止

建
行

運
税
停
地
通

畿
両
用
畿
車

近
5

便
近
特

"
"

m

勧
告

･

･
国
警
5

5

瓢
書

･
消

h

れ
文

5

取

(

(
び

h

可

局

間
及

(
許

輸

日
止
建
行

運

館
停

地
通

畿
両
用
畿
車

近
5

便
近
特

※道路行政セミナー (No32) 参照

実
際
の
取
締
り
で
は
通
行
を
停
止
さ
せ
、
計
測
や
事
情
聴

取
を
行
い
、
通
行
の
中
止
や
重
量
を
軽
減
す
る
よ
う
に
措

置
命
令
が
下
せ
る
。
違
反
者
に
と
っ
て
は
大
変
怖
い
存
在

で
あ
る
。
た
だ
、
最
近
で
は
不
法
無
線
交
信
に
よ
っ
て
後

続
の
違
反
車
が
取
締
り
を
避
け
る
ケ
ー
ス
や
再
三
の
措
置

命
令
を
受
け
て
も
行
政
処
分
が
困
難
な
白
ナ
ン
バ
ー
の
横

行
な
ど
、
取
締
り
の
効
率
性
や
実
効
上
の
課
題
が
増
え
て

き
て
い
る
。

阪
神
地
区
で
は
大
阪
府
警
、
兵
庫
県
警
を
は
じ
め
関
係

機
関
が
過
積
載
問
題
に
対
す
る
認
識
が
高
く
、
当
公
団
と

の
協
力
体
制
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
前
述
し

た
通
り
で
あ
る
o

表
3
は
近
年
に
お
い
て
阪
神
高
速
道
路
で
発
生
し
た
代

表
的
な
過
積
載
違
反
車
両
に
よ
る
事
故
で
あ
る
が
、
何
れ

の
場
合
も
人
身
事
故
と
い
う
最
悪
な
事
態
に
は
到
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
告
発
等
に
よ
り
厳
正
な
処
分
が
行
わ
れ
て
い

る
0さ

ら
に
、
最
近
話
題
と
な
っ
た
事
案
と
し
て
は
、
兵
庫

県
警
が

｢過
積
載
取
締
本
部
｣
を
設
置
し
半
年
以
上
に
わ

た
っ
て
捜
査
を
行
っ
た
極
め
て
大
が
か
り
な
取
締
り
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
捜
査
の
特
徴
は
、
捜
査
体
制
、
捜
査
範

囲
、
捜
査
回
数
等
の
規
模
の
大
き
さ
、
ま
た
、
新
聞
･
テ

レ
ビ
等
の
P
R
効
果
に
よ
る
抑
止
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

何
よ
り
我
々
道
路
管
理
者
に
は
軸
重
計
で
測
定
し
た
デ
i

夕
が
本
格
的
に
活
用
さ
れ
た
点
が
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

て
、
阪
神
高
速
関
係
で
は
、
公
団
が
三
国
以
上
文
書
警
告

し
た
違
反
者
が
対
象
と
さ
れ
た
。
県
警
の
発
表
で
は
検
挙

状
況
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
阪
神
高
速
関
係

を
捜
索
･検
挙
･
処
分
後
も
軸
重
計
測
デ
ー
タ
で
モ
ニ
タ
ー

を
続
け
て
い
る
が
、
根
絶
し
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
運

送
業
者
、
荷
主
等
上
流
か
ら
の
構
造
的
な
違
反
に
メ
ス
が

入
っ
た
こ
と
で
大
き
な
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
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千　

　

　

　

件

数

軸
重
計
デ
ー
タ
の
活
用
は
、
い
ち
早
く
運
輸
局
で
の
行

政
処
分
の
際
に
点
数
化
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前

述
し
た
が
、
図
7
は
運
輸
局
へ
の
行
政
処
分
等
依
頼
の
件

数

(違
反
回
数
が
月
間
三
回
以
上
の
会
社
、
個
人
)
の
推

移
を
示
し
て
い
る
。
貨
物
運
送
事
業
者
の
対
象
件
数
は
三

年
度
以
降
大
幅
に
減
少
、
こ
れ
は
運
輸
局
の
行
政
処
分
基

準
の
運
用
が
厳
格
に
な
っ
て
か
ら
の
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
。

五
年
度
に
白
ナ
ン
バ
ー
も
含
め
半
減
し
た
の
は
道
路
交
通

法
の
改
正
や
前
記
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
五
年
五
、
六
月
よ

り
以
後
の
現
象
で
あ
る
。

最
後
に
、
当
公
団
が
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
行
っ
て

い
る
の
が
過
積
載
防
止
講
習
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
に

一
、
二
度
、
年
間
一
〇
回
程
度
以
上
の
反
復
会
社
約
一
〇

○
社
の
代
表
者
又
は
連
行
管
理
者
を
呼
び
出
し
、
警
察
、

運
輸
局
及
び
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
協
力
で
運
行
改
善
の
講
習

及
び
個
別
指
導
を
行
う
と
と
も
に
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
て

い
る
も
の
で
、
過
去
一
〇
年
程
度
継
続
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

六

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
比
較
的
地
味
な
対
策
の
積
上
げ
が
な
さ
れ
て

き
た
中
で
、
軸
重
違
反
デ
ー
タ
の
よ
う
な
客
観
的
な
情
報

に
基
づ
い
て
運
輸
局
の
行
政
処
分
等
や
今
後
警
察
へ
の
告

発
を
頻
繁
に
可
能
と
な
れ
ば
、
極
め
て
悪
質
な
違
反
者
の

抑
止
に
有
効
な
こ
と
は
最
近
の
状
況
か
ら
も
伺
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
公
団
と
し
て
は
道
路
交
通
法
の
施
行
に
伴
い
、

従
来
に
も
増
し
て
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
い
、
ま
た
刑
事
告
発
を
行
う
こ
と
で
車
両
の
使
用
者
、

荷
主
等
の
責
任
追
求
な
ど
問
題
の
根
源
に
踏
み
込
ん
だ
取

締
り
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

し
か
し
、
道
路
の
現
場
に
お
い
て
は
、
ま
だ
問
題
の
解

決
に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か
に
軸
重

計
測
の
写
真
撮
影
の
設
定
値
以
下
に
抑
え
た
通
行
や
、
軸

重
計
未
設
置
料
金
所
の
通
行
等
が
増
え
て
お
り
違
反
行
為

の
潜
行
化
が
見
ら
れ
る
。
公
団
の
取
締
り
専
従
班
に
よ
る

指
導
取
締
り
は
、
軸
重
自
動
計
測
を
補
完
し
て
交
通
安
全

の
確
保
と
現
場
で
の
抑
止
力
を
効
か
せ
る
唯
一
の
方
法
で

あ
る
が
、
今
後
も
質
的
量
的
な
取
締
り
の
工
夫
を
行
い
つ

つ
警
察
と
の
合
同
取
締
り
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
過
積
載
違
反
防
止
の
啓
蒙
･

広
報
活
動
、
常
習
違
反
者
の
追
跡
調
査
、
個
別
指
導
等
を

現
在
以
上
充
実
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
取

締
り
実
施
の
た
め
使
用
資
機
材
の
整
備
、
車
両
の
総
重
量

計
を
備
え
た
本
格
的
な
取
締
基
地
の
設
置
も
課
題
で
あ
る
。

今
回
の
建
設
省
を
は
じ
め
関
係
省
庁
に
よ
る
対
策
の
推

進
に
よ
り

｢新
交
通
三
悪
｣
の
一
つ
で
あ
る
過
積
載
問
題

が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
公
団
は
以
上

述
べ
た
よ
う
な
対
策
に
よ
っ
て
少
し
で
も
こ
れ
に
寄
与
す

る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
o
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兵
庫
県
警
の
過
積
載
取
締
り
の
検
挙
等
状
況

(※
人
数
等
は
い
ず
れ
も
概
数
で
あ
る
)

道
路
交
通
法
違
反

(過
積
載
)

検
挙
人
数
四
〇
〇
人

(六
〇
法
人
含
む
)
検
挙
件
数
四
、
五
〇
〇
件

道
路
法
違
反

(無
許
可
通
行
)

検
挙
人
数
五
〇
人

(
一
五
法
人
含
む
)
検
挙
件
数
一
六
〇
件

そ
の
他
法
令
違
反

検
挙
人
数
一
〇
人

(
一
法
人
含
む
)
検
挙
件
数
五
〇
件

※
上
記
の
内
、
反
則
金
の
告
知
一
、
四
〇
〇
件
。
こ
れ
以
外
は
検
察

庁
送
致
。

現
在
、
順
次
刑
事
処
分
が
確
定
し
つ
つ
あ
る
。

自家用車

※平成5年度は総年2月分まで

図 7 運輸局への行政処分等依頼件数
(毎月 3回以上の違反法人 ･個人件数)



特
殊
車
両
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発

は
じ
め
に

我
が
国
の
社
会
･
経
済
の
高
度
化
、
多
用
化
の
進
展
に

伴
う
輸
送
貨
物
の
効
率
化
と
物
流
の
国
際
化
に
よ
る
大
型

海
上
コ
ン
テ
ナ
ー
の
導
入
等
に
伴
う
輸
送
車
両
の
大
型
化
、

重
量
化
が
社
会
的
要
請
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
六
三
年
臨

時
行
政
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
も
、
道
路
に
お
け
る
車

両
諸
元
規
制
緩
和
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
中
に
は
、
特
殊
車
両
許
認
可
等
の
運
用
に
お
い
て

道
路
、
橋
梁
等
に
通
過
可
能
性
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充

実
と
と
も
に
道
路
利
用
者
等
へ
の
理
解
に
資
す
る
よ
う
周

知
を
は
か
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
運
用
管
理
に
つ
い
て
、
道
路
の
保
全

と
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
か
ら
特
殊
車
両
の
通
行

(特
に
違
反
車
両
)
に
関
す
る
適
切
か
つ
効
率
的
な
取
締

簗過積載対策

り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
平
成
元
年
度
-
平
成
二
年
度
に
か
け

｢機
動

的
･
効
率
的
｣
な
取
締
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
種
違

反
車
両
の
防
止
に
役
立
て
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
報
告
を
受
け
、
特
殊
車
両
自
動
計
測
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

一
方
、
緊
急
経
済
対
策

｢規
制
緩
和
の
実
施
｣
に
よ
る

車
両
の
大
型
化
か
ら
道
路
構
造
面
で
未
対
応
の
道
路
で
の

新
規
大
型
車
両
の
通
行
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

精
度
の
高
い
計
測
装
置
の
開
発
が
求
め
ら
れ
た
。

本
開
発
は
、
こ
の
期
待
に
も
応
え
る
よ
う
に
、
平
成
七

年
度
の
運
用
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
平
成
四
年
か
ら
三
箇
年
計
画
で
近
畿
技
術
事

務
所
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
る

｢特
殊
車
両
自
動
計
測

シ
ス
テ
ム
の
開
発
｣
を
紹
介
す
る
。

開
発
を
進
め
る
に
当
た
り
、
指
導
取
締
り
の
課
題
･
改

善
に
つ
い
て
整
理
を
行

っ
た
。

そ
の
項
目
を
次
に
示
す
。

課

題

一

指
導
取
締
り
体
制

①
走
行
中
に
お
け
る
対
象
車
両
の
判
定

②
計
測
要
因
確
保
の
困
難
性

③
実
施
回
数
の
増
加

二

実
施
箇
所
数

の
指
導
取
締
基
地
が
少
な
い

②
基
地
の
設
置
位
置
の
検
討

③
基
地
の
面
積
が
少
な
い

三

車
両
計
測
機
器

の
幅
、
高
さ
、
長
さ
等
は
人
に
よ
る
計
測



②
構
造
物
に
影
響
す
る
諸
元
の
計
測
機
器

③
車
両
の
大
型
化
に
対
す
る
機
器
の
不
備

四

対
象
車
両
の
増
加

の
物
流
業
界
の
合
理
的
･
効
率
的
輸
送

②
車
両
無
線
に
よ
る
取
締
り
情
報
交
換

改
善
面
の
検
討
(合
理
的
･効
率
的
)

一

対
象
車
両
の
判
定

長
さ
、
高
さ
、
幅
、
軸
重
等
の

本線システム 基地システム

一
措
置
命
令
.指
導
警
告

一

一

測

･
車
幅

計

･
車
高

動

･
車
長

目

･
車
重

特
認
セ
ン
タ
ー
登
録

一

撮
像
･
ナ
ン
バ
認
識

-

情
報
板
の
表
示
･
誘
導

測

･
車
幅

計

･
車
高

動

･
車
長

目

･
軸
重
･
ナ
ン
バ
認
識

測

･
車
幅

計

･
車
高

動

･
車
長

目

･
車
重

陸運事務所照会

システム構成図

特
認
セ
ン
タ
ー
登
録

(将
来
)

デ
ー
タ
収
集
･
再
生

(事
務
所
)

弘
三

措
置
命
令
,指
導
警
告

言

-
-
-
-
l
t
-
-
-
-
-
-
-
-
-
l
-
I
I
-
-
-
--

図

自
動
判
定

(本
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
)

二

計
測
時
間
の
短
縮

長
さ
、
高
さ
、
幅
、
車
重
等
の

自
動
判
定

(基
地
シ
ス
テ
ム
の
整
備
)

三

要
員
確
保
の
改
善

四

情
報
処
理
の
改
善

課
題
･
改
善
点
と
シ
ス
テ
ム

課
題
･
改
善
を
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
の
構
成
に
ま
と
め

る
と
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

従
来
型
セ
ン
サ
ー
の
問
題
点

表1 従来型センサーの比較

基 本 原 理 実用上の特徴･課題

車長計測 褻
溝u

鬘

愁キ浚

褓

光
セ

セ
O

蹴能
設
可

で

の
定

繃

縞

の上
能

1
未

易

以
可

サ
/

審

線
不

ン
上

置

車
用

セ
以

設

2
使

車高計測

蝸
こ

壺
霊

回
期

蝸
、T
d｢

汚

L

鞠
繧

隔
差

間
誤

グ
に

ン
時

リ
速

プ
高

ン

、

サ
め
る

は
た
な

濃
い
と

鸚
鯛壺

霊
確

纈

繊

敵

妙
能
硬

以
可

下
い

線
不

以
な

痺鰤
離諫

回
期

醗

ー

鮴誼璽
ほ

響
｣

ズイ
.ノ

は

の

、

で

渉

り
い

路

干

あ
易

道

の

で
け

の

ン

音
受

上
能

一
り

は
を

以
可

し
あ

波
響

線
不

接
題

音
影

車
用

隣
問

題
の

2
使

自
動
計
測
に
必
要
な
セ
ン
サ
ー
の
検
討
を
行
っ
た
。

現
在
実
用
化
さ
れ
て
い
る
セ
ン
サ
ー
を
車
両
の
長
さ
･



高
さ
･
幅
の
面
か
ら
比
較
し
た
。

表
1
に
セ
ン
サ
ー
の
比
較
を
示
す
。

表
に
示
す
よ
う
に
、
超
音
波
の
反
射
波
の
遅
延
時
間
も

し
く
は
赤
外
光
の
遮
断
に
よ
る
方
式
が
実
用
化
さ
れ
て
い

る
が
、
超
音
波
に
よ
る
車
高
計
測
以
外
は
本
線
二
車
線
以

上
を
対
象
と
し
た
道
路
で
は
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

従
っ
て
、
本
線
に
お
け
る
諸
元
の
自
動
計
測
に
は
、
道

路
上
方
に
設
置
し
て
計
測
可
能
な
方
式
の
開
発
が
必
要
と

な
る
。

ま
た
、
計
測
精
度
五
伽
以
上
が
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、

光
セ
ン
サ
ー
で
も
レ
ー
ザ
光
の
よ
う
な
直
進
性
の
良
い
光

を
用
い
た
セ
ン
サ
ー
の
開
発
が
必
要
に
な
る
。

自
動
計
測
に
必
要
な
セ
ン
サ
ー
の
開
発

本
線
二
車
線
以
上
を
対
象
と
し
た
車
両
の
長
さ
と
幅
の

計
測
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
超
音
波
、
光
セ
ン
サ
ー
で
は

計
測
が
不
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
開
発
の
目
的
は
多
種
多
様
な
形
状
を
し
た
実
車

両
を
条
件
に
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
画
像
処
理
の
応
用
技
術
を

利
用
し
て
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

求
め
る
性
能
は
二
四
時
間
の
連
続
使
用
、
屋
外
設
置
、

一
秒
以
内
の
高
速
処
理
等
の
諸
条
件
を
含
め
る
。

ス
テ
レ
オ
画
像
処
理
の
開
発

一
台
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
場
合
、
車
両
と
そ
の
背
景

に
輝
度
差
が
少
な
い
と
分
離
が
困
難
で
あ
る
。

二
つ
の
映
像
を
ス
テ
レ
オ
方
式
で
撮
影
す
る
と
撮
影
物

体
を
立
体
と
し
て
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
一
台
の
カ
メ

ラ
よ
り
、
は
る
か
に
検
出
が
容
易
に
な
る
。

晴
天
時
の
車
両
の
影
を
車
両
と
見
な
す
こ
と
も
な
く
、

正
確
な
測
定
が
可
能
と
な
る
。

写
し
出
さ
れ
た
映
像
の
ど
の
部
分
が
車
両
で
あ
る
か
を

識
別
す
る
為
に
車
両
の
エ
ッ
ジ
を
正
し
く
検
出
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
エ
ッ
ジ
検
出
が
ス
テ
レ
オ
画
像

処
理
の
開
発
の
す
べ
て
と
も
言
え
る
。

図
2
は
ス
テ
レ
オ
画
像
の
計
測
原
理
を
示
す
も
の
で
二

台
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
る
画
像
の
中
で
、
特
徴
点

(車

両
の
側
面
及
び
前
後
端
の
エ
ッ
ジ
上
の
点
)
に
注
目
し
、

両
カ
メ
ラ
の
空
間
上
の
対
応
を
と
る
こ
と
で
、
車
長
、
車

幅
を
自
動
計
測
す
る
。

一
方
、
牽
引
車
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
、
ク
レ
ー
ン
車
、
円

筒
形
を
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
等
の
特
殊
な
形
状
の
車

両
は
、
車
両
デ
ー
タ
毎
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

特
徴
抽
出
を
行
う
処
理
ロ
ジ
ッ
ク
を
設
け
、
特
定
パ
タ
ー

ン
で
の
計
測
を
行
う
。

現
在
、
実
験
車
両
で
十
二
○
釦
を
確
認
で
き
た
。

目
標
十
五

伽
と
し
て
精
度
を
高
め
て
い
く
。

妻
V

糠

d

鞆

　

　　

　
　

　

　

　
　

　
　

　　
　

図 2 ステレオ画像の計測原理

u

V の饑
礁効

幼肘赫
%
鰹

ラ
点
D

が轍
に

子･l レンズの焦点距離

Id ら
離

か
距

心
の

中
で

ズ
まの輔

}‘･ らか
離

心
距

中
の

の
で

1
ま

ズ
点

ン
徴

し
特

S -りか
難

心
距

中
の

の
で

字̂せま
ズ
点

ン
徴

し
特

D の-りか緬のさ鑓力設
MH 求める車高

W 求める車幅

A の間?｣1.･認メ置力
設

軸
重
計
の
開
発

軸
重
計
の
設
置
事
例
は
料
金
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

速
度
も
一
○
如
/
H
前
後
で
、
静
止
に
近
い
状
態
で
計
測

し
て
い
た
。

本
線
シ
ス
テ
ム
の
軸
重
計
は
高
速
で
計
測
で
き
る
事
が

条
件
で
、
六
〇
如
/
H
前
後
で
使
用
で
き
る
こ
と
を
当
初

目
標
に
お
い
て
、
開
発
に
着
手
し
た
。



計
測
精
度
を
高
め
る
為
に
、
実
験
車
両
に
よ
る
軸
重
計

の
計
測
デ
ー
タ
を
集
め
、
高
速
対
応
で
き
る
計
測
処
理
の

開
発
を
行
っ
た
。

現
在
、
高
速
時
の
検
証
と
寒
冷
地
へ
の
適
用
を
中
心
に

開
発
を
進
め
て
い
る
o

ま
た
、
軸
間
距
離
計
測
等
の
開
発
も
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
o

現
在
、
実
験
車
両

(速
度
六
○
如
/
H
)
で
十
二

･
五

ト
ン
を
確
認
で
き
た
。

引
き
続
き
、
六
〇
如
/
H
以
上
に
つ
い
て
、
路
面
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
、
車
種
、
走
行
速
度
、
軸
振
動
、
タ
イ
ヤ
圧
の

条
件
を
変
え
て
、
精
度
を
高
め
て
い
く
。

本
線
シ
ス
テ
ム
･
基
地
シ
ス
テ
ム

一
本
線
シ
ス
テ
ム

本
線
シ
ス
テ
ム
は
ス
テ
レ
オ
画
像
処
理
で
長
さ
･
幅

の
計
測
、
超
音
波
セ
ン
サ
ー
で
高
さ
計
測
、
そ
れ
に
軸

重
計
を
加
え
た
車
両
諸
元
計
測
装
置
と
自
動
車
ナ
ン
バ
ー

認
識
装
置
及
び
基
地
へ
誘
導
す
る
た
め
の
情
報
表
示
装

置
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

図
3
に
本
線
の
計
測
フ
ロ
ー
と
機
器
配
置
を
示
す
。

車
両
が
門
柱
2
に
達
す
る
と
車
両
検
出
部
が
動
作
す

る
。こ

の
検
知
部
の
出
力
を
受
け
、
門
柱
1
と
門
柱
2
の

各
二
台
の
カ
メ
ラ
が
図
2
に
示
し
た
ス
テ
レ
オ
画
像
の

計
測
原
理
で
車
頭
･
車
尾
の
車
幅
と
車
長
の
計
測
を
行

本線システム全景

　　
　
　

ふ
さ
ぎ
ノ

　
　
　
　

　　
　　　
　

　　　
　門

柱
1
で
は
、
車
高
と
車
重

(軸
重
)
計
測
を
行
う
。

車
両
が
門
柱
3
に
達
す
る
と
車
両
検
出
部
が
動
作
し

て
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
を
認
識
す
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
基
地
へ
送
出
す
る
と
と
も
に
情

報
表
示
装
置
に
基
地
に
誘
導
が
必
要
な
車
両
情
報
を
表

部
ポ
出

ラ
ロ
検

メ
ト
高

カ
ス
車

,
□庇、

, ,
認識装置 情報趣纖装置
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図 3 本線システムの計測フロー
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車両諸元計測装置



示
す
る
。

二

基
地
シ
ス
テ
ム

基
地
シ
ス
テ
ム
は
本
線
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
方
法
で
測

定
を
行
う
ほ
か
に
投
受
光
器
に
よ
る
最
大
車
高
計
測
、

車
重
計
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
表
示
装
置
及
び
局
舎
内
の

デ
ー
タ
処
理
装
置
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

図
4
に
基
地
の
計
測
フ
ロ
ー
と
機
器
配
置
を
示
す
。

車
尾
側
の
門
柱
の
数
が
多
い
の
は
車
長
を
き
め
細
か

く
測
定
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
。

又
、
基
地
局
に
つ
い
て
は
本
開
発
に
合
わ
せ
て
既
設

車
重
計
と
建
屋
の
改
修
を
行
い
、
車
重
計
に
つ
い
て
は
、

ひ
ょ
う
量
百
ト
ン
(載
荷
板
の
大
き
さ
四
m
×
二
0
m
)

を
採
用
し
た
。

こ
れ
は
、
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
も
の
で
計
量

時
の
効
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

三

本
線
と
基
地
の
シ
ス
テ
ム
構
成
を
次
に
示
し
、
図
5

に
全
体
の
シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。

(本
線
シ
ス
テ
ム
)

の
車
両
諸
元
計
測
装
置

①
車
高
検
出
部

②
軸
重
検
出
部

③
車
両
検
出
部

④
車
長
･
車
幅
検
出
部

②
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
認
識
装
置

①
車
両
検
出
部

ラ
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図 4 基地システムの計測
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テ
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幅
検
出
部
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車
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検
出
部

図 5 特殊車両自動計測システム イメージ図
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@
デ
1
タ
処
理
装
置

事
務
所
･
局
モ
ニ
タ
ー

(将
来
)

本
線
シ
ス
テ
ム
の
自
動
運
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
特
殊
車
両
を
含
め
た
本
線
走
行
中
の
車
両
デ
ー
タ

が
収
集
で
き
る
o

事
務
所
･
局
で
も
容
易
に
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
、
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
こ
と
で
道
路
計
画
･
道
路
維

持
へ
の
統
計
デ
ー
タ
や
道
路
状
況
監
視
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
る
。



本
線
上
の
設
置
工
事

シ
ス
テ
ム
を
国
道
一
号
枚
方
バ
イ
パ
ス
に
展
開
す
る
為

に
、
軸
重
計
等
の
機
械
設
備
を
本
線
に
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
、
本
線
を
約
一
ヶ
月
の
長
期
に
渡
っ
て
規
制
を
す
る

本
格
的
な
工
事
を
行
っ
た
。

工
事
の
際
留
意
し
た
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

一

工
事
は
深
夜
一
二
時
か
ら
朝
六
時
ま
で
と
す
る
。
朝

六
時
に
は
完
全
復
旧
を
図
り
、
通
常
の
交
通
が
確
保
で

き
る
“こ
1と
0

二

規
制
は
二
車
線
の
片
側
の
み
と
す
る
。

三

工
事
期
間
中
で
も
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
を
与
え
る

こ
と
な
く
、
重
機
械
は
工
事
直
前
に
現
場
に
搬
入
す
る

S
六
三

H
二

H
三

H
四

H
五

H
六

H
七 年

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
を
受
け
て

平
成
元
年
度
･
平
成
二
年
度
直
轄
国
道
管
理

調
査

｢機
動
的
取
締
に
関
す
る
調
査
｣
実
施

全
国
特
認
担
当
者
会
議
に
お
い
て
｢特
殊
車

両
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
｣
開
発
着
手
確
認

特
殊
車
両
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す

る
地
建
内
の
基
本
計
画
業
務
の
策
定
と
手
続

開
発
委
員
会
発
足

特
殊
車
両
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
開
発
、

本
線
走
行
車
線
シ
ス
テ
ム
工
事
発
注

基
地
シ
ス
テ
ム
工
事
発
注

本
線
追
越
車
線
シ
ス
テ
ム
工
事
発
注
(予
定
)

運
用

経

緯

表 2 P C 板設置工事

こ
の
繰
り
返
し
を

三

一回
行
っ

規

制
↑

掘

削
↑

設
置
準
備

↑
埋
め
戻
し

↑
規
制
解
除

↑

規

制
↑

掘

削
↑

設
置
準
備

↑
P
C
板
設
置

↑
規
制
解
除

,｣
'と
0

四

本
線
の
埋
め
戻
し
等
の
残
土
は
所
定
の
方
法
に
従
っ

て
、
都
度
現
場
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
。

工
事
の
う
ち
本
線
部
分
は
、
約
三
0
m
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
、
軸
重
計
･
門
構
柱
の
基
礎
･
据
付
工
事
、
歩
道

部
分
は
本
線
の
装
置
か
ら
基
地
局
ま
で
の
数
百
m
の
間
の

管
路
埋
設
。

本
線
工
事
に
必
要
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板

(P
C
板
)
は

予
め
工
場
で
二
四
分
割
に
し
て
製
作
し
た
。

こ
れ
は
、
現
場
工
事
の
短
縮
と
道
路
面
の
平
坦
性
及
び

精
度
を
確
保
す
る
為
で
あ
る
。

P
C
板
一
枚
毎
の
工
程
を
立
案
し
て
進
め
た
。

表
2
に
P
C
板
の
設
置
工
事
を
示
す
。

今
後
の
運
用
に
備
え
て

本
線
シ
ス
テ
ム
の
豊
富
な
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
。

従
来
、
取
締
り
時
し
か
得
れ
な
か
っ
た
違
反
車
の
実
態

が
本
線
シ
ス
テ
ム
の
二
四
時
間
稼
働
で
情
報
量
が
増
え
る
。

一

二
四
時
間
の
自
動
監
視

無
人
に
よ
る
監
視
が
可
能
で
あ
る
。

一
一
走
行
車
両
の
実
態
把
握

走
行
す
る
全
車
両
の
中
か
ら
調
査
対
象
車
両
を
収
集

もす
る
。

例
え
ば

○
左
記
の
車
両
諸
元
を
超
え
て
い
る
全
車
両
に
つ
い
て
、

軸
重
値
と
車
両
ナ
ン
バ
ー
情
報
を
二
四
時
間
連
続
で

収
集
す
る
。

②
軸
重
値
と
車
長

(
三
一m
以
上
･
以
下
)
の
判
定
を

行
い
、
軸
重
か
ら
見
た
過
積
載
車
両
の
走
行
台
数
を

自
動
収
集
す
る
。

尚
、
得
ら
れ
た
デ
!
夕
は
、
送
信
･
処
理
部
と
受

信
･
処
理
部
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
所
等

で
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
。

三

現
場
で
の
取
締
り
時
に
既
に
得
れ
た
デ
ー
タ
を
、
取

締
り
時
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
違
反
車
両
の
過
去
履
歴
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･
車
長

･
車
幅

･
車
高

一
二

m

二
･
五
m

三
･
八
m



を
用
い
た
統
計
を
活
用
し
た
取
締
り
を
行
え
る
。

る
。

四

自
動
収
集
を
含
め
た
過
去
履
歴
を
違
反
車
両
に
提
示

こ
の
よ
う
に
、
幅
広
く
活
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

す
る
こ
と
で
、
違
反
の
抑
止
効
果
を
上
げ
る
。

お
わ
り
に

幅
広
い
活
用
を
目
指
し
て

自
動
計
測
に
よ
り
増
大
す
る
車
両
と
そ
の
為
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
と
管
理
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
を
第
一

前
提
と
し
て
い
る
が
、
本
地
建
内
の
開
発
委
員
会
の
要
望

の
一
つ
に
、
走
行
状
態
で
の
許
認
可
車
両
の
把
握
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
許
認
可
条
件
を
満
た
し
た
車
両
の
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
案
と
し
て
の
運
用
方
法
は
、
事
務
所
で
許

認
可
条
件
を
記
憶
し
た
I
C
カ
ー
ド
を
渡
し
、
走
行
中
に

I
C
カ
ー
ド
の
内
容
を
路
上
設
備
で
読
み
取
り
、
本
線
シ

ス
テ
ム
で
計
測
し
た
車
両
諸
元
の
内
容
と
比
較
し
て
許
認

可
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
停
止
さ
せ
ず
に
通
過
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
構
成
は
、
前
述
し
た
I
C
カ
ー
ド
、
I

C
カ
ー
ド
の
内
容
を
車
両
か
ら
路
上
に
送
出
す
る
車
載
設

備
、
I
C
カ
ー
ド
の
内
容
を
読
み
取
る
路
上
設
備
及
び
特

殊
車
両
自
動
計
測
本
線
シ
ス
テ
ム
と
で
構
成
さ
れ
る
。

I
C
カ
ー
ド
に
は
無
線
機
能
を
持
っ
た
物
も
有
り
、
コ

ス
ト
は
通
常
の
I
C
カ
ー
ド
よ
り
高
価
だ
が
、
車
載
機
が

不
要
に
な
る
o

ま
た
、
I
C
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
路
上
設
備
を
複
数
設

置
す
れ
ば
、
特
殊
車
両
の
経
路
監
視
と
0
D
調
査
が
行
え

本
シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
の
保
全
と
交
通
の
危
険
を
防
止

す
る
為
に
、
特
殊
車
両

(特
に
違
反
車
両
)
に
関
す
る
適

切
で
か
つ
効
率
的
な
取
締
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
開

発
を
進
め
て
い
る
o

今
後
は
、
現
状
の
体
制
に
お
け
る
問
題
点
を
更
に
分
析

し
、
機
動
的
、
効
率
的

(合
理
的
)
取
締
り
体
制
を
確
立

す
る
為
に
、
本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
取
締
り
体
制
の
検

討
を
含
め
て
、
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
シ
ス
テ
ム
は
特
殊
車
両
の
自
動
計
測
と
し
て
い
る
が

シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
計
測
デ
ー
タ
も
豊
富
に

な
り
、
本
文
で
も
紹
介
し
た
よ
う
な
、
関
連
分
野
で
の
活

用
も
期
待
で
き
る
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
施
設
立
地
、
現
存
の
法
律
等
の
条
件
下
で
あ

る
が
、
取
締
り
全
般
を
含
め
現
場
と
一
体
と
な
っ
た
開
発

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
本
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た

本
省
及
び
関
係
各
位
の
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



今
回
発
行
さ
れ
た
平
成
四
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
は
、

平
成
五
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
交
通
管
理
の
状
況
及
び

平
成
四
年
度
中
の
道
路
交
通
管
理
の
実
績
に
つ
い
て
計
数

的
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
び
取
り
ま
と
め
を
終
え
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

紹
介
し
た
い
。

一
調
査
の
目
的

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
建
設
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課
が
全
国
の
道
路
管
理
者
の
協
力
を
得
て
、
全
国

の
道
路
法
上
の
道
路
に
つ
い
て
道
路
交
通
管
理
の
実
態
と

そ
の
変
化
を
適
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
済

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即
し
た
望

ま
し
い
道
路
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
#
度
実
施
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二

調
査
依
頼
先

全
国
の
道
路
と
そ
の
管
理
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る

た
め
、
全
て
の
道
路
管
理
者
に
調
査
を
依
頼
す
る
必
要
が

あ
る
。
実
際
に
は
、
道
路
交
通
管
理
課
長
が
、
道
路
関
係

四
公
団

(日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神

高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
)、
名
古
屋
高

速
道
路
公
社
、
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
、
北
海
道
開

発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
各
地
方
建
設
局
、
各
部
道
府

県
、
各
指
定
市
の
担
当
部
長
当
て
に
依
頼
し
て
お
り
、
指

定
市
以
外
の
市
町
村
に
関
し
て
は
、
管
轄
の
各
都
道
府
県

で
取
り
ま
と
め
て
報
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
る
。

三

調
査
の
対
象

調
査
対
象
道
路
と
そ
の
調
査
機
関
は
表
ー
の
と
お
り
で

あ
る
。

道
路
運
送
法
に
よ
る
一
般
自
動
車
道
等
は
、
道
路
法
に

基
づ
く
道
路
で
は
な
い
の
で
、
調
査
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
、
道
路

法
に
基
づ
き
指
定
ま
た
は
認
定
さ
れ
、
道
路
管
理
者
が
管

理
し
て
い
る
全
て
の
道
路
で
あ
る
。

四

調
査
項
目

○

道
路
管
理
の
組
織
及
び
人
員
の
状
況

②

道
路
管
理
延
長
、
沿
道
状
況
別
延
長
等
の
状
況

③

道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

④

道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況
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表 1 調査の対象

調査対象道路種別 調 査 機 関

酪

内
外

間

間

路

道

腕
･

国
滯
路

車
遠
道

動
国
遠

道

定
定

県
道

料

区
区

道

道

目

四
高

国
指
指

府
村

有

遠
州

市

般

道
町

般

高
本
部

一

都
市

一

項駕蹴

、

擬

“

緘

緘
、

す

ず

す

道

ま

、

上

上

上

轆

粍
鰤

て

て

て

握名

競
艇
総

鞠
灘
壽
蹴

局
務

者

圦
圦

都

神
社

設
事
理
路
路

0

県

o

阪
公

建
合

管

道
道

く

府

く

団

、
路

方

総

路

発
発
除

道

除

公
団

道

地
縄

道

開
聞

を

都

市

を

橋

公

速

、
沖

き
(

(
市

(
定

市

団
絡
路
高

局

、
づ
局
局
定

団
社
指
定

公
運

道
州

発

局

基
,発

発
指

公

公

、
指

路

国
連
九

開
設

に
闇

開

く
路
路

県

(

道

四
高
北

道
建
定
道
道
村
道
道
府
村

本
州
都
間

海
方

規

海
海

町

本
方

道

町

ロ
本
首
福

北

地

の
北
北
市

H
地
都

市

⑤

道
路
災
害
の
発
生
状
況

◎

道
路
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
及
び
活
動
状
況

の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
状
況

圏

異
常
気
象
時
等
に
お
け
る
通
行
規
制
状
況

⑨

車
重
量
計
等
の
設
置
状
況

⑩

特
殊
車
両
指
導
取
締
状
況

⑩

通
行
で
き
る
車
両
の
重
量
の
制
限
、
高
さ
の
制
限

及
び
幅
の
制
限
を
行
っ
て
い
る
道
路
の
現
況

⑭

原
因
別
渋
滞
の
発
生
状
況

⑬

異
常
気
象
時
等
に
お
け
る
警
戒
体
制
及
び
緊
急
体

制
発
動
状
況

五

道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

道
路
交
通
管
理
統
計
は
、
道
路
交
通
管
理
に
係
る
基
礎

的
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
お
り
、
分
析
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
様
々
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
る
よ
う
に
い
く
つ

か
の
デ
ー
タ
を
解
説
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

の

道
路
管
理
延
長
、
沿
道
状
況
別
延
長
等
の
状
況

(表
2
参
照
)

道
路
管
理
延
長
、
沿
道
状
況
別
延
長
、
道
路
法
四
四
条

の
沿
道
区
域
延
長
、
除
雪
区
間
延
長
、
維
持
修
繕
費
を
道

路
種
別
ご
と
に
集
計
し
て
い
る
。

な
お
、
沿
道
状
況
別
延
長
は
、
建
設
省
が
実
施
す
る

｢全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査

(セ
ン
サ
ス
)｣
に
お
け
る

区
分
に
し
た
が
っ
て
い
る
o

こ
れ
ら
の
資
料
は
道
路
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
交
通
管
理
の
実
績

を
知
る
場
合
の
基
礎
デ
ー
タ
で
も
あ
る
。

平
成
五
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
道
路
管
理
延
長
の

状
況
を
見
る
と
、全
国
の
道
路
管
理
延
長
は
、
一
、
一
三
六
、

一
九
八
･
一
如
と
な
っ
て
お
り
、道
路
種
別
で
は
、市
町
村

道
が
九
五
二
、
九
三
九
･
六
如
と
総
延
長
の
約
八
四
%
を

4

占
め
、以
下
都
道
府
県
道
、
一
般
国
道
(指
定
区
間
外
)
の

に

順
で
続
い
て
お
り
、昨
年
度
以
前
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。

ャ

の

道
路
管
理
上
の
組
織
及
び
人
員
の
状
況
(表
3
参
照
)

撒

各
道
路
管
理
者
は
、
実
際
は
そ
の
下
に
あ
る
組
織
及
び

職
員
を
用
い
て
道
路
の
管
理
を
行
う
。
そ
こ
で
、
ど
の
程

度
の
人
員
と
組
織
の
規
模
及
び
数
で
道
路
が
管
理
さ
れ
て

い
る
か
を
把
握
し
、
適
正
な
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

組
織
及
び
人
員
を
決
定
し
て
い
く
際
の
参
考
資
料
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
資
料
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
員
と
組
織
の
規
模
と
道
路
管

理
の
実
績
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
路
監
理
員
の
任
命
状
況
を
み
る
と
、
昨
年
度
が
計

三
四
、
一
九
〇
人
な
の
に
対
し
今
年
度
は
三
六
、九
七
四
人

と
、
全
体
と
し
て
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
監
理

員
一
人
当
た
り
の
管
理
延
長
は
短
く
な
っ
た
が
、
本
州
四

国
連
絡
橋
公
団
が
○
･
六
如
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
市
町

村
で
は
五
五
･
二
虹
と
格
差
が
大
き
い
。

③

道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

(表
3
参
照
)

道
路
管
理
の
重
要
な
手
段
と
し
て
、
道
路
管
理
用
車
両

が
あ
る
。
こ
の
保
有
状
況
は
道
路
管
理
の
状
況
と
密
接
な

相
関
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
例
に
と

っ
て
み
る
と
、

一
台
当
た

り
の
管
理
延
長
は
都
市
高
速
道
路
公
団
等
で
二
･
八
虹
で

あ
る
の
に
対
し
、
市
町
村
で
三
二
七
･
五
如
と
、
や
は
り



表 2 道路の管理延長、沿道状況別延長等の状況 (平成 5年 4月 1日現在)

項目
道路種別

道路管理
延長 (km)

沿 道 状 況 別 延 長 (km) 道路法44条
の沿道区域
延長 (km)

除雪区間
延長 (km)

平成 4年度
維持修繕費

(千円)1 2 3 4

高速自動車国道 5,404 .4 226 .2 404 .3 2,110 .O 2 ,663 .9 0 ･0 0.0 210 ,069 ,030

本州四国連絡橋 108 4 0 ･0 2.4 50 .6 55.4 0.0 0 ･0 4 ,057,485

都市高速道路 470.3 396 .6 47.6 26 .1 0 ･0 0 .0 0.0 71,295 ,971

一般

国道

指定区間内 20,586.4 3,060 .9 2,966.4 10 ,242.7 4 ,316.4 0 .0 10 ,362 .4 263 ,290 ,164

指定区間外 30 ,879 .3 2 ,135 .1 3,932 .1 11,308 .O 13 ,504.1 1,874 1 12,078.4 108 ,189 ,963

都道府県道 123,647 .9 9,541.3 12,843 2 51,053 .6 50,209 .8 7,098.O 51,107,1 301 ,614,619

市町村道 952,939 .6 9,253,4 138,753.7 377,520 ,865

般

料

路

一

右

道

(日本道路公団) 651.0 92.7 64 ,3 143 ,7 350 .3 0 .0 0 .0 23 ,934 ,795

土木部企業局 300 ,4 2,6 0 ･7 11.3 285 ,8 0 .0 113.7 948 ,219

地方道路公社 1,210 .4 32.5 68 ,9 337,1 771.9 8 .1 286.3 15 ,226 ,358

合 計 1,136 ,198 1 15,487 .9 20 ,329 .9 75,283 .1 72 ,157.6 18 ,233 .6 212,701.6 1,374 ,384 ,545

注 1 , 沿道状況別延長は、 建設省で実施する ｢全国道路交通状況調査｣ における区分で次のとおり。
1市街部 (人口集中地区)、 2市街部 (その他)、 3平野部、 4山地部

2 , 除雪区間の延長は、 積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法 (昭和31年法律第72号) 第 3条第 1項
の規定に基いて指定された道路のうち主に積雪を理由として指定された道路及び単独事業で除雪を行っている道路の区間の
延長である。

3 . 維持修繕費は、 平成 4年度 (決算額) における橋梁補修、 舗装補修その他の修繕費及び維持費の合計額である。 ただし、
諸寶又は事務費 (人件費、 旅費、 庁費及び工事雑費) 及び指導監督事務費を除く。

表 3 道路監理員任命数とパトロールカー保有台数 (平成 5年 4月 -日現在)

≧いき
道路管理延長

(kの

道路監理員

任命数

(人)

道路監理員 1人

当たりの管理延

長 (km)

パトロールカー

保有台数

(台)

パトロールカー

1台当たりの管

理延長 (kの

H 本道路公団

本州四国連絡橋公団
都市高速道路公団等

地方建設局等

都道府県

指定市
市町村

県公社等

6 ,055 ,4

108 .4

470 .3

20 ,586 ,4

15L 181.5

51,064 .7

905,220.6

1,510.8

3 ,373

170

677

2 ,935

11,068

1,860

16 ,386

505

1.8

0 .6

0 ･7

7 .0

13 .7

27 ,5

55 .2

3 .O

81l

26

166

579

959

309

2,764

157

7 .5

4 .2

2 ,8

35 .6

157 .6

165 .3

327 .5

9 ,6

計 1,136 ,198 .1 36 ,974 30 .7 5,771 196 .9

(注) 道路監理員とは、 道路法第71条 5項の規定により、 道路監理者がその職員のうちから命じた者をいう。
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表 4 ‐ー 道路情報管理施設等の設置状況 (平成 5年 4月 1日現在) 格
差
が
大
き
い
。
指
定
市
や
市
町
村
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

種
別
別
及
び
道
路
管
理
者
別
の
設
置
状
況
を
集
計
し
て
い
る
。

一
方
、
都
市
高
速
道
路
等
で
は
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
型
の

一
台
当
た
り
の
管
理
範
囲
が
広
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
管

道
路
情
報
板
の
設
置
状
況
を
み
る
と
、
依
然
と
し
て
表

A
型
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

理
が
よ
り
困
難
な
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

示
板
に
よ
り
表
示
す
る
C
型
が
多
く
、
三
八
%
を
占
め
て

路
側
通
信
シ
ス
テ
ム

(路
側
に
設
置
さ
れ
た
小
出
力
の

④

道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

(表
4
参
照
)

い
る
。
特
に
都
道
府
県
道
で
は
六
七
%
、
市
町
村
道
で
は

中
波
放
送
機
に
よ
り
微
弱
な
専
用
電
波
を
発
射
し
、
車
載

道
路
情
報
板
、気
象
観
測
装
置
、緊
急
連
絡
装
置
の
道
路

五
四
%
を
占
め
て
い
る
。

の
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
道
路
交
通
情
報
を
随
時
提
供
で

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

し

ょ

て

き
る
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
道
路
公
団
、

道
路
交
通
遮
断
装
置

o
o

o
o

o
6

0
2

0
3

9
6

4
0

0
0

0
2

0
2

3
1

と

に

し

脱
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管
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道
路
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道
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公
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4
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目

絡

路

府
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市

指
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道
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躰
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勘
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鼬
麺
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“
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“
I
メ
鷲
0
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都
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道
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都
道

一
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国
道

都

市

一
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有
料
道
路

注
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デ
ー
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収
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よ
り
重
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さ
れ
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い
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を
示
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て
い
る
。

◎

道
路
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
及
び
活
動
状
況
(表
5
参
照
)

道
路
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
広
範
囲
か
つ
迅
速
に
情
報
の
収

集
及
び
提
供
を
行
う
た
め
に
、
暴
風
･
豪
雨
･
豪
雪
等
に

よ
り
道
路
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
の
高
い
箇
所
等
に
お
い

て
道
路
情
報
の
収
集
及
び
通
報
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
道
路
標
識
等
の
設
置
、
取
り
外
し
を
依
頼
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
道
路
管
理
者
に
よ
り
道
路
情
報

連
絡
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
者
を
い
う
。

そ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
成
五
年
四
月
一

日
現
在
、
一
般
国
道

(指
定
区
間
内
)
で
一
級
モ
ニ
タ
ー

七
三
人
、
二
級
モ
ニ
タ
ー
一
、
一
四
四
人
、

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)
で
一
級
モ
ニ
タ
ー
二
八
一
人
、
二
級
モ

ニ
タ
ー
七
九
九
人
、
都
道
府
県
道
で
一
級
モ
ニ
タ
ー
五
九

七
人
、
二
級
モ
ニ
タ
ー

一
、
四
九
三
人
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
の
通
報
回
数
に
つ
い
て
は
、

一
級
モ

ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
道
の
九
九
八
回
が
最
も

多
く
、
つ
い
で
一
般
国
道

(指
定
区
間
内
)
の
五
一
八
回
、

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)
の
四
七
九
回
と
な
っ
て
お
り
、

二
級
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
道
(指
定
区
間
内
)

の
七
、
七
一
一
回
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
都
道
府
県
道
の

二
、
四
八
八
回
、
一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)
一
、
三
二

〇
回
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
、
気
象
に
伴
う
も
の
が
多

い
こ
と
が
分
か
る
。

モ
ニ
タ
ー
一
人
当
た
り
の
平
均
通
報
回
数
を
見
る
と
、

一
般
国
道

(指
定
区
間
内
)
の
一
級
モ
ニ
タ
ー
が
七
･
一

52 道行セ 94,5

表 4 ー 2 気象観測装置等
総括表

別種設施

別皺

気 象 観 測 装 置 災害予知装置(台)

雨 量 計
気

温

雪

路
面
凍
結

風

視
程
障
害

落
石
報
知
器

雪
崩
報
知
器

地

辷

計

道 路 管 理 者
そ
の
他

テ
レ
メ

ー
タ
ー

自
記
式

簡
易
式

計

高速自動車
国 道 鰡 霧 の

. 鰡 ⑨
0 腺 瓣 輔

弼 瓣 富 騨 蓼 糖
本州 四国
連 絡 橋 ⑲

m
の
,

⑩
0

⑪
u

⑭
0 靭 嘲 騨 翳 囃 噂 騨 騨

都市高速
道 路 岬 解 ⑤

0 惚 ⑩
0 薹 學 寝 囃 増 騨 閲

o
囮
1

一
般
国
道

定
跡

指
区 の

鵤 霧 ⑩
0 搬 ④

お 醐 粥 暸 騨 響 回
,

回
o 塾

定
鰺

指
区 の

鴛 鱒 孵 鍵 撥 柵 靜 糖 国 国
‘ 響 回

o 囃
都道府県道 鍵 鰡 ⑧

盤 鰡 鰡 籍 糖 鼎 艀 圀
, 惚 回

o 籍
市 町 村 道 艀 搬 報報 報 霧 鼾 騨 孵 騨 回

‘
刺
o 騨

一
般
有
料
道
路

日本道路公団 鰡 簿 " ⑯
“

⑩
0 榊 製 囃 解 騨 騨 回

o
回
,

土木部企業局 ◎
,

⑦
u

②
0 霧 ◎

0 學 回
1 騨 騨 囃 騨 騨 騨

地方道路公社 ③
“

⑧
節

③
“

⑯
難

⑩
“ 孵 回

" 房 解 騨 騨 回
o 學

合 鰡搬 辯壗搬搬瀞 鼎 榊 柵 囃 雰 辯
注 1 . 施設は道路管理者所有に係るもので、 警察等他機関に保管せしめているものを含む。

2 . ( ) は異常気象時における通行規制の実施の判定のために用いているものを内書きで表す。
3 , [ ] は遠隔操作できるものを内書きで示す。



回′ = 蘂導 = ミー系に ･ 中国刃楡 ) さい Y ムぬo

導け気ーS 増舐導鯏でごY 氷潔J 朶増に繋罷回

報きめぬ ~′ 1繋圏捜 (鰓娘図臣に) @ 増に閖榧

案国0べく国′ 鮠捜撫彗糯 S 増に彗分系も中毒く回′

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表 5 道路モニターの設置及び活動状況 (平成 5年 4月 1日現在)

項 目

道路種別

モニター数 (人) 平成 4 年度モニターの通報回数 (回) モニターの通報基づき
実施した通行規制 (回)1 級

モニター
2 級
モニター

計
1級モニター 2級モニター

災害 気象 交通事故 その他 計 災害 気象 交通事故 その他 計 通行注意 通行止

高速自動車
国 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)
0

本 州 四 国
連絡道路 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)
0

都 市 高 速
道 路 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)
0

般
国
道

指 定
区間内 73 1,144 1,217 3 349 19 147 518 84 4 ,298 441 2,888 7 ,711 406

( 6)
10

指 定
区間外 281 799 1,080 32 279 26 142 479 166 547 14 593 1,320 78

( 33)
96

都 道 府
県 道 597 主493 2,090 144 541 68 245 998 256 L 071 67 1,094 2,488 156

( 34)
176

市町村道
2 905 907 2 4 0 3 9 74 49 2 248 373 21

( 0)
18

般
有
料
道
路

日本道路
公団管理 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)
0

土木部企
業局管理 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)
0

地方道路
公社管理 12 9 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

( 0)
0

合 計
965 4,350 5 ,315 181 1,173 113 537 2,004 580 5 ,965 524 4,823 11,892 661

( 73)
300

注 1 . モニターの数については、 平成 5年 4月 1日現在、 その他のものについては、 平成 4年度の実績である。
2 . 道路モニター 揉ま、 広範囲かつ迅速に情報の収集及び提供を行うことを目的として道路管理者により道路情報連絡員として委嘱された者をいう。
3 . 1級モニターとは、 道路情報の連絡のほか、 道路情報板の操作を行う者をいい、 2級モニター 揉ま、 道路情報の通報のみを行う者を言う。
4 . 通行注意とは、 危険があるため道路の通行上注意しなければならない旨を標識をもって表示することをいう。
5 . 通行止欄 ( ) は、 片側通行止を内書きで示す。
6 . 通行止と&ま、 通行上、 車両通行止その他の道路管理者が行うことのできる通行止を総称し、 道路標識をもって表示することをいう。



◎

異
常
気
象
時
等
に
お
け
る
通
行
規
制
状
況
(表
6
参
照
)

別
に
規
制
区
間
外
と
区
間
内
に
分
け
て
集
計
し
、
道
路
種

国
道
が
六
九
･
四
一
六
回
と
全
体
の
約
八
九
%
を
占
め
、

ま
ず
、
豪
雨
、
地
震
、
豪
雪
等
の
自
然
災
害
を
原
因
と

別
別
に
内
訳
を
示
し
て
い
る
。

圧
倒
的
に
多
く
な

っ
て
い
る
。

す
る
通
行
注
意
回
数
及
び
通
行
止
回
数
を
、
道
路
管
理
者

平
成
四
年
度
は
、
通
行
注
意
回
数
で
は
、
高
速
自
動
車

通
行
回
数
で
は
、
総
通
行
止
回
数
三
、
二
二
六
回
の
う

ち
、
都
道
府
県
道
が
一
、
0
一

一
回
、
市
町
村
道
が
八
九
〇
回

注1. ｢内｣ は通行規制区間内、 ｢外｣ は通行規制区間外のことである。
2. 規制区間内とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年4月 1日付道政発第16号及び第16号の2 )

第 2に規定する異常気象時通行規制区間又は ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年 9月18日道政発第84号及び
第84号の 2) 記2に規定する特殊通行規制区間をいい、規制区間外とは、規制区間内以外の区間をいう。

3.通行注意とは、危険があるため道路の通行上注意しなければならない旨を標識をもって表示することをいう。

)

と
な
っ
て
お
り
、
両
者
で
約
五

2
及

ぅ
を

九
%
を
占
め
て
い
る
。

を
こ

通
行
規
制
状
況
を
原
因
別
に

見
る
と
、
通
行
注
意
回
数
、
通

行
止
回
数
と
も
に
、
豪
雨
に
よ

る
も
の
の
割
合
が
最
も
多
く
、

　

　
　
　

通
行
止
回
数
の
約
五
四
%
を
占

め
て
い
る
。

表 6 ー 1 異常気象時における通行規制状況 (平成 4年度)
1 , 通行注意回数

原 因
管理者

豪 雨 震 豪 雨 地吹雪 雪 崩 面
結

路
凍 霧 強 風 湖

川
濫

可
巳 その他 計

高速自動車
国 道

内 AV nY =̂〕 AV =̂〕 nU nV 〔U nU nv nU nU
外 鰔 32 鰔 nV nU 第 鸚㈱ nU AV 809 鱸計 鰔 翔 鵡 nv nU 鰡 鸚㈱ Û nU 809 鰈

本州四国
連 絡 橋

内 nY nv Û 〕̂ nY nv nU AV nU nU =̂〉 AV
外 28 ハU nY nV nU ワ! 互 136 nU ハU nU 188

計 28 ny nY Û n〕 ワ‘ " 136 nU ハU nU 188

都市高速
道 路 等

内 nU nU nU nv AU n〕 n〉 ハU nu nU nv AV
外 nU nU nY nV nY nU nY nU ハV 〔uV nY nv
計 nU nY n〕 nU nv nU nv nv nv ハU nU nv

一
般
園
道

定
内間

指
区

内 248 〔U 35 れ nU 716 403 蜷 M =̂〕 れ 翔外 範 31 郷 脚 nU 975 147 ハリ 15 nU RU 閲計 333 視 388 141 nV 蹴 550 22 “ nV “ 躍
認

内 鵠 にJ QU nU nv 螂 ハU nU nY nU AU 210

外 nXU nY 20 1ユ =̂〕 鱒 nU nV nU nU AV 168

計 芻 に,〕 芻 1▲ nV 245 n〕 n〉 nU nY AU 378

都道府県道

内 178 第 hD nV n〕 263 即 1具 “̂〕 n〉 “穐 492

外 m AV ら乙 nu nU 176 nU リム ハU n〉 QJ 306

計 289 “ にU nv nU 439 20 QU nU nU 蜷 部

市町村道

内 134 -11 リム り“ nU 21 nU リム =̂〕 14 AU 169

外 555 鰓 QJ nU n〕 m nU m ｢｣ に,〕 第 697

計 ㈱ 89 にJ ら乙 ハU 視 nu 12 1･L RU 視 866

一
般
有
料
道
路

路
理

道
管

畔
獅

内 nV nv nv nv nY ハU nv nv "̂〕 nV n〉 ハU
外 拗 nU 136 nU nv “ 236 424 nY nv 第 鰡謂 拗 nU 136 nU nv “ 236 424 nU ハU 15 獅

部
局

木
業

土
企

内 nU nU AV nY nY no 87 nU nu nU nU 90

外 nU nY nU nV nU 135 nv 〔U AV nY nv 135

計 nY AV nU nv nv 138 幻 nu nU nU nU 225

方
社h公酪州

地
道

内 13 nv 稀 nY ハU 雄 nU 175 nv nU m 鰡
外 購 nv nU 20 八U 390 れ 琉 13 nv nv 572

計 第 nU 疏 " nv 534 ね 240 蜷 nU 10 979

合 計

内 658 " 113 第 nU 隊 510 191 “ 1L “ 猜外 纖 157 鵺 141 nv 鰤 競螂 “ rb 既 廠計

雛 186 残 164 nY 鯏◎廓 43 AU 913 繃



表 6 ‐ 2 異常気象時における通行規制状況 (平成 4年度)
2 . 通行止回数

管理者
原 因 豪 雨 地 震 豪 雪 地吹雪 雪 崩 路面凍結 霧 強 風 波 浪 河川氾濫 その他 計

高 速
自動車
国 道

内 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0

外 ( 0) 5 ( 0) 6 (54)206 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 6) l6 (11)110 (11) 28 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 1) 1 ( 83) 372

計 ( 0) 5 ( 0) 6 (54)206 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 6) 16 (11)110 (l1) 28 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 1) l ( 83) 372

本 州
四 国
連絡橋

内 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0

外 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 8 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 8

計 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 8 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 8

都 市
高 速
道路等

内 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0

外 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 0) 1 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 5

計 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 0) l ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 5

般

国

道

指定
区間
内

内 ( 4) 58 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 0) 2 ( 1) 1 ( 0) l ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) l ( 0) 0 ( 9) 47 ( 14) 113

外 ( 6) 50 ( 9) 17 ( 0) 6 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1 ( l) 3 ( 0) 2 ( 1) 2 ( 17) 82

計 ( 10) 108 ( 9) 17 ( 0) 8 ( 0) 3 ( 1) 1 ( 0) 1 ( 0) l ( 0) 1 ( 1) 4 ( 0) 2 (10) 49 ( 31) 195

指定
区間
外

内 ( 30) 256 ( 0) 0 ( 5) 20 ( 0) 1 ( 0) l ( 0) 27 ( 0) 0 ( 1) 1 ( 0) 1 ( 0) 2 ( 2) 15 ( 38) 324

外 ( 21) 83 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 34 ( 0) 0 ( 2) 2 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 6) 17 ( 29) 138

計 ( 51) 339 ( 0) 0 ( 5) 21 ( 0) 1 ( 0) 1 ( 0) 61 ( 0) 0 ( 3) 3 ( 0) 2 ( 0) 2 ( 8) 32 ( 67) 462

都道府
県 道

内 ( 95) 649 ( 3) 4 ( 7) 56 ( 0) 2 ( 1) 3 ( 2) 45 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 9 ( 0) 7 ( 2) 24 (l10) 800

外 ( 0) 0 (27) 49 ( 0) 18 ( 0) 25 ( 0) 0 ( 0) 60 ( 0) 0 ( 0) 8 ( 0) 4 ( 0) 4 (11) 43 ( 38) 211

計 ( 95) 649 (30) 53 ( 7) 74 ( 0) 27 ( 1) 3 ( 2)105 ( 0) 0 ( 0) 9 ( 0) 13 ( 0) 11 (13) 67 (148)L O11

市町村道

内 ( 21) 166 ( 0) 0 ( 0) l ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 8 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 9 ( 0) 11 ( 21) 195

外 (107) 443 (40) 74 ( 0) 6 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 2) 27 ( 0) 0 ( 8) 30 ( 0) 2 ( 4) 75 ( 6) 38 (167) 695

計 (128) 609 (40) 74 ( 0) 7 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 2) 35 ( 0) 0 ( 8) 30 ( 0) 2 ( 4) 84 ( 6) 49 (188) 890

般

有

料

道

路

日本
道路
公団

内 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0

外 ( 1) 1 ( 0) 2 ( 0) 17 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 2) 12 ( 4) 13 (17) 35 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 24) 80

計 ( 1) 1 ( 0) 2 ( 0) 17 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 2) 12 ( 4) 13 (17) 35 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 24) 80

土木
部企
業局

内 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 25 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 47 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) u ( 0) 84

外 ( 2) 4 ( 0) 0 ( 1) 7 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 28 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 3) 39

計 ( 2) 5 ( 0) 0 ( 1) 32 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 28 ( 0) 0 ( 0) 47 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1l ( 3) 123

地方
道路
公社

内 ( 1) 21 ( 0) 0 ( 0) 23 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 21 ( 0) l ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 1) 66

外 ( 0) 3 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 0) 3 ( 0) 5 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 14

計 ( 1) 24 ( 0) 0 ( 0) 24 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 21 ( 0) 3 ( 0) 3 ( 0) 5 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 1) 80

合 計

内 (151)1,151 ( 3) 4 (12)127 ( 0) 5 ( 2) 5 ( 2)102 ( 0) 2 ( 1) 49 ( 0) 11 ( 0) 18 (13)108 (184)1,582

外 (137) 589 (76)l48 (55)263 ( 0) 26 ( 0) 0 (10)179 (15)126 (38)116 ( 1) 15 ( 4) 81 (25)101 (361)L 644

計 (288)上740 (79)152 (67)390 ( 0) 31 ( 2) 5 (12)281 (15)128 (39)165 ( 1) 26 ( 4) 99 (38)209 (545)3,226

注 1 . ｢内｣ は通行規制区間内、 ｢外｣ は通行規制区間外である。
2 . ( ) 内の数値は、 片側通行止を実施した回数である。
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の

異
常
気
象
時
等
に
お
け
る
警
戒
体
制
及
び
緊
急
体
制

発
動
状
況

(表
7
参
照
)

道
路
管
理
者
別
に
、
異
常
気
象
時
等
に
対
し
、
道
路
局

長
通
達

｢異
常
気
象
時
等
に
お
け
る
道
路
交
通
情
報
連
絡

活
動
要
領
に
つ
い
て
｣
及
び

｢豪
雪
災
害
時
に
お
け
る
道

路
交
通
確
保
の
た
め
の
緊
急
措
置
要
領
に
つ
い
て
｣
の
要

領
に
し
た
が
っ
て
当
該
体
制
に
入
っ
た
回
数
を
集
計
し
て

い
る
。

警
戒
体
制
に
関
し
て
は
、
都
道
府
県
が
一
、
四
三
五
回

で
全
体
の
約
六
七
%
を
占
め
て
い
る
。
原
因
別
に
は
、
豪

雨
が
約
七
○
%
で
、
つ
い
で
豪
雪
と
な
っ
て
い
る
。
緊
急

体
制
に
関
し
て
も
、
都
道
府
県
が
一
四
六
回
と
約
五
七
%

表 7 ー 1 異常気象時等における警戒体制及び緊急体制発動状況

警戒体制 総括表

原因
道路管理者

豪 強 風 豪 雪 地 震 雪 崩 その他 計

日本道路公団 引 ワ‘ 卸 n〕 Û =̂〕 那

本州四国連絡橋公団 nU AV =̂〕 AV nU nY RU
都市高速道路公団等 Û □̂ QU ハU AV 36 42

地方建設局等 217 笏 92 7I ･"'‘▲- 聡 400
都道府県 耽 鯛 162 12 12 54 贓指定市 第 nU n〉 nU nU nU 第
市町村 m hd れ nU QU QU 粥
地方道路公社 Û Û nU nY nU nY nv

計 鰡 112 338 = 16 151 鰡(注) ｢その他Jは、路面凍結、濃霧、高潮等によるものである。

表 7 ー 2

緊急体制 総括表

原因
道路管理者

豪 雨 強 風 豪 雪 地 震 雪 崩 その他 計
【

R本道路公団

鰔銚勧佛酬◎ ( 9) 13

本州四国連絡橋公団 餓⑲…㈱◎㈱
( 0) 0

都市高速道路公団等

⑲㈱硼 @ 酬㈱ ( 1) l

地方建設局等

鰄餓鯛伽餓鱗鰔都道府県

鰔繊釧鏑鰊⑲鰈指定市

似⑲⑲⑫酬◎似市町村

鰯…鰓“⑬伽繃計

叙黛鰔銚繍鰯銚(注) ｢その他｣は、路面凍結、濃霧、高潮等によるものである。
()は警戒体制から移行したものを内書きで示す

を
占
め
、
原
因
別
に
は
、
豪
雨
が
約
五
七
%
と
な
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
降
雨
･
降
雪
等
を
原
因
と
す
る
も
の
が

多
い
こ
と
が
分
か
る
。

⑬

特
殊
車
両
指
導
取
締
状
況

(表
8
参
照
)

道
路
法
四
七
条
違
反
に
係
る
特
殊
車
両
指
導
取
締
状
況

に
つ
い
て
み
る
と
、
指
導
取
締
総
回
数
は
七
、
四
二
八
回

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
日
本
道
路
公
団
が
二
、
一
四

二
回
、
都
市
高
速
道
路
公
団
が
三
、
九
三
一
回
、
両
者
で

約
八
二
%
を
占
め
て
い
る
。
指
導
取
締
延
時
間
に
つ
い
て

も
、
両
者
で
約
八
四
%
を
占
め
て
い
る
。

違
反
車
両
に
対
す
る
措
置
件
数
で
は
、
総
指
導
警
告
件

数
が
、
七
0
、
八
八

一
件
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
都

市
高
速
道
路
公
団
等
が
六
二
、
九
四
三
件
と
全
体
の
約
八

九
%
を
占
め
て
お
り
、
日
本
道
路
公
団
の
警
告
件
数
と
合

わ
せ
る
と
全
体
の
約
九
七
%
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
措
置
命
令
に
つ
い
て
み
る
と
、
総
件
数
一
九
、

六
九
五
回
の
う
ち
日
本
道
路
公
団
の
措
置
命
令
件
数
は
一

二
、
六
八
五
回
で
約
六
五
%
を
占
め
て
お
り
、
都
市
高
速

道
路
公
団
等
を
加
え
る
と
約
九
二
%
を
占
め
る
こ
と
と
な

る
%特

殊
車
両
の
指
導
取
締
が
高
速
道
路
等
を
中
心
に
な
さ

れ
て
お
り
、
直
轄
国
道
以
外
の
一
般
道
で
は
実
施
が
少
な

い
実
情
が
示
さ
れ
て
い
る
o

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
道
路
の
構
造
の
保
全
と
交
通

の
安
全
を
確
保
す
る
立
場
か
ら
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
違
反
車
両
の
取
締
り
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
平
成
四
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。

我
が
国
は
、
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
豪
雨
、

豪
雪
等
が
多
く
、
道
路
を
良
好
な
状
態
に
保
ち
、
道
路
交

通
の
安
全
を
確
保
す
る
に
は
、
非
常
に
困
難
な
自
然
条
件

の
下
に
あ
る
。
道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
特
異
な
自
然
現

象
に
よ
っ
て
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
日
頃
よ
り
異
常
の
有
無
を
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
っ
て
正

確
に
把
握
し
、
ま
た
異
常
気
象
時
等
に
お
い
て
は
、
状
況

を
適
確
に
把
握
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
情
報
収

56 道イテセ 94.5



集
体
制
の
整
備
、
関
係
機
関
と
の
協
力
を
一
層
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
大
型
車
両
の
増
加
や
、
自
動
車
輸
送
需
要
の
増

R

大
に
対
し
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
一
朝
一
夕

ャ

で
な
る
も
の
で
は
な
-
、
現
況
の
下
で
は
、
既
存
の
道
路

断

を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
車
両
制
限
令
違
反
対
策
等
の

車
両
取
締
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、
取
締
体
制
、
関
係
機
関

と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
道
路

注1. ( )は、警察との合同取締りに係るものを内書きで示す。
2,対象車両日よ、指導取締中に計量等を行った特殊車両の台数である。
3,道路法違反車両の欄の無許可とは、特殊車両通行許可証を得ていないもの、許可条件違反とは、許可は得ているにも

かかわらず許可証記載の緒元や条件に違反しているものをいう。
4,特に取締りのために行われたものについてのみ計上したものであり、料金所ブースにおける取締りのような通常業務

に付帯するものについては計上していない。
5, 1台の車両で2件以上 (例,総重量と通行経路)の違反がある場合は全ての件数を計上する。
6,指導警告、措置命令の欄の数値については、原則として、指導警告書、措置命令書のかたちで処分が行われたものの

0
て

利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す

高
度
化
、
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
、
従
来
の
道
路
交
通
情
報
提
供
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
高
度
な
も
の
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
いい
。

経
済
社
会
情
勢
の
現
実
と
変
化
に
合
わ
せ
て
、
道
路
の

実
態
に
即
し
た
望
ま
し
い
道
路
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
者
は
絶
え
ず
検
討
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
調
査
に
よ
っ
て
道
路
交
通
管
理
の

現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
課
題
を
認
識
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な

重
要
性
に
鑑
み
、
こ
れ
か
ら
も
道
路
交
通
管
理
統
計
調
査

を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
の
で
全
国
の
道
路
管
理
者
の

で
措

o

輌
無
拐

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

の
轡
で

最
後
に
、
本
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
た
全
国
の
担
当
者

台
導
値

1
指
数

の
方
々
に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、

本
稿
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

表 8 特殊車両通行取締り状況 (平成 4年度実績)

1

鑑繊

締取
数
動

導
回
蛔

指 礬
㈱
礎 両車

り

象

g

対
法47条違反車両 (台) 法47条違反車両への措置 (件)

可
消

許
取無許可

件
反疎許連 合 計 指導警告 措置命令 合 計

告 発

起訴された
もの

定確
の

が
も

罪
た

有
し

日本道路公団 鱒麟 鱗蘂 幼 鯲 隼 廓 鰤 潴 嗽 鯛 nY nU =̂〕
国
団鱗本連 ⑨靴 ◎廓 郷 263 263 Û 263 169 “ 211 =̂〉 nU Û
速
等

#
団
,
公路

都
道 ⑭鰓 鱒鱒 鯛 鰄 鰤 聯 彌 秘 糀 鰄 ハuV nU Û

地方建設局等 ㈱戦の猟 纖 鰍 靴 戚 硼 臟 遂 鱒 =̂〕 nU n〉

都道府県 ⑭“ ⑳皿 388 408 俎 51 鰡 78 QJ 祖 nU nV nV

指 定 市 ②
“ ㈱“ 39 第 m 1･上 n n nU n 〔U Û =̂〕

一般
有
料
道
路

繊
団

牀
公 孵⑳鯲 細 碗 靱 244 繖 236 姉 捌 nV 〔U ハV

部
局

木
業

士
企 ⑨

0 ⑨o nU nU 〔uV ハU Û nU 〔U nV 〔U ハU 〔U
鷲
杜

厩
公 ⑨o ◎o ハU AV nv =̂〉 nU nu nY nU n〕 〔U nV

市 町 村 ⑧
“ ⑩鋭 印 24 nU =̂〕 nU nU Û 〔U ハU nU ハU

計 ⑳燃鰄怨 蝋 琢 顔 緻 鰍 彌 臘 鰔 〔U nU nY



江
戸
時
代
、
四
本
の
街
道
が
川
崎

を
通
過
し
て
江
戸
に
達
し
て
い
ま
し

た
。
も
っ
と
も
有
名
な
の
が
東
海
道

で
す
。
こ
の
他
に
津
久
井
道
、
大
山

街
道
、
中
原
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
旧
街
道
沿
い
に
は
、
多
く

の
史
跡
や
川
崎
が
近
代
に
向
か
っ
て

歩
ん
だ
足
跡
が
残
っ
て
お
り
、
貴
重

な
文
化
的
遺
産
で
あ
る
と
と
も
に
工

業
都
市
川
崎
の
別
の
面
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
元
川
崎
に
住
ん
で
い
る
市
民
も
、

日
常
生
活
の
喧
騒
の
な
か
で
忘
れ
が

ち
な
川
崎
の
歴
史
と
文
化
を
大
山
街

道
を
散
策
し
て
再
発
見
し
て
み
ま

↑し
よ
>フ
。

大
山
街
道
は
江
戸
赤
坂
御
門
を
起

点
と
し
、
一
一子
の
渡
し
で
多
摩
川
を

渡
り
溝
口
-
厚
木
j
伊
勢
原
-
矢
倉

沢
を
経
て
足
柄
峠
を
越
え
、
駿
河
に

通
じ
、
古
く
は
矢
倉
沢
往
還
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
街
道
は
も
と
も
と
丹
沢
山
地

の
東
端
に
そ
び
え
る
標
高
一
、
二
四

六
m
の

｢大
山
｣
へ
の
参
詣
の
道
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
山
頂
に

は
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
の
神
様
と

し
て
、
古
く
か
ら
江
戸
の
庶
民
の
信

仰
を
集
め
て
き
た
阿
夫
利
(あ
ぶ
り
)

神
社
が
あ
り
ま
す
。
｢大
山
｣
は
別

名

｢雨
降
山
｣
と
も
呼
ば
れ
、
相
模

野
の
農
民
に
と
っ
て
は
雨
乞
い
の
信

仰
の
山
で
し
た
。
し
か
し
江
戸
時
代

の
中
頃
か
ら
庶
民
の
信
仰
が
盛
ん
に

な
り
、
江
戸
を
中
心
に
関
東
、
東
海

地
方
に
信
徒
の
団
体
で
あ
る
大
山
講

が
多
く
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
元
来
大

山
街
道
と
い
う
の
は

｢大
山
詣
で
｣

へ
の
道
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の

矢
倉
沢
往
還
の
み
に
つ
け
ら
れ
た
名

==
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岡本太郎作 岡本かの子碑 ｢誇り｣

350年の歴史を持つ二子神社

称
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
奈
川
県
下

や
東
京
西
部
に
は
、
い
く
つ
も
の
大

山
街
道
が
あ
り
、
主
な
ル
ー
ト
が
八

本
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
矢
倉
沢
往
還
に
は
江
戸
や

北
関
東
か
ら
参
詣
者
が
集
ま
り
、
観

光
気
分
の
団
体
客
で
街
道
や
宿
場
は

大
変
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
街
道
は
、
物
資
輸
送
の
商
業

ル
ー
ト
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
駿
河
の
茶
、
真
綿
、

伊
豆
の
椎
茸
、
乾
し
魚
、
秦
野
の
煙

草
な
ど
、
相
模
、
駿
河
の
産
物
が
馬

で
江
戸
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
の

庶
民
の
生
活
必
需
品
で
あ
る
野
菜
も

薪
も
こ
の
街
道
で
運
ば
れ
、
帰
り
に

江
戸
の
町
々
か
ら
下
肥
も
運
ば
れ
ま

し
た
。

明
治
に
な
っ
て
こ
の
道
は
、
神
奈

川
県
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
走
る
重

要
な
道
と
し
て

｢県
道
一
号
線
｣
に

変
わ
り
、
そ
の
後
更
に
改
良
さ
れ
、

現
在
で
は
国
道
二
四
六
号
線
と
な
っ

て
い
ま
す
。

1

二
子
神
社
の
岡
本
か
の
子
碑

多
摩
川
を
渡
る
二
子
橋
の
す
ぐ
北
、

多
摩
川
畔
に
二
子
神
社
は
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
｢二
子
の
渡
し
｣

が
あ
り
、
渡
し
場
か
ら
大
山
街
道
沿

い
に
料
理
屋
や
茶
屋
等
が
並
び
、
大

山
詣
り
の
旅
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ニ
ハ
四
一
年

金
見
永
一
八
年
)
に
建

て
ら
れ
た
神
社
は
、
江
戸
時
代
ま
で

｢神
明
社
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
｢大
陸
天
稲
荷
｣
と
合
寵
し
、

明
治
以
降

｢二
子
神
社
｣
と
な
り
ま

し
た
。
境
内
に
白
い
大
き
な
鳥
が
翼

を
ひ
ろ
げ
空
に
向
か
っ
て
首
を
延
ば

し
た
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
立

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は

｢岡
本
か
の
子

文
学
碑
｣
で
、
世
界
的
な
画
家
･
彫

刻
家
で
あ
り
か
の
子
の
息
子
で
も
あ

る
岡
本
太
郎
氏
の
作
品
で
す
。
作
品

は

｢誇
り
｣
と
名
付
け
ら
れ
、
一
九

六
二
年
建
築
家
の
丹
下
健
三
氏
の
協

力
を
得
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

寮
｣

‘
小
寺

瀦
ぬ

の
明

ミ
初

光

こ
の
本
堂
の
西
側
に
、
若
く
し
て

世
を
去
っ
た
青
年
文
学
者
、
岡
本
か

の
子
の
兄
大
貫
雪
之
肋
の
墓
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
街
道
を
挟
ん
で
ち
ょ
う

ど
目
の
前
に
二
人
の
生
家
大
貫
家
が

　

あ
り
ま
す
。
大
貫
家
は
江
戸
時
代
、

屋
号
を

｢大
和
屋
｣
と
い
い
幕
府
、

諸
大
名
の
御
用
を
勤
め
た
商
家
で
、

当
時
は
米
、
味
噌
、
醤
油
等
を
納
め

た
蔵
が
四
八
も
並
び
、
そ
の
豪
勢
ぶ

り
を
人
々
は
、
｢
い
ろ
は
四
八
蔵
｣

と
呼
ん
だ
と
言
い
ま
す
。

二
子
宿
は
、
農
家
が
六
軒
あ
っ
た

の
で

｢六
軒
町
｣
と
い
わ
れ
、
府
中

県
道
と
の
交
差
点
ま
で
続
き
ま
し
た
。

そ
の
十
字
路
に
大
正
二
年
乗
合
馬
車

2

光
明
寺

二
子
神
社
か
ら
三
〇
0
m
程
西
へ

行
っ
た
右
手
に
光
明
寺
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
二
子
村
の
最
初
の
小
学
校

で
あ
る

｢二
子
学
舎
｣
が
明
治
七
年

か
ら
九
年
ま
で
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。



駅
が
で
き
ま
し
た
。
一
〇
人
乗
り
で

府
中
県
道
を
川
崎
ま
で
走
り
、
｢ガ

タ
ク
リ
馬
車
｣
と
呼
ば
れ
、
人
々
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

岡本かの子の生家大貫家に残る蔵

3

陶
芸
家
浜
田
庄
司
の
家

益
子
焼
で
独
自
の
作
風
を
確
立
す

る
な
ど
世
界
的
な
陶
芸
家
で
あ
り
、

わ
が
国
最
初
の

｢人
間
国
宝
｣
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
浜
田
庄
司
は
、
一

八
九
四
年

(明
治
二
七
年
)
母
の
実

家
で
あ
る
溝
ロ
の
太
田
家
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
彼
は
そ
の
後
三
歳
ま
で
東

京
で
暮
ら
し
ま
す
が
、
再
び
川
崎
の

溝
ロ
へ
預
け
ら
れ
ま
す
。
今
度
は
、

日本で最初の人間国宝 ｢浜田庄司｣ の
育った家。 今ではモダンなケーキ屋

江
戸
時
代
よ
り
続
く
和
菓
子
の
老
舗

｢大
和
屋
｣
で
、
祖
父
と
と
も
に
、

暮
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
店
は
現
在
も

街
道
沿
い
に

｢ケ
ー
キ
大
和
｣
と
し

て
手
作
り
ケ
ー
キ
を
売
り
物
と
す
る

店
と
し
て
残

っ
て
お
り
、
現
在
の
ご

主
人
は
数
え
て
八
代
目
に
当
た
る
と

の
こ
と
で
す
。

一
九
九
一
年
五
月
、
浜
田
氏
が
葬

ら
れ
て
い
る
溝
ロ
の
宗
隆
寺
の
近
く

の
二
ヵ
領
用
水
に
か
か
る
橋
が
住
民

の
意
見
で
浜
田
氏
に
因
み
｢濱
田
橋
｣

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

浜
田
氏
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う
ど
一
〇

〇
年
目
に
当
た
る
年
で
す
。
地
元
で

は
記
念
事
業
の
開
催
に
向
け
関
心
が

一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

4

ニ
カ
領
用
水
と
大
石
橋

浜
田
庄
司
氏
の
育
っ
た
家
よ
り
少

し
街
道
を
下
っ
た
所
に
小
さ
な
川
が

あ
り
、
そ
こ
に
橋
が
架
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
川
は
二
ヵ
領
用
水
と
呼
ば

れ
、
そ
の
昔
江
戸
時
代
に
徳
川
家
康

の
江
戸
入
国
直
後
、
家
康
に
よ
る
江

戸
南
西
部
の
新
田
開
発
の
命
を
受
け

た
小
泉
次
太
夫
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ

た
農
業
用
水
で
す
。
一
六
三

年
に

完
成
し
、
延
長
三
二
畑
、
約
一
、
九

〇
〇
町
を
潅
慨
す
る
多
摩
川
最
大
の

受
益
面
積
を
持
つ
一
大
農
業
用
水
で

し
た
。
幹
線
、
支
線
の
総
延
長
は
最

大
一
九
〇
如
に
も
拡
大
さ
れ
、
川
崎

市
内
を
人
間
の
血
管
の
よ
う
に
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
カ
領
用
水
は
、
農
業
用
水
だ
け

で
は
な
く
、
飲
料
水
と
し
て
も
利
用

60 道行セ 94.5
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さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
京
浜
工
業
地
帯

の
中
枢
と
し
て
発
展
し
た
川
崎
の
工

業
地
帯
へ
の
工
業
用
水
の
供
給
源
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
ま
さ
し
く
川
崎
の
育
て
の

親
と
も
言
え
る
存
在
で
し
た
。
し
か

し
、
戦
後
の
都
市
化
の
波
の
な
か
で
、

生
活
雑
排
水
の
流
入
な
ど
の
た
め
水

質
は
悪
化
し
、
一
九
七
四
年
に
は
工

業
用
水
の
取
水
も
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
川
崎
の
街
づ
く
り
の
見
直

し
の
な
か
で
、
こ
の
二
ヵ
領
用
水
を

歴
史
的
に
も
、
文
化
的
に
も
街
づ
く

大石橋と創業l50年の稲毛屋

り
の
基
軸
に
据
え
て
い
こ
う
と
す
る

声
が
高
ま
り
、
一
九
九
三
年
度
に
は

再
生
に
向
け
た
総
合
基
本
計
画
も
ま

と
ま
り
、
以
前
か
ら
開
始
さ
れ
て
い

た
親
水
化
事
業
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
Jま
ず
ノ。

市
民
も
、
桜
祭
り
や
桃
祭
り
、
灯

篭
流
し
や
蛍
の
飼
育
な
ど
二
ヵ
領
用

水
を
通
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

5

国
木
田
独
歩
と
亀
屋

東
京
赤
坂
御
門
か
ら
大
山
ま
で
の親水護岸が整備されたニカ領用水

一
本
道
の
要
所
に
は
幾
つ
か
の
旅
人

宿
が
点
在
し
ま
し
た
。
宿
場
と
し
て

明
治
の
終
わ
り
頃
ま
で
続
い
た
溝
ロ

村
の
街
道
沿
い
に
は
、
当
時
三
軒
の

旅
人
宿
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

武
蔵
野
の
詩
人
、
国
木
田
独
歩
の

明
治
三

一
年
の
名
作

｢忘
れ
ぇ
ぬ

人
々
｣
の
一
節
に

｢多
摩
川
の
二
子

の
渡
し
を
わ
た
っ
て
少
し
ば
か
り
行

く
と
溝
ロ
と
言
う
宿
場
が
あ
る
。
そ

の
中
程
に
亀
屋
と
い
う
旅
人
宿
が
あ

る
･!
!
!
。
｣
と
、今
も
残
る
｢亀
屋
｣

の
当
時
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
亀
屋
は
草
葺
き
の
二
階
屋
、
見

る
か
ら
に
田
舎
風
の
宿
屋
で
、
煙
草

屋
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。
独
歩
が
泊

ま
っ
た
緑
か
ら
一
九
三
四
年

(昭
和

九
年
)
亀
屋
の
主
人
に
よ
っ
て

｢独

歩
碑
｣
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

題
字
は
島
崎
藤
村
の
筆
に
よ
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は

｢昭
和
九
年
夏
島
崎
藤
村
し
る
す

国
木
田
独
歩
に
さ
さ
ぐ

歴
遊
の
地
を
記
念
し
て
｣

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
亀
屋
は
宿
屋
で
は
な
く
、

｢亀
屋
会
館
｣
と
名
を
変
え
、
六
階

建
て
の
ビ
ル
の
割
烹
料
理
屋
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
｢独
歩
碑
｣
は

正
面
入
ロ
の
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
立
ち
、

小
説
の
舞
台
を
忍
ば
せ
て
い
ま
す
。

　

　

歩独

5

｢

%

島崎藤村の筆による



6

歴
史
の
か
お
る
老
舗

大
山
詣
り
や
物
産
の
輸
送
路
と
し

て
賑
わ
っ
た
大
山
街
道
。
今
も
残
る

老
舗
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
ま
し
ょ

>ヘノ
o

◎

｢
お
茶
と
は
か
り
｣
と
い
う

珍
し
い
組
み
合
わ
せ
の
店
、
田
中

屋
。
御
主
人
は
九
代
目
、
今
か
ら

約
一
四
〇
年
前
に
よ
ろ
ず
屋
を
創

業
し
た
と
言
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、

幕
府
か
ら
は
か
り
販
売
の
免
許
を

も
ら
っ
て
い
た
の
は
田
中
屋
だ
け

と
の
こ
と
で
す
。

◎
金
物
の
稲
毛
屋
。
ニ
カ
領
用

水
に
架
か
っ
た
大
石
橋
を
渡
っ
た

左
に
土
蔵
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

稲
毛
屋
金
物
店
。
約
一
五
〇
年
前

の
天
保
年
間
に
創
業
、
土
蔵
は
関

東
大
震
災
後
に
作
っ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。

◎
薬
の
灰
吹
屋
。
約
二
二
〇
年

前
の
明
和
年
間
の
創
業
の
灰
吹
屋

薬
局
。
江
戸
時
代
街
道
の
唯
一
の

薬
店
と
し
て
繁
盛
し
た
と
言
い
ま

す
。
漢
方
薬
の
名
称
が
書
か
れ
た

看
板
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
夏
休

きき
み
に
な
る
と
街
道
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
子
供
た
ち
が
時
折
訪
れ
る
と

言
い
ま
す
。

7

最
後
に

以
上
の
ほ
か
に
も
明
治
時
代
や
昭

和
の
初
期
に
創
業
し
た
店
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
老
舗
の
他
に

誌
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た

歴
史
的
、
文
化
的
価
値
を
持
っ
た

数
々
の
史
跡
や
建
物
が
残
っ
て
い
る

の
が
大
山
街
道
で
す
。

街
道
に
は
川
崎
市
の
文
化
室
が
立

て
た
歴
史
ガ
イ
ド
パ
ネ
ル
が
あ
り
、

そ
れ
を
た
ど
る
と
改
め
て
江
戸
時
代

か
ら
の
歴
史
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

全
国
的
に
も
古
い
町
並
み
を
保
存

し
、
村
お
こ
し
、
町
お
こ
し
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
街
道
が
幾
つ
か
あ
り

ま
す
。
こ
の
大
山
街
道
も
川
崎
の
発

展
を
記
し
て
き
た
貴
重
な
道
だ
と
言

え
ま
す
。
古
い
町
並
み
の
保
存
は
、

そ
こ
に
生
活
す
る
住
民
と
の
深
い
理

解
と
協
力
の
下
に
進
め
ら
れ
な
け
れ

街道唯一の薬屋だった ｢灰吹屋｣
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ば
な
り
ま
せ
ん
。
都
市
化
の
大
波
を

か
ぶ
っ
た
川
崎
の
地
で
、
大
山
街
道

の
よ
う
な
歴
史
と
文
化
の
か
お
り
を

残
す
道
を
守
っ
て
い
く
の
が
、
今
後

の
行
政
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

浜田庄司に因んで命名されたニカ領用水に架かる ｢濱田橋｣
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昭和35年頃の大山街道
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◎三二子神社とかの子磚
0一大貫家の人々
@÷光明寺と二子学舎
の一弱作りの店
@-江戸時代からの薬屋
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@ -民権運動と上田家
⑩÷陶芸家浜田庄司の家
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図 1 石川県の位置

一

石
川
県
の
紹
介

石
川
県
は
日
本
海
に
面
し
、
本
州

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
東
は
富

山
･
岐
阜
両
県
に
、
南
は
福
井
県
に

接
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
形
は
、
南

北
に
細
長
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最

大
の
特
徴
は
、
日
本
海
に
突
き
出
た

能
登
半
島
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
、
南
の
加
賀
市
か
ら
能
登
半

島
の
北
端
･
輪
島
市
ま
で
は
約
一
六

〇
虹
、
能
登
半
島
の
東
端
･
珠
洲
市

ま
で
は
約
二
〇
〇
如
も
離
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
加
賀
市
か
ら
県
都
･

金
沢
市
ま
で
は
約
四
五
如
程
度
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

石
川
県
の
面
積
は
約
四
、
一
八
四

瘤
で
全
国
の
約
一
･
○
%
を
占
め
、

市

剛

　
　

　

珠

内
そぐ
、

ん鴨　痴　
　　

市

･

　
　

ノ
ス
戰

　
　
　
　

　
　
　　　

　

　

　

　

　

　

人
ロ
は
平
成
五
年
三
一月
の
調
査
で

約
三

七
万
人
で
総
八
□
の
約
一
･

一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
が
現
在
の
行
政
区
域
に

な
っ
た
の
は
明
治
一
六
年
の
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
は
富
山
県
･
福
井
県
の
一

部
を
石
川
県
に
加
え
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
県
庁
は
金
沢
市
に
置
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図 2 石川県行政区画図

か
れ
、
そ
の
金
沢
市
を
含
め
た
八
市

二
七
町
六
村
の
計
四
一
市
町
村
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
金
沢
市
以
南

を
加
賀
地
方
、
そ
れ
よ
り
北
を
能
登

地
方
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
日
本
三
名
園
の
一

つ
で
あ
る
金
沢
市
内
の
兼
六
園
が
有

名
で
す
が
、
白
山
麓
や
能
登
半
島
･

64 道行セ 94.5

能登は優しや“道"までも

石川県土木部道路整備課長 葛葉 靖次
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写真 1 兼六園

加
賀
の
海
岸
線
と
い
っ
た
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
景
勝
地
も
多
く
存
在

し
ま
す
。
そ
し
て
、
能
登
半
島
の
中

心
に
位
置
す
る
和
倉
温
泉
を
は
じ
め
、

多
く
の
温
泉
地
が
あ
る
の
も
特
徴
で

す
。
ま
た
、
｢冬
は
雪
が
多
く
て
寒

い
と
こ
ろ
｣
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
最
近
で
は
、
白

山
麓
に
あ
る
ス
キ
ー
場
や
、
雪
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
村
お
こ
し

の
一
つ
と
す
る
な
ど
、
そ
の
雪
を
利

用
し
て
観
光
客
を
集
め
る
試
み
も
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
石
川
県
で
は
、
｢優
し
い

環
境
｣
｢美
し
い
機
能
｣
｢知
的
な
装

い
｣
と
い
う

『優

･
美

･
知
が
あ
ふ

れ
る
み
ち
の
創
造
-
優
し
い
美
知
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
道
路

整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

能
登
地
方
の
道
路
に
つ
い
て
紹
介
し

　　　
　　　
　　　
　
　

二

能
登
有
料
道
路

能
登
の
道
路
を
語
る
に
は
、
能
登

有
料
道
路
を
ぬ
き
に
し
て
は
語
れ
ま

せ
ん
。
ま
ず
、
こ
の
能
登
有
料
道
路

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

能
登
有
料
道
路
は
、
金
沢
市
か
ら

羽
咋
市
を
経
て
穴
水
町
に
至
る
全
長e燭　　

八
二
･
九
如
の
自
動
車
専
用
道
路
で

す
が
、
こ
れ
は
、
地
方
道
路
公
社
が

管
理
す
る
有
料
道
路
の
中
で
は
、
現

在
、
全
国
一
の
長
さ
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
路
は
、
南
北
に
長
い
県

土
の
一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
た

｢県
土
改
造
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣

の
一
環
と
し
て
昭
和
四
五
年
一
一
月

に
着
工
さ
れ
、
部
分
開
通
を
重
ね
な

が
ら
、
昭
和
五
七
年
一
一
月
に
全
線

が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
に
起
点
の
金
沢
市
栗
崎

か
ら
乗
り
、
し
ば
ら
く
走
る
と
左
に

　
　
　　　

e
金

飜
e

市
沢
/

3

鍬
金

図

白尾I.C

日
本
海
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
か

ら
柳
田
I
C

(羽
咋
市
)
ま
で
は
海

岸
線
沿
い
に
走
る
の
で
、
青
空
の
広

が
る
晴
天
の
日
に
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

海
を
横
に
身
な
が
ら
は
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
間
に
は
、
現
在
、

高
松
S
A
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に

車
を
停
め
て
海
辺
に
直
接
降
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
近
く
、

志
雄
P
A
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ど
ち
ら
も
海
に
近
い
の
で
、

運
転
に
疲
れ
た
体
を
休
め
る
に
は
最

高
の
場
所
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
な

お
、
高
松
S
A
は
、
昨
年

｢道
の
駅
｣

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
沢
か
ら
少
し
走
る
と
、
白
尾
I
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C

(七
塚
町
)
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
津
幡
･
富
山
方
面
か
ら
来
る
車

の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ

こ
か
ら
通
行
量
が
グ
ン
と
増
え
ま
す
。

近
年
、
柳
田
I
C
ま
で
の
通
行
量
の

増
加
が
著
し
い
た
め
、
現
在
、
石
川

県
で
は
、
白
尾
I
C
か
ら
柳
田
I
C

ま
で
の
二
三
･
四
如
の
四
車
線
化
を

進
め
て
お
り
、
平
成
六
年
中
に
は
完

成
す
る
予
定
で
す
。

柳
田
I
C
を
過
ぎ
る
と
山
間
部
に

入
り
、
秋
も
深
ま
っ
た
頃
に
は
、
紅

く
色
づ
い
た
山
々
を
見
な
が
ら
走
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
車
を

進
め
て
い
く
う
ち
に
、
終
点
の
穴
水

町
此
木
に
到
着
し
ま
す
。
全
区
間
、

約
一
時
間
二
〇
分
の
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

こ
の
道
路
は
、能
登
と
金
沢
を
短
時

間
で
結
ぶ
た
め
に
造
ら
れ
た
の
で
す

が
、景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
こ
と

も
で
き
る
道
路
で
も
あ
る
の
で
す
。

三

能
登
島
大
橋
有
料
道
路

次
に
、
能
登
島
大
橋
有
料
道
路
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

能
登
半
島
の
真
ん
中
あ
た
り
に
、

七
尾
市
や
穴
水
町
に
囲
ま
れ
る
よ
う

に
し
て
浮
か
ん
で
い
る
の
が
能
登
島

で
す
。
こ
の
能
登
島
の
離
島
状
態
を

解
消
す
る
た
め
昭
和
五
三
年
三
月
に

着
工
さ
れ
、
昭
和
五
七
年
四
月
に
完

成
し
た
能
登
島
大
橋
は
、
能
登
島

(能
登
島
町
)
と
七
尾
市
を
結
ん
で

お
り
、
観
光
用
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
文
字
通
り
島
の
住
民
の
と

し
て
も
重
要
な
橋
で
す
。

横
か
ら
見
る
と
緩
く
描
か
れ
た
曲

線
が
美
し
く
、
周
囲
の
景
観
に
マ
ッ

チ
し
た
こ
の
橋
は
、
長
さ
が

一
、
0

五
0
m
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
能
登
島

大
橋
に
は
歩
道
が
付
い
て
い
る
の
で
、

歩
い
て
橋
を
渡
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

橋
の
手
前
に
車
を
置
い
て
、
海
の
上

の
散
歩
を
楽
し
む
の
も
、
お
も
し
ろ

い
で
し
ょ
う
o

こ
の
橋
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
、
水

族
館
を
含
む
｢の
と
じ
ま
臨
海
公
園
｣

が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
も
あ
り
、
観

光
客
が
急
増
、
橋
の
利
用
状
況
は
好

調
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
能
登
島
で

は
最
近
、
ガ
ラ
ス
美
術
館
も
オ
ー
プ

ン
し
、
さ
ら
に
橋
の
利
用
が
増
え
て

い
ま
す
。

四

そ
の
他
の
道
路

有
料
道
路
が
整
備
さ
れ
て
も
、
そ

れ
に
つ
な
が
る
道
路
が
不
便
で
は
、

そ
の
効
果
も
半
減
で
す
。
そ
こ
で
、

次
に
、
一
般
国
道
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
国
道
は
、
一
五
九
号
、
一
六

〇
号
、
二
四
九
号
、
四
一
五
号
、
四

七
一
号
の
五
本
が
あ
り
ま
す
。
一
五

九
号
は
、
金
沢
市
と
七
尾
市
を
結
ぶ

道
路
で
す
。
一
六
〇
号
は
、
七
尾
市

か
ら
海
岸
線
沿
い
に
走
り
、
富
山
県

高
岡
市
に
至
る
道
路
で
す
。
二
四
九

号
は
、
七
尾
市
か
ら
穴
水
町
･
珠
洲

市
･
輪
島
市
･
羽
咋
市
と
ほ
ぼ
海
岸

線
を
走
り
、
押
水
町
で
一
五
九
号
に

つ
な
が
る
道
路
で
す
。
四
一
五
号
は
、

羽
咋
市
か
ら
山
を
越
え
て
、
富
山
県

永
見
市
に
ぬ
け
る
道
路
で
す
。
四
七

一
号
は
、
押
水
町
か
ら
高
松
町
･
津

幡
町
の
山
間
部
を
通
っ
て
富
山
県
小

矢
部
市
に
ぬ
け
る
道
路
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
五
本
の
国
道
を
軸

に
、
多
く
の
県
道
が
網
の
目
の
よ
う

に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
能
登
地
方
の
各
地
域

ご
と
に
、
観
光
地
と
あ
わ
せ
て
、
道

路
と
そ
の
整
備
状
況
を
紹
介
し
ま
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し
よ
>フ
。

は
く
い

①
羽
咋
地
区

羽
咋
市
は
、能
登
有
料
道
路
が
近
い

た
め
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
よ
い

所
で
す
。
ま
た
、柳
田
I
C
を
降
り
、

国
道
二
四
九
号
を
北
上
す
る
と
富
来

町
を
経
て
輪
島
市
に
行
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
能
登
金
剛
へ
行
く
に
は
こ

の
ル
ー
ト
が
便
利
で
、
こ
の
間
に
は
、

自
然
の
海
岸
美
を
取
り
込
ん
だ
巖
門

ク
リ
フ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
休
憩
施
設

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
柳
田
I
C
か
ら
七
尾
方
面

に
向
か
う
車
も
多
く
、
羽
咋
市
は
、

交
通
の
要
衝
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
道
一
五
九
号
は
、
押
水

町
か
ら
羽
咋
の
市
街
地
を
避
け
て
、

七
尾
市
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

羽
咋
市
の
南
の
千
里
浜
海
岸
は
、

波
打
ち
際
を
車
で
走
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
、
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

イ
で
有
名
な
海
岸
で
す
。
今
浜
I
C

と
千
里
浜
I
C
の
間
だ
け
能
登
有
料

道
路
を
降
り
て
、
全
国
で
も
珍
し
い

こ
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
走
っ
て
み

　
　

　　図

る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

②
七
尾
地
区

七
尾
地
区
に
は
、
和
倉
温
泉
や
能

登
島
と
い
っ
た
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
能
登
島
へ
の
行
き
来

は
、
能
登
島
大
橋
の
開
通
に
よ
っ
て

便
利
に
な
り
、
さ
ら
に
島
内
の
道
路

も
拡
幅
等
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、

観
光
バ
ス
同
士
の
擦
れ
違
い
も
容
易

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
七
尾
地
区
の
最
大
の
問

題
点
は
、
能
登
有
料
道
路
と
の
ア
ク

セ
ス
が
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
本
の
国
道
の
起
終
点
と
な
っ
て
い

る
能
登
の
中
心
地
･
七
尾
市
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
弱
点
で
す
。

そ
の
た
め
、
上
棚
矢
田
I
C
か
ら

七
尾
市
に
至
る
通
称
･
七
尾
道
路
を

整
備
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
道

路
の
機
能
を

一
層
高
め
て
、
｢
金

沢
･
七
尾
一
時
間
圏
構
想
｣
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
な
る
時
間
短
縮
を
目

指
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
七
尾
市
内
の
交
通

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス

の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
七
尾
市
と
田
鶴
浜
町
を
結
ぶ
国

道
二
四
九
号
の
七
尾
田
鶴
浜
バ
イ
パ

ス
の

一
部
が
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
羽
咋
方
面
か

ら
穴
水
方
面
へ
向
か
う
車
が
七
尾
市

内
を
通
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
渋
滞

が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
建
設
省
に
よ
っ
て
、
七

尾
市
か
ら
羽
咋
市
に
向
か
う
国
道
一

五
九
号
の
鹿
島
バ
イ
パ
ス
の
建
設
も

進
ん
で
い
ま
す
。
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は
、能
登
有
料
道
路
の
終
点
･穴
水
町

か
ら
さ
ら
に
約
二
〇
畑
北
上
し
ま
す
。

輪
島
市
に
は
、
輪
島
塗
り
や
朝
市
、

ま
た
、
千
枚
田
と
い
っ
た
観
光
資
源

が
あ
り
ま
す
が
、
穴
水
町
か
ら
輪
島

市
へ
ぬ
け
る
通
称
･
輪
島
道
路
は
、

い
わ
ゆ
る
山
越
え
を
す
る
形
と
な
り
、

そ
の
道
路
の
拡
幅
、
カ
ー
ブ
の
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
バ
イ
パ
ス

の
建
設
等
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
現

在
で
は
、
か
な
り
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
輪
島
道
路
と
能
登
有
料
道
路
を

使
っ
て
、
金
沢
市
と
輪
島
市
を
約
二

時
間
一
〇
分
で
結
ぶ
特
急
バ
ス
が
運

転
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
羽
咋
市
か
ら
国
道
二
四

九
号
を
北
上
す
る
コ
ー
ス
も
、
輪
島

市
と
門
前
町
の
境
界
付
近
で
カ
ー
ブ

と
坂
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

八
月
に
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
時
間

短
縮
と
交
通
安
全
の
確
保
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
千
枚
田

の
近
く
に
は
、
千
枚
田
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
、
昨
年

｢道
の
駅
｣
に
指
定
さ
れ

写真 7 珠洲 ･見附島

て
い
ま
す
。

す
ず

④
珠
洲
地
区

能
登
半
島
の
東
端
･
珠
洲
市
ま
で

は
、
能
登
有
料
道
路
の
終
点
･
穴
水

町
か
ら
さ
ら
に
約
六
〇
如
東
進
し
ま

す
。そ

の
珠
洲
市
に
至
る
に
は
、
ほ
ぼ

海
岸
線
沿
い
に
走
る
国
道
二
四
九
号

が
あ
り
ま
す
。
軍
艦
島
と
も
呼
ば
れ

み
つ
け

つ
く
も

る
見
附
島
、
恋
路
海
岸
、
九
十
九
湾

と
い
っ
た
観
光
地
に
行
く
に
は
こ
の

道
路
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
こ
の
道

路
は
、
能
都
町
･
内
浦
町
の
中
心
部

を
通
る
と
い
う
重
要
な
役
割
も
持
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
最
近
は
、
珠
洲

道
路
と
呼
ば
れ
る
道
路
の
整
備
が
進
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め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
珠
洲
道
路
は
、
穴
水
町
か
ら

山
間
部
を
貫
き
、
直
接
珠
洲
市
へ
向

か
う
道
路
で
す
。
現
在
で
は
か
な
り

改
良
さ
れ
ま
し
た
が
、
｢金
沢
･
能

登
二
時
間
圏
構
想
｣
の
実
現
に
向
け
、

今
で
も
、
拡
幅
や
、
カ
ー
ブ
の
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
道
路
は
、
半
島
の
山
間

部
に
位
置
す
る
柳
田
村
と
ア
ク
セ
ス

強
化
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

珠
洲
道
路
と
能
登
有
料
道
路
を
使
い
、

金
沢
市
か
ら
柳
田
村
を
経
由
し
て
、

珠
洲
市
ま
で
約
二
時
間
四
〇
分
で
結

ぶ
特
急
バ
ス
が
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
が
能
登
の
道
路
の
主
な
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
道
路
と
、
こ
れ
に

つ
な
が
る
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
金
沢
と
の
交
流
、
そ
し
て
能

登
の
各
地
域
間
の
交
流
を
活
発
に
し

て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
観
光
立
県
を
標

椦
す
る
石
川
県
に
と
っ
て
、
観
光
客

の
増
加
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

ま
た
、
近
年
、
小
矢
部
市
で
北
陸

自
動
車
道
か
ら
分
離
し
、
氷
見
市
･

七
尾
市
を
通
っ
て
輪
島
市
に
至
る
能

越
自
動
車
道
の
建
設
も
順
次
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
新
た
な
能
登
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。五

お
わ
り
に

近
年
の
石
川
県
を
取
り
ま
く
道
路

事
情
は
、
北
陸
自
動
車
道
が
全
通
し
、

名
神
･
関
越
自
動
車
道
と
連
結
さ
れ

る
な
ど
、
か
な
り
向
上
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
能
越
自
動
車
道
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
、
中
部
縦
貫
自
動
車

と
い
っ
た
大
都
市
圏
と
短
時
間
で
結

ぶ
た
め
の
高
速
道
路
網
の
建
設
、
県

内
の
一
般
道
路
の
整
備
促
進
な
ど
、

多
く
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
,

石
川
県
で
は
、
今
後
も
、
こ
れ
ら

百

の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
一
層
の
努

6　

力
を
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
た
め

セ

だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
観
光
客
の

謝

た
め
に
、
優
し
く
潤
い
の
あ
る
道
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

写真 8 珠洲道路 (能都町)



解
4
･
14

月
･日

世

界

の
動

き

○
国
際
原
子
力
機
関
(I
A
E
A
)
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国

(北
朝
鮮
)
の
核
査
察
一
部
拒
否
問
題
で
、
特
別
理
事
会
を
開

き
、
こ
の
問
題
を
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
再
付
託
す
る
決
議
を

賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。

○
米
通
商
代
表
部
が
大
統
領
命
令
で
復
活
し
た
ス
ー
パ
ー
三
〇
一

条

(不
公
正
貿
易
慣
行
の
特
定
と
制
裁
)
の
適
用
の
基
礎
資
料
と

な
る

｢九
四
年
外
国
貿
易
障
壁
報
告
｣
を
議
会
に
提
出
し
た
。
日

本
関
係
は
七
分
野
四
三
項
目
。

○
米
自
動
車
業
界
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
米
国
市
場
の
三
月
の
自

動
車
販
売
数
は
、
一
四
四
万
六
、
0
0
0
台
で
、
前
年
同
月
比
二

0
%
増
。
こ
れ
は
一
九
八
八
年
六
月
以
来
約
六
年
ぶ
り
の
高
水
準
。

○
米
経
済
週
刊
誌
フ
ォ
ー
ブ
ス
が
売
上
高
、
利
益
、
資
産
等
別
の

米
大
企
業
五
〇
〇
社
番
付

(
一
九
九
三
年
)
を
発
表
。
売
上
高
部

門
で
は
一
位
が
ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ

(G
M
)、
二
位
が
フ

ォ
ー
ド
、
ま
た
、
利
益
部
門
で
は
五
位
フ
ォ
ー
ド
、
六
位
ゼ
ネ
ラ

ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ
、
七
位
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

進
出
が
目
立
っ
た
。

○
北
大
西
洋
条
約
機
構
(N
A
T
O
)が
、ボ
ス
ニ
ア
･
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ビ
ナ
東
部
の
都
市
ゴ
ラ
ズ
デ
を
包
囲
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
武
装
勢

力
に
対
し
、
米
空
軍
機
に
よ
る
初
の
空
爆
を
行
っ
た
。
N
A
T
O

に
よ
る
地
上
へ
の
攻
撃
は
、
一
九
四
九
年
の
創
設
以
来
初
め
て
。

○
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
が
公
定
歩
合
を
○
･
二
五
%
幅
引
き
下
げ
、

年
五
･
0
%
に
す
る
こ
と
を
決
定
。
実
施
は
一
五
日
か
ら
で
、
今

年
二
回
目
の
利
下
げ
。

事

項

RU

月
･日

国
内
の
動

き

○
国
土
庁
が
今
年
一
月
一
日
現
在
の
全
国
の
地
価
公
示
価
格
を
発

表
。
全
国
平
均
は
昨
年
比
で
住
宅
地
四
･
七
%
、
商
業
地
一
一
･

三
%
の
下
落
。
住
宅
地
の
下
落
幅
が
縮
小
し
た
の
に
対
し
商
業
地

は
、
ほ
ぼ
昨
年
並
。
こ
れ
で
九
二
年
以
来
、
と
も
に
三
年
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
。

○
総
務
庁
が
発
表
し
た
日
本
の
推
計
人
ロ
は
、
昨
年
一
〇
月
一
日

現
在
で
一
億
二
、
四
七
六
万
人
で
、
前
年
比
三
一
万
人
増
。
人
ロ

増
加
率
は
○
･
二
五
%
で
前
年
の
○
･
三
三
%
を
下
回
り
、
戦
後

最
低
を
更
新
。

0
政
府
が
日
米
新
経
済
協
議
の
再
開
を
目
指
し
て
、
日
本
が
自
主

的
に
進
め
る

｢対
外
経
済
改
革
要
綱
｣
を
閣
議
決
定
。
市
場
開
放

策
の
第
一
弾
と
し
て
基
本
的
な
方
向
を
示
し
た
も
の
で
、
六
月
末

を
め
ど
に
最
終
的
な
対
策
を
ま
と
め
る
。

○
東
京
地
検
特
捜
部
が
中
村
喜
四
郎
前
建
設
相

(四
四
)
を
あ
っ

せ
ん
収
賄
罪
で
東
京
地
裁
に
起
訴
。

○
公
正
取
引
委
員
会
が
山
梨
県
発
注
の
公
共
工
事
の
入
札
を
め
ぐ

っ
て
長
年
、
談
合
を
と
り
仕
切
っ
た
と
し
て
同
県
建
設
業
協
会
の

八
支
部
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
八
条
違
反

(事
業
者
団
体
の
競
争

制
限
)
の
疑
い
で
排
除
勧
告
し
た
。

○
細
川
護
煕
首
相
が
政
府
･
与
党
首
脳
会
議
に
続
い
て
閣
議
で
退

陣
の
意
向
を
表
明
。
佐
川
急
便
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
一
億
円
借
り
入

れ
問
題
で
予
算
審
議
入
り
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
や
、
資
金
運
用
に

絡
ん
で
新
た
な
不
祥
事
の
あ
っ
た
こ
と
の
責
任
を
取
っ
た
。

事

項

郊獺
月
･日

道

路

行

政

の
動

き

(主
な
供
用
開
始
)

○
道
央
自
動
車
道

虻
田
･
洞
爺
湖
I
C
-
伊
達
三

･
三
畑

○
東
京
外
環
自
動
車
道

大
泉
-
和
光
二
･
九
如

○
仙
台
東
部
道
路

仙
台
空
港
I
C
j
仙
東
東
I
C
一
四
･
二
知

○
関
西
空
港
自
動
車
道

泉
佐
野
-
り
ん
く
う
J
C
T
六
･
六
如

事

項

70 道行セ 94,5
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稲
作
は
手
間
の
か
〉
る
作
物
と
言
わ
れ
て
い
る
。

泥
田
の
中
で
働
く
農
民
の
労
苦
は
大
変
な
も
の
が
あ

り
ゅう
ノ、
し
ん
く

る
。
苦
か
ら
こ
れ
を
粒
粒
辛
苦
と
言
っ
た
。
ま
た
稲

は
高
温
多
湿
な
亜
熱
帯
地
方
が
原
産
だ
か
ら
田
植
時

に
雨
、
開
花
結
実
期
に
強
い
日
照
り
を
必
要
と
す
る
。

米
を
主
食
と
す
る
民
族
が
北
上
す
る
に
つ
れ
、
稲
作

の
北
限
も
次
第
に
寒
冷
地
へ
と
入
り
込
ん
で
行
く
。

と
同
時
に
冷
害
凶
作
な
る
言
葉
を
生
ん
だ
。
米
飯
一

き
>
ん

筋
の
我
が
国
で
は
、
水
稲
の
凶
作
は
即
飢
饉
を
意
味

し
た
。
農
村
で
食
を
失
っ
た
人
々
は
都
会
に
集
ま
り
、

世
情
不
安
に
油
を
注
ぐ
。
歴
史
的
事
件
の
背
後
に
は

必
ず
と
言
っ
て
い
〉
位
、
食
糧
不
安
が
隠
さ
れ
て
い

る
。昭

和
二
〇
年
八
月
一
五
日
、
日
本
の
無
条
件
降
伏

に
よ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
は
終
っ
た
。
な
ぜ
八
月

に
降
伏
し
た
か
は
、
原
爆
と
か
石
油
の
枯
渇
な
ど
い

ろ
ノ
＼
な
理
由
が
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
一
番
判
り
や

す
い
の
は
六
･
七
月
の
稲
の
開
花
状
況
か
ら
、
秋
に

は
凶
作
が
予
測
さ
れ
た
と
の
説
で
あ
る
。
冬
に
か
け

て
戦
死
者
よ
り
も
餓
死
者
の
方
が
多
く
な
る
と
の
恐

せ･んリノつ

怖
は
、
戦
争
指
導
層
を
戦
慄
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
凶
作
説
は
や
が
て
証
明
さ
れ
る
。
九
月
に
な
っ

て
進
駐
し
て
来
た
占
領
軍
が
見
た
の
は
、
満
足
な
食

べ
物
が
な
く
焼
野
原
の
部
会
の
あ
ち
こ
ち
に
う
づ
く

ま
る
栄
養
失
調
者
の
群
れ
で
あ
っ
た
。
占
領
政
策
の

第
一
歩
は
米
軍
に
よ
る
食
糧
援
助
か
ら
始
っ
た
。
配

給
に
な

っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
を
、
“
銀
め
し
“

と
ば
か
り
む
さ
ぼ
り
食
べ
た
思
い
出
を
持
つ
人
は
今

も
多
い
。

あ
れ
か
ら
約
五
〇
年
。
平
成
五
年
は
気
象
庁
が
梅

雨
明
け
宣
言
を
控
え
る
位
、
長
雨
が
だ
ら
ハ
＼
と
八

月
末
ま
で
続
い
た
。
加
え
て
地
震
豪
雨
の
自
然
災
害

も
多
発
し
た
。
稲
は
開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
い
、

未
曽
有
の
凶
作
と
な
っ
た
。
軍
国
主
義
で
近
隣
諸
国

か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
戦
前
に
比
べ
れ
ば
、
戦
後
は

米
を
分
け
て
く
れ
る
国
も
あ
る
。
内
地
米
の
凶
作
だ

け
で
社
会
不
安
が
お
こ
る
こ
と
は
ま
づ
な
い
。
た
だ

半
世
紀
前
に
食
べ
た
あ
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
が
、

な
ぜ
か
評
判
が
よ
く
な
い
。
輸
入
米
と
い
う
だ
け
で
、

食
わ
ず
嫌
い
の
面
も
あ
ろ
う
。
だ
が
飢
え
と
い
う
も

の
が
ど
ん
な
に
苦
し
い
も
の
か
、
食
べ
る
た
め
に
は

人
間
は
ど
ん
な
恐
ろ
し
い
こ
と
で
も
す
る
動
物
で
あ

る
。
と
言
う
当
時
の
体
験
が
今
の
人
達
に
は
理
解
さ

れ
な
い
よ
う
だ
。

古
代
中
国
で
易
が
作
ら
れ
た
の
は
黄
河
流
域
で
あ

る
。
こ
の
あ
た
り
は
乾
燥
や
寒
さ
に
強
い
麦
作
地
帯

き

が

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
人
々
は
昔
か
ら
飢
餓
に
脅
え
て

来
た
。
易
経
六
四
卦
の
一
つ
に
、
大
き
な
口
を
開
け

き
ん
ら
い
い

て
食
べ
物
を
待
っ
て
い
る
卦
が
あ
る
。
罷
疊
山
雷
頤

と
い
う
。
六
本
の
算
木
の
う
ち
上
･
下
二
本
の
□

　　
　

(陽
炎
)
が
上
頤
と
下
頤
で
、
中
の
四
本
の
閃
(陰

交
)
を
歯
と
見
る
。
卦
辞
に
翻
し
頭
目
求
ニ
口
実
一

　
　　　　

(頭
を
見
て
自
ら
口
実
を
求
む
)
と
あ
る
。
口
実
と

み

は
口
の
中
の
美
、
即
ち
食
物
の
こ
と
。
国
語
辞
典
で

は
口
実
を
言
い
の
が
れ
の
意
と
解
説
し
て
い
る
。
が

も
っ
と
露
骨
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
間
は
食
べ
て

行
く
た
め
に
は
平
気
で
嘘
も
つ
く
し
言
い
の
が
れ
も

す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
山
雷
頤
と
い
う
卦
は
食

べ
る
こ
と
か
ら
発
展
し
て
、
養
い
育
て
る
意
味
を
持

つ
が
、
一
方
で
食
べ
る
た
め
に
人
と
人
と
が
争
う
物

か

騒
な
卦
な
の
で
あ
る
。
こ
の
卦
を
評
し
て
壮
士
執
し

剣
之
象
と
も
言
う
。
壮
士
が
剣
を
執
る
。
こ
れ
は
暗

殺
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
七
年
は
冷
害
に
よ
る
凶
作
と
慢
性
的
不
況
が

重
っ
た
。
こ
の
年
に
井
上
準
之
助
、
団
琢
磨
、
犬
養

毅
の
政
財
界
の
大
物
が
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

日
本
が
戦
争
に
突
入
す
る
前
兆
で
も
あ
っ
た
。

(経
)
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